
伊　豆　市

◉天城山を中心とした

伊豆市の
ハイキングコース
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■ 伊豆市の自然  ･････････････････････ 1
■ 楽しいハイキングのために  ･････････ 1

1 修善寺温泉史跡･文学散歩  ･･････････ 2
2 いろは道～奥の院･桂大師  ･･････････ 4
3 桂谷 88 ヶ所めぐり  ････････････････ 6
4 修善寺歩道  ･･･････････････････････ 8
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6 達磨山 ･･･････････････････････････ 12
7 コビサワラ原生林 ･････････････････ 14
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� 皮子平 ･･･････････････････････････ 20
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� 狩野城跡 ･････････････････････････ 28
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� 伊豆山稜線歩道 (2) ････････････････ 42
� 西伊豆歩道･通り崎コース ･･････････ 44
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■ ハイキング帰りの入れる日帰り温泉・
 花ごよみ ････････････････････････ 表 4

■ 長袖・長ズボン
■ つばの広い帽子
■ くるぶしまで隠れる
　 登山靴
■ ディバッグ
■ いたみにくい弁当
■ 水筒
■ 雨具
　 ( 折り畳み傘･カッパ）

■ カメラ
■ 双眼鏡
■ 図鑑
■ 懐中電灯
■ ラジオ

こ
れ
だ
け
は

必
要

■ 着替え
■ ヤッケなどの防寒具
■ 救急医療品
■ 手袋
■ 非常食･行動食
■ 時計
■ 携帯電話
■ 地図･コンパス
■ タオル

あ
る
と

便
利
な
も
の

■ ライター
■ ナイフ
■ 使い捨てカイロ
■ 虫よけスプレー
■ 呼笛

装備

■気　象
　伊豆半島のほぼ真ん中に位置する伊豆市は海抜０メートルから、
1,406 メートルの最高峰・万三郎岳まで標高差のある自然に溢れた町で
ある。冬でも暖かくほとんど雪や霜が降りることはなく温暖な気候に包
まれているが、天城山などの山間部では雪の降ることがある。海岸部で
は晴れていても天城山では雨ということもあり、天城山の年間雨量は
3,000 ミリを越すこともしばしばある。

■動　物
　温暖な気候と亜熱帯の海岸から変化に富んだ山野を持つ伊豆市には
数多くの動物が生息している。特に天城山にはイノシシやシカ、タヌキ、
ウサギなどが見られ、八丁池や猫越岳山頂の池では天然記念物のモリア
オガエルがいる。また、オオルリ、コルリ、ミソサザイ、コマドリ、ホトト
ギス、ウグイス、コガラなどの野鳥も多い。亜熱帯植物の多い海岸林には
昆虫類も多く見られる。

■植　物
　天城九木に代表される森にはブナをはじめヒメシャラ、カエデ類、
アセビなどのほか、天城固有種のアマギシャクナゲ、アマギツツジなど
が混生している。また、桜の種類も豊富でソメイヨシノはもちろん、オオ
シマザクラ、修善寺桜、修善寺寒桜､ 土肥桜、最福寺枝下桜、マメザクラ､ 
江戸彼岸桜、枝下桜ほか桜の宝庫となっている。

　寝不足・飲酒・体調不良の時は、出掛けるのはやめましょう。無理な
行程を組まないで、余裕をもった計画を立てましょう。また、思わぬ事故
や天候の急変、積雪､ 危険な動植物に遭遇した場合に対処できるよう
しっかりした装備をして安全登山を心掛けましょう。出掛ける時は家族
に知らせていきましょう。

伊豆市の自然

楽しいハイキングのために

ハイキングのマナー
■ ゴミは必ず持ち帰ろう
■ 動植物は採らない
■ 歩行中は禁煙
■ たき火･タバコの投げ捨て厳禁
■ 他人の土地・建物に入らない

■ 畑の野菜･果物を採らない
■ コースを外れない
■ 大声や大きな音をたてない
■ 挨拶を交わそう

contents

● 本書の使い方 ●
　地図は北が上というのが基本であるが、コース
によっては歩き始める起点が北以外にした方が
わかりやすいこともあるので、逆にしたコースも
あります。方位にとらわれることなく、楽しく歩
いてください。
　散歩程度の短いコース
から本格的な健脚向まで
あるので、自分の体力・経
験によって選んで歩いて
ください。  所要時間は個人
差がありますし、休憩時間
は含まれていませんので
十分余裕をもって計画を
立ててください。

凡

　例

バス路線
ハイキングコース
川（滝・ダム）

トイレ
石碑・墓
石仏

〈表紙〉八丁池
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修
善
寺
温
泉
は
弘
法
大
師
が
発
見
し
た

と
伝
わ
る
伊
豆
最
古
の
温
泉
。
歴
史
と
自

然
に
囲
ま
れ
た
温
泉
地
は
、
源
氏
三
代
の

悲
劇
の
舞
台
と
な
っ
た
所
。
桂
川
を
は
さ

ん
で
温
泉
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
風
情
が
残

り
、古
く
か
ら
多
く
の
文
人
墨
客
が
訪
れ
、

沢
山
の
名
作
を
残
し
て
い
る
。
岡
本
綺
堂

の｢

修
禅
寺
物
語｣

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
修
善
寺
温
泉
駅
行
き
、

若
し
く
は
戸
田
行
き
の
バ
ス
で
７
分
、
修

善
寺
温
泉
駅
で
下
車
。
み
や
げ
物
店
が
並

ぶ
温
泉
街
を
行
く
と
日
枝
神
社
が
あ
る
。

境
内
に
は
大
き
な
夫
婦
杉
や
天
然
記
念
物

の
イ
チ
イ
ガ
シ
、
源
範
頼
が
住
ん
で
い
た

と
い
う
信
功
院
跡
が
あ
る
。

　

隣
が
修
禅
寺
。
寺
の
前
を
流
れ
る
桂
川

の
中
に
は｢

独
鈷
の
湯｣

が
あ
る
。
そ
の

昔
、
冷
た
い
川
の
水
で
病
い
の
父
親
の
体

を
洗
う
少
年
に
心
打
た
れ
た
弘
法
大
師

が
、
手
に
持
っ
て
い
た
仏
具
の
独
鈷
杵
で

川
の
岩
を
砕
き
、
霊
泉
を
湧
出
さ
せ
て
温

泉
療
法
を
教
え
た
と
伝
わ
る
伊
豆
最
古
の

温
泉
で
あ
る
。
毎
年
４
月
21
日
に
は
大
師

の
霊
前
に
献
湯
す
る
湯
汲
み
式
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

福
地
山
修
禅
寺
は
平
安
初
期
、
弘
法
大

師
の
開
基
と
伝
わ
る
名
刹
。
宝
物
館｢

瑞

宝
蔵｣

に
は
岡
本
綺
堂
の
名
作｢

修
禅
寺

物
語｣

の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
頼
家
の
面
や

政
子
署
名
の
放
光
般
若
波
羅
密
多
経
、
頼

家
の
陣
旗
、
範
頼
の
馬
具
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
る
ほ
か
天
井
に
は
川
端
龍り
ゅ
う
し子

の｢

玉
取
龍｣
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

鐘
楼
脇
の
竹
林
か
ら
寺
の
裏
手
に
回
り
、

静
か
な
住
宅
街
を
範
頼
の
墓
へ
と
向
か
う
。

源
範
頼
は
、 

兄
頼
朝
の
誤
解
を
受
け
て
修

禅
寺
に
幽
閉
さ
れ
、
後
に
梶
原
景
時
に
攻

め
ら
れ
、
信
功
院
で
自
害
し
て
い
る
。

　

墓
は
立
派
な
五
輪
の
塔
で
温
泉
場
外
れ

の
高
台
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
。
畑

の
中
を
下
っ
て
広
い
舗
装
道
を
横
断
し
、

｢

風
の
径｣

を
行
く
と
赤
蛙
公
園
。
島
木

健
作
の
短
編｢

赤
蛙｣

の
取
材
地
で
梅
や

杉
の
木
立
に
囲
ま
れ
た
池
に
は
蛙
の
像
が

あ
る
。

　

川
沿
い
に
竹
垣
の
あ
る
小
道
を
行
く
と

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ゅ
ぜ
ん
じ
回
廊｣

が
あ

る
。
回
廊
式
展
示
場
で
修
善
寺
の
歳
時
記

や
花
、
山
野
草
、
日
本
画
な
ど
を
写
真
を

使
っ
て
展
示
し
て
い
る
。
特
に
春
の
桜
名

所
、秋
の
紅
葉
名
所
の
写
真
展
は
好
評
だ
。

　

赤
い
桂
橋
を
渡
る
と
竹
林
の
小
径
に
入

る
。
真
ん
中
に
直
径
４
㍍
の
竹
製
の
円
形

ベ
ン
チ
が
あ
り
、
こ
こ
に
寝
そ
べ
っ
て
空

を
見
上
げ
る
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。

歩
道
の
境
界
に
は
桂
垣
や
光
悦
寺
垣
、
建

仁
寺
垣
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

指
月
殿
は
一
切
経
堂
と
も
呼
ば
れ
政
子

が
、わ
が
子
・
頼
家
の
冥
福
を
祈
っ
て
「
宋

版
大
蔵
経
」
と
共
に
修
禅
寺
に
寄
進
し
た

も
の
で
、
禅
宗
式
の
珍
し
い
形
の
丈
六
釈

迦
如
来
座
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

す
ぐ
脇
に
源
頼
家
の
墓
。
頼
家
は
鎌
倉

二
代
将
軍
と
な
っ
た
が
、
北
条
氏
の
策
略

に
よ
り
修
禅
寺
に
幽
閉
さ
れ
、
虎
渓
橋
近

く
の
筥
湯
で
入
浴
中
に
暗
殺
さ
れ
た
。

　

辺
り
は
広
い
源
氏
公
園
と
な
っ
て
い

て
、
そ
の
一
角
に
頼
家
の
死
を
追
い
自
刃

し
た｢

十
三
士
の
墓｣

が
あ
る
。

　

頼
家
の
墓
か
ら
鹿
山
を
散
策
す
る
コ
ー

ス
を
登
る
。
桂
谷
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
コ
ー

ス
の
44
番
か
ら
37
番
ま
で
の
８
ヶ
所
を
巡

る
ミ
ニ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
お
し
ゃ
ぶ
り
婆

さ
ん
の
石
仏
や
源
義
経
の
像
、
吉
田
絃
二

郎
・
明
枝
夫
妻
の
墓
、
明
枝
の
句
碑
な
ど

が
あ
る
。
下
っ
て
み
ゆ
き
橋
を
渡
っ
て
左

に
行
け
ば
起
点
の
修
善
寺
温
泉
駅
だ
。

　

ま
た
、
温
泉
場
か
ら
修
善
寺
梅
林
ま
で

の
山
道
は｢

花
と
文
学
の
散
歩
道｣

と
な
っ

て
い
る
の
で
併
せ
て
歩
い
て
み
る
の
も
い

い
。
梅
園
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
上
り

な
の
で
、
も
み
じ
林
ま
で
バ
ス
で
行
き
、

梅
園
を
抜
け
て
温
泉
場
に
下
る
方
が
楽
で

あ
る
。

　

修
善
寺
梅
林
は
２
月
に
紅
白
３
０
０
０

本
の
梅
が
咲
く
花
の
名
所
。
遊
歩
道
沿
い

に
は
修
善
寺
ゆ
か
り
の
中
村
吉
右
衛
門
、

高
浜
虚
子
、
尾
崎
紅
葉
、
市
川
左
団
次
ら

の
句
碑
と｢

修
禅
寺
物
語
碑｣

が
あ
る
。 

　

散
歩
道
を
温
泉
場
に
下
り
源
範
頼
の
墓

へ
と
結
ん
で
歩
い
て
も
い
い
。 

源
氏
三
代
の
悲
劇
の
舞
台
と
な
っ
た

伊
豆
の
名
門･

古
湯
に
文
人
の
足
跡
を
訪
ね
る

1
修
善
寺
温
泉
史
跡･

文
学
散
歩

N

起終点

起終点

P卍 

卍 

10

11

12

22

21

13

15

8

十三士の墓源頼家の墓

独鈷の湯

赤蛙公園赤蛙公園

源範頼の墓

梅林

もみじ林前

修
禅
寺

修
善
寺
温
泉
駅

源氏公園源氏公園

吉田絃二郎夫妻の墓

吉田明枝句碑
おしゃぶり婆さん

源義経の像

仮名垣魯文句碑

独鈷の湯公園

近くに足湯
「河原湯」があります

竹林の小径
石仏

宝
物
館

麦
ワ
ラ
細
工「
晨
」

温
泉
ヤ
グ
ラ

桧
林

み
ゆ
き
橋

石仏

安達藤九郎盛長の墓

弁天堂

虎渓橋
渡月橋

筥湯

バイパス

ささや

調整池

松葉茶屋

33 観音堂

忠魂碑
芝生公園

富士山の展望地

修善寺歩道
（８頁参照）

県きのこセンター

ニュータウン

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ

初もみじ林

花しょうぶ 1km
梅林 0.3km
温泉街 1km

（5頁参照）

滝下橋

範頼の墓参道石碑範頼の墓参道石碑
風の径

0 100m 500m

日
枝
神
社

鹿山

修
善
寺
駅
へ

奥の院へ

花と文学の散歩道
案内板

高浜虚子句碑

市川左団次句碑

尾崎紅葉句碑

修禅寺物語碑

高浜虚子句碑

夏目漱石碑

修善寺自然公園

中村吉右衛門
句碑

梅林口

P

修
善
寺
虹
の
郷
・
戸
田
へ

指月殿
しげつでん

小山町公会堂 桂谷トンネル

茶室（双皎山荘）
そうこう

P
トイレ

修善寺 88ヶ所石碑

・9番札所の石碑
　（図中の数字は札所の番号）

・8番に説明板あり

9

トイレ

コースタイム（参考） 所要時間／約1時間30分

所要時間／
約1時間30分

史跡・文学散歩

バス

7分

5分1分10分5分10分50分10分
鹿
山
ミ
ニ
コ
ー
ス
経
由

修
善
寺
駅

　修
善
寺
温
泉
駅

と
っ
こ
の
湯

修
　禅
　寺

源
範
頼
の
墓

赤
蛙
公
園

指
月
殿・頼
家
の
墓

十
三
士
の
墓

　修
善
寺
温
泉
駅

コースタイム（参考）

花と文学の散歩道

バス

10分

修
善
寺
駅

　も
み
じ
林
前

　も
み
じ
林
前

梅

　
　林

赤
蛙
公
園

源
氏
公
園

　修
善
寺
温
泉

10分

10分30分10分10分

20分10分10分

文
学
碑
め
ぐ
り

20
分

も
み
じ
林
一
周

30
分

P
ギャラリー
しゅぜんじ回廊
ギャラリー
しゅぜんじ回廊

『伊豆修善寺文学と花のみち』は、
平成27年、『文化の道100選』に

選ばれました。

▲独鈷の湯

▲範頼の墓

▲竹林の小径

▲修善寺梅林
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″
色
は
匂
へ
ど
散
り
ぬ
る
を
、
我
が
世

誰
ぞ
常
な
ら
む
、
有
為
の
奥
山
今
日
越
え

て
、
浅
き
夢
見
し
酔
ひ
も
せ
ず
〟
言
わ
ず

と
し
れ
た
手
習
歌
の
一
つ｢

い
ろ
は
歌｣

で
あ
る
。
作
者
に
は
諸
説
あ
る
が
、
平
仮

名
47
文
字
を
重
複
し
な
い
よ
う
に
、
弘
法

大
師
が
作
っ
た
と
伝
わ
る
歌
で
あ
る
。

  

こ
の
い
ろ
は
文
字
に｢

ん｣

を
加
え
た

48
文
字
を
刻
ん
だ
石
碑
が
、
修
禅
寺
の
山

門
か
ら
湯
舟
の
奥
の
院
ま
で
の
５
㌖
の
間

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
碑
は
明
治

39
年
（
１
９
０
６
）、
弘
法
大
師
の
熱
烈

な
信
者
で
あ
っ
た
東
京
の
日
高
屋
商
店
・

高
橋
為
三
郎
さ
ん
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
建
て
ら
れ
た
当
初
は
僧
侶

や
信
者
た
ち
の
道
し
る
べ
と
し
て
大
変
喜

ば
れ
た
と
い
う
。

  

建
て
ら
れ
て
１
０
０
年
以
上
も
経
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
後
の
道
路
整
備
や
宅
地

化
に
よ
っ
て
欠
け
た
り
失
わ
れ
た
も
の
が

あ
っ
た
た
め
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

４
月
に
全
面
的
に
補
修
が
行
わ
れ
た
。
補

修
に
よ
り
新
旧
取
り
混
ぜ
て
48
基
。
修
禅

寺
の｢

い｣

か
ら
奥
の
院
の｢

ん｣

ま
で

順
に
辿
っ
て
訪
ね
て
み
よ
う
。
道
順
に

従
っ
て
分
か
り
や
す
く
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
探
し
な
が
ら
歩
く
の
も
面
白
い
。

　

ま
た
、
い
ろ
は
道
は
桂
谷
八
十
八
ヶ
所

巡
拝
コ
ー
ス
の
一
部
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
、
併
せ
て
訪
ね
て
み
よ
う
。

　

い
ろ
は
石
と
桂
谷
八
十
八
ヶ
所
の
二

種
類
の
石
碑
の
ほ
か
に
信
仰
の
道
ら
し

く
各
所
に
石
仏
や
石
碑
な
ど
が
あ
る
の

で
、
野
仏
な
ど
の
見
方
の
参
考
書
を
持
っ

て
い
く
と
よ
り
楽
し
く
な
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
修
善
寺
温
泉
行
き
の

バ
ス
で
７
分
、
終
点
で
下
車
。
狭
い
温

泉
街
を
抜
け
る
と
日
枝
神
社
の
隣
に
修

禅
寺
が
あ
る
。

　

修
禅
寺
山
門
下
に｢

弘
法
大
師｣

と
刻

ま
れ
た
石
塔
が
あ
り
、
側
面
に
大
き
く｢

い｣

の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

｢

い
ろ
は
歌｣

の
最
初
の｢

い｣

の
字
で
い

ろ
は
道
の
最
初
の
道
標
で
あ
る
。

　

い
ろ
は
石
を
順
に
み
つ
け
て
奥
の
院
ま

で
行
こ
う
。

　

奥
の
院
は
弘
法
大
師
が
18
才
の
時
、
修

行
し
た
所
で
、
駆か

り
ご
め篭

の
窟
と
い
う
岩
洞
が

あ
り
、そ
の
岸
壁
に
は
阿あ
う
ん吽
の
滝
が
あ
る
。

滝
の
前
に
は
弘
法
大
師
降
魔
殿
と
い
う
修

行
石
が
あ
る
。

　

桂
大
師
は
弘
法
大
師
が
朱
塗
沢
に
修
行

に
入
っ
た
時
、
四
国
か
ら
持
っ
て
来
た
カ

ツ
ラ
の
杖
を
地
面
に
挿
し
忘
れ
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
成
長
し
た
と
伝
わ
る
大
木
で

あ
る
。
現
在
の
木
は
三
代
目
で
樹
の
高
さ

30
㍍
、
幹
回
り
周
囲
が
７
．
２
㍍
、
樹
齢

は
１
０
０
０
年
と
言
わ
れ
、
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
根
元
の
祠
に

は
大
師
の
石
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

桂
大
師
へ
は
奥
の
院
か
ら
湯
舟
川
沿
い

の
林
道
を
１
．
５
㌖
行
っ
た
広
場
か
ら
川

を
渡
り
ス
ギ
林
の
道
を
登
っ
た
所
に
あ

る
。

　

毎
年
、
春
の
静
寂
・
秋
の
静
寂
と
題
し

た
修
禅
寺
か
ら
奥
の
院
ま
で
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
催
さ
れ
て
い
る
。
特
製
弁
当
付
き

で
参
加
料
は
１
０
０
０
円
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は

　

伊
豆
市
観
光
協
会
修
善
寺
支
部

　

☎
０
５
５
８･

７２･

２
５
０
１

い
ろ
は
石
を
辿
っ
て
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の

奥
の
院
・
そ
し
て
桂
大
師
へ

2
い
ろ
は
道
〜

　
　
　
奥
の
院
・
桂か

つ
ら
だ
い
し

大
師

卍

卍

H

H

H

H

H

桂
大
師
50
分

ダム ダム

P
P

湯舟川ふれあい広場

0 500m100m 1km

起終点

阿字苑

湯　舟　川

杉　林
林　　道 （道狭い）

沢

奥の院から約1.5km

丸太橋を渡る

奥の院

湯
舟
川
を
渡
る

木
の
橋

桂大師（カツラの大木の下に弘法大師像） 樹齢1,000年

卍

阿
字
苑

（
植
物
園
）

桂
大
師
へ（
下
図
へ
つ
づ
く
）

如
意
輪
観
音

大
地
蔵

奥の院

観音石仏（道しるべ）
七夜待塔

上湯舟公民館

鈴
原
橋

水
池
橋

湯 舟
川

P い
ぼ
石

道
祖
神

観音堂
石幡形六地蔵
庚申塔

下湯舟公会堂
湯舟水池用水

十一面観音・道祖神

紙谷橋

修善寺小学校

輪田橋

修善寺駅へ

丸
屋
青
果
店

赤
蛙
公
園

独
鈷
の
湯

修
禅
寺

日
枝
神
社

戸
田
へ

修善寺
小学校

湯舟口

修
善
寺
温
泉
駅

桂
川

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　修
善
寺
温
泉
駅

修
　禅
　寺

輪
　田
　橋

下
湯
舟
公
会
堂

水
　池
　橋

鈴
　原
　橋

奥
　の
　院

桂
　大
　師

5分 バス

5分

15分

15分

25分

20分

20分

15分

25分

20分

20分

15分

60分

50分
7分

◉所要時間：約2時間50分（往路）／約2時間20分（復路）

N

左
上
か
ら
つ
づ
く

カツラの木

P

い
ろ

は

に

ほ
へ

と

ち

ぬ

り

文
る

を

わ

か

よ

た

たれ

そ

つ
な

ら

ねらむ

うゐのくや

ま
け

ふ

て

あ
さ

き

ゆ
め

み

し
ゑ

え

こ お

ひ
せ

すん も

ん

▲「い」の字の石塔（修禅寺）

▲いろは石と 88 ヶ所碑

▲下湯舟公会堂の石造物

▲奥の院

▲桂大師
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起終点

27

32

33

34

3536

37

38

39
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41

42

43

4546
47
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50

51
52

53

80

81
82

83
84 85

86
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3
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26

5

6

78

9

87
88

44

28

修禅寺
宝物館

修善寺温泉駅

みゆき橋

嵐山

御幸橋

赤い橋

公園

修善寺
ハリストス正教会

嵐山（桜の名所）

ほこら
湯回廊
菊屋

ねの湯
対山荘

南町公民館

五葉館 ホ
テ
ル

桂
川

ホテル滝亭 〒

修善寺総合会館
伊豆市観光協会
伊豆半島ジオパークミュージアム

『ジオリア』

源
頼
家
の
墓

十
三
士
の
墓

吉田明枝句碑

源義経像
岩谷観音
おしゃぶり婆さん

指
月
殿

指
月
殿

源氏公園
宙SORA渡月荘金龍

湯の宿
花小道

独鈷の湯公園独鈷の湯公園

鐘
楼

金福荘
六地蔵

筥湯

新井旅館
味可久（料理）

竹林の小径
竹林の小径

ヤグラ

火の見
やぐら

スナック『つゆか』

花月園

お宿さかえ荘お宿さかえ荘

赤
蛙
公
園

風の径

河鹿荘
あさば

ギャラリー
しゅぜんじ回廊
ギャラリー
しゅぜんじ回廊

滝下橋

独鈷の湯独鈷の湯河原湯

柳生の庄鬼の栖

修善寺
小学校

修善寺小学校

輪田橋

中里公民館

民
宿
福
井

弁
天
堂

源範頼の墓
源範頼の墓

参道

瑞の里
○久旅館

ブリーズベイ
修善寺ホテル

文

修善寺小学校上

川
端
龍
子・茅
舎
の

墓
と
句
碑

安
達
藤
九
郎
の
墓

高
浜
虚
子
の
句
碑

墓
　
地

説
明
板

３
頁
参
照

桂
谷
ト
ン
ネ
ル

日枝神社

卍 

花
と
文
学
の
散
歩
道

66

65

67

上湯舟公民館

上
図
A
か
ら
の
つ
づ
き

奥の院
68

7069
71

A’

赤
蛙
公
園

卍 
 

鹿
山

P

※修禅寺から奥の院までは「いろは道」と呼ばれ
　いろは 48 文字の石碑がたてられています。

（詳細は４・５頁参照）

P

修善寺小学校

30

29

28

27

26

25
1011

2322

10
1214

79

78

55

56

57

58

60
6162

63

64

59

72

73

番外

54

151617

18
20

21

19

13 K

うなり石

越
路
ト
ン
ネ
ル

三島へ

伊
豆
市
役
所

旧
　
道

湯川橋

修善寺駅八幡神社

桂　　川
（修善寺川）

修
善
寺
温
泉
入
口

修善寺I.C修善寺I.C

天城へ
N

0 100m 500m

嵐山
日枝
神社

指月殿

修禅寺修禅寺

卍 

筥湯

トイレ

高浜虚子句碑

桂谷トンネル桂谷トンネル梅　林

湯舟口

回転六角六地蔵

修善寺小学校
紙谷橋

中島橋

下湯舟公会堂

寺山口

ニュータウン口 梅林口

文松葉集会場

北又川

芳原橋
松葉橋

北又公民館

だるま山へ
戸田へ

湯舟川

いぼ石水抜橋

下
図
　
に
つ
づ
く

A’

A

日
影
橋

74

7576
77

7575

虹の郷

も
み
じ
林
前

夏目漱石碑

葭原
観音堂

も
み
じ
林
よしわら

大仁・三島へ

県きのこセンター

24

中心部拡大図

民家の左隅の
小道を 4～5m
入った左側

手すりのついた細い坂道を上り
民家の裏、石切場の跡にある。

修禅寺物語碑
中村吉右衛門句碑
高浜虚子句碑
尾崎紅葉句碑
市川左団次句碑

自然の石の石垣の
家の右手を入る

道下の洞に
百八燈石仏男根を抱いた

女性のサイの神

両岸に車道あり
72 番への近道

起終点

33観音

80

七夜待塔

31

洞
、
半
経
寺
と
下

る
。
折
り
返
し
て
越

路
橋
か
ら
桂
川
を

渡
り
嵐
山
、
鹿
山
へ

上
り
、
温
泉
場
南
麓

を
経
て
奥
の
院
に

至
り
、
折
り
返
し
て

中
島
橋
、
日
影
橋
よ

り
北
又
、
紙
谷
、
中

里
、
そ
し
て
温
泉
場

北
麓
を
経
て
、
再
び

修
禅
寺
の
裏
山
に

戻
る
６
里
31
町
（
お

よ
そ
25
㌖
）
に
番
外

１
基
と
再
建
１
基

を
加
え
た
90
基
の
大
師
像
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。

　

八
十
八
ヶ
所
を
詳
し
く
案
内
す
る
こ
と

は
誌
面
の
都
合
で
で
き
な
い
の
で
、
毎
年

11
月
７
日
～
９
日
ま
で
、
２
泊
３
日
を

か
け
て
家
内
安
全
・
無
病
息
災
・
大
願

成
就
を
祈
念
し
な
か
ら
巡
拝
す
る
桂
谷

八
十
八
ヶ
所
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
る
の
で
、

こ
れ
に
参
加
す
る
の
が
お
す
す
め
。
修

禅
寺
の
僧
侶
た
ち
の
先
導
で
初
日
が
修

禅
寺
を
出
発
し
１
番
か
ら
35
番
ま

で
、 

２
日
目
が
36
番
か
ら
71
番
ま

で
、
３
日
目
（
午
前
中
）
が
72
番

か
ら
88
番
ま
で
回
る
。 

参
加
希

望
者
は
初
日
の
朝
８
時
ま
で
に
修

禅
寺
境
内
に
集
合
す
れ
ば
よ
い
。

白
装
束
や
ご
詠
歌
集
、
杖
、
手
拭

い
、
昼
食
な
ど
の
手
配
、
及
び
宿

泊
（
通
常
よ
り
低
料
金
）
の
案
内

も
伊
豆
市
観
光
協
会
修
善
寺
支
部

☎
０
５
５
８･

72･

２
５
０
１
で

や
っ
て
も
ら
え
る
。 

　

な
お
修
禅
寺
で
は
多
く
の
人

に
座
禅
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と｢

火
曜
座
禅
会｣

が
催
さ
れ
て

い
る
。 

毎
週
火
曜
日
の
９
時
30

分
か
ら
（
所
要
時
間
１
～
２
時

間
）
で
定
員
は
30
名
。 

参

加
無
料
。
お
問
い
合
わ
せ

は
修
禅
寺
☎
０
５
５
８

･

72･

０
０
５
３

修
善
寺
温
泉
を
取
り
囲
む
自
然
の
中
に

四
国
霊
場
巡
拝
に
ひ
と
し
い
ご
利
益
を
求
め
て

　

１
２
０
０
年
の
歴
史
と
自
然

に
満
ち
た
修
善
寺
温
泉
は
、
弘

法
大
師
が
発
見
し
た
と
い
う
湯

処
・
伊
豆
の
名
門
。
こ
の
温

泉
場
を
囲
む
自
然
の
中
に
四

国
八
十
八
ヶ
所
を
模
し
た
桂
谷

八
十
八
ヶ
所
が
あ
る
。

　

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）、

当
時
の
修
禅
寺
38
世
丘
球
学
老

師
が
四
国
の
各
霊
場
の
土
を
持

ち
帰
り
、
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の

修
善
寺
に
移
し
桂
谷
八
十
八
ヶ

所
と
し
て
創
っ
た
も
の
で
あ

る
。
仙
台
石
に
丘
球
学
老
師
の

筆
に
よ
る
弘
法
大
師
像
と
四
国

の
各
霊
場
の
山
号
・
寺
号
、
ご
本
尊
名
、

ご
詠
歌
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

石
碑
の
設
置
場
所
も
老
師
が
自
ら
歩
い

て
、
こ
れ
を
決
め
た
と
い
う
。
石
碑
前
の

礼
拝
石
の
〇
印
の
下
に
四
国
霊
場
の
土
が

埋
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
踏
ん
で

巡
拝
す
れ
ば
、
四
国
霊
場
巡
拝
と
同
じ
功

徳
が
あ
る
と
い
う
。

　

修
禅
寺
の
裏
山
を
１
番
と
し
て
修
善

寺
梅
林
へ
上
が
り
自
然
公
園
か
ら
神
戸

3
桂け
い
こ
く谷
八
十
八
ヶ
所
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

▲修禅寺

▲ 88 ヶ所石碑

▲巡拝風景
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富士山の絶景地
　　　　伊豆三絶の一つ

だ
る
ま
山
高
原

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

だるま山高原
キャンプ場

0 500m100m 1km

起終点

調整池

修善寺梅林へ

修善寺自然公園

伊豆国際
カントリークラブ

修善寺 虹の郷修善寺 虹の郷
忠魂碑

イギリス村

カナダ村

観音堂観音堂

もみじ林前

伊豆国際カントリー

修
善
寺
駅
へ

県
き
の
こ
総
合
セ
ン
タ
ー

匠
の
村

虹の郷虹の郷

桧
林

入山禁止

初富士の松

大芝

しばらく車道を歩くので
　　車には十分注意してください。

戸田峠 6.9km
だるま山高原レストハウス 5.0km
もみじ林 2.2km
虹の郷 2.9km

N

P 可

北又
修善寺へ

藤ヶ平
三
等
三
角
点

だるま山高原レストハウス
戸
田
へ

（
金
冠
山
へ
は
11
頁
参
照
）

車止め

富士山の好展望地

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　だ
る
ま
山
高
原

　レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

三
等
三
角
点

　伊
豆
国
際

　カ
ン
ト
リ
ー

　も
み
じ
林
前

修
善
寺
駅

30分 バス

50分

50分

60分

55分

65分
27分

バス

14分

◉所要時間：約2時間15分

尾
根
の
一
本
道

89

　

伊
豆
山
稜
線
歩
道
は
天
城
峠
か
ら
仁
科

峠
～
船
原
峠
～
戸
田
峠
～
だ
る
ま
山
高
原

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
～
修
善
寺
自
然
公
園
ま
で

の
全
長
42
㌖
の
コ
ー
ス
を
言
う
。 

　

そ
の
内
、
修
善
寺
歩
道
と
呼
ば
れ
る
所

は
戸
田
峠
か
ら
富
士
見
コ
ー
ス
を
経
由
し

て
だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
更
に

虹
の
郷
ま
で
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
富
士
見

コ
ー
ス
は
金
冠
山
の
項
で
紹
介
し
て
あ
る

の
で
、
こ
こ
で
は
だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
か
ら
の
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
戸
田
行
き
の
バ
ス
で
27

分
、
だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
下

車
。
伊
豆
三
絶
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
所
な
の
で
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
駿
河
湾

越
し
の
富
士
山
を
眺
め
て
い
こ
う
。（
11

頁
参
照
）

　

こ
の
地
は
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
っ
て
い

て
、キ
ャ
ビ
ン
が
数
棟
あ
り
、夏
に
は
キ
ャ

ン
パ
ー
で
大
変
賑
わ
う
。

　

駐
車
場
の
左
手
に
あ
る
達
磨
像
の
手
前

か
ら
樹
林
帯
に
入
る
。
一
旦
樹
林
帯
を
抜

け
出
る
と
県
道
に
出
て
横
断
し
、
道
沿
い

に
下
る
。
す
ぐ
に
キ
ャ
ン
プ
場
の
入
口
で

広
い
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
。
管
理
棟
の

前
を
横
切
り
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
あ
る
キ
ャ

ン
プ
場
へ
と
下
っ
て
行
く
。
展
望
の
良
い

所
で
、
富
士
山
は
勿
論
、
駿
河
湾
、
天
城

連
山
、
達
磨
山
が
望
め
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
抜
け
る
と
下
り
が
少
し

き
つ
く
な
り
潅
木
の
中
の
防
火
帯
の
広
い

尾
根
道
を
下
る
。
春
先
に
は
ワ
ラ
ビ
が
沢

山
生
え
る
所
で
、
わ
ら
び
狩
り
を
楽
し
む

家
族
連
れ
が
目
立
つ
。

　

長
い
防
火
帯
の
尾
根
道
を
下
り
切
る
と

県
道
の
三
差
路
に
出
る
。
そ
の
ま
ま
横
断

し
て
斜
面
を
登
る
。
急
な
道
を
上
が
り
切

る
と
三
等
三
角
点
が
あ
る
。
こ
こ
を
ぐ
っ

と
右
に
曲
が
り
、
樹
林
帯
の
中
を
下
る
。

　

県
道
に
一
旦
近
づ
い
て
雑
木
林
に
入
っ

て
、
抜
け
る
と
、
ま
た
県
道
の
三
差
路
に

出
る
。
右
に
下
る
道
は
北
又
か
ら
修
善
寺

へ
行
く
道
だ
。
こ
こ
で
は
真
っ
す
ぐ
県
道

を
歩
く
こ
と
に
な
る
。
県
道
に
歩
道
が
な

い
の
で
伊
豆
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

先
ま
で
の
お
よ
そ
２
㌖
は
車
道
を
歩
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
車
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

歩
い
て
ほ
し
い
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
旧
の
県
道
を

左
に
見
て
下
る
と
、 

左
に
歩
道
の
入
口
が

あ
る
。
だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か

ら
５
㌖
、
も
み
じ
林
ま
で
２
．
４
㌖
、
虹

の
郷
ま
で
２
．
９
㌖
の
地
点
で
あ
る
。

　

潅
木
の
中
の
広
い
道
を
緩
や
か
に
下
る

と
旧
の
県
道
に
合
わ
さ
る
。
し
ば
し
、
こ

の
道
を
行
く
。虹
の
郷
を
縦
断
す
る
道
で
、

随
所
に
虹
の
郷
へ
の
門
や
施
設
が
あ
る
。

  

し
ば
ら
く
行
く
と
変
則
三
差
路
。
旧
県

道
は
虹
の
郷
の
中
へ
と
延
び
て
い
て
、
歩

道
は
虹
の
郷
の
北
側
面
沿
い
の
山
道
と
な

る
。
き
れ
い
に
枝
打
ち
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
林

を
抜
け
て
虹
の
郷
・
匠
の
村
の
外
脇
か
ら

廻
り
込
む
と
虹
の
郷
の
ゲ
ー
ト
が
あ
り
、

左
に
マ
ツ
林
の
中
の
広
い
道
を
下
る
。

防
火
帯
か
ら
樹
林
帯
を
抜
け
て

伊
豆
最
大
の
も
み
じ
林
へ

　

大
き
な
忠
魂
碑
が
あ
る
広
場
を
右
に
見

て
下
る
と
広
い
マ
ツ
林
。
左
手
の
丘
か
ら

は
富
士
山
が
望
め
る
。
か
つ
て
こ
こ
に
天

然
記
念
物
の
富
士
見
の
マ
ツ
が
あ
っ
た
所

で
、
そ
の
名
残
の
切
り
株
が
あ
る
。

　

舗
装
さ
れ
た
急
坂
を
下
る
と
修
善
寺
自

然
公
園
の
も
み
じ
林
で
あ
る
。
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）、
修
善
寺
町
制
施
行
記
念
と

し
て
カ
エ
デ
５
種
類
、
お
よ
そ
２
０
０
０

本
が
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、
モ
ミ
ジ
林
と

し
て
は
伊
豆
最
大
の
規
模
を
誇
っ
て
い

る
。
秋
に
は
大
勢
の
も
み
じ
狩
り
の
観
光

客
で
賑
わ
う
。
園
内
に
は
夏
目
漱
石
の
碑

も
あ
る
。

  

真
っ
す
ぐ
下
れ
ば
公
園
の
駐
車
場
だ
が

途
中
の
三
差
路
を
右
に
上
が
る
と
葭よ
し
わ
ら原
観

音
堂
が
あ
り
、
33
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
る

の
で
寄
っ
て
行
き
た
い
。
観
音
堂
の
石
段

を
下
る
と
駐
車
場
だ
。
県
道
に
出
れ
ば
起

終
点
の
も
み
じ
林
前
の
バ
ス
停
。
起
終
点

か
ら
虹
の
郷
は
県
道
を
右
に
５
分
ほ
ど
歩

い
た
所
に
あ
る
。

　

ま
た
、
近
く
の
県
道
沿
い
に
県
き
の
こ

総
合
セ
ン
タ
ー
（
入
館
無
料
）
が
あ
り
、

き
の
こ
の
あ
れ
こ
れ
が
展
示
さ
れ
て
い
る

の
で
興
味
あ
る
人
は
寄
っ
て
い
き
た
い
。

山
で
見
つ
け
た
解
ら
な
い
き
の
こ
の
鑑
定

も
し
て
く
れ
る
。

4
修
善
寺
歩
道

▲だるま山高原レストハウスからの富士山 ▲三等三角点

▲稜線を歩く ▲自然公園は紅葉の名所 ▲修善寺自然公園からの富士山
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伊
豆
三
絶
（
伊
豆
を
代
表
す
る
絶
景
地

三
ヶ
所
）
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
の

が｢

だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か

ら
の
富
士
山｣
で
あ
る
。
こ
こ
を
世
界

に
知
ら
れ
た
日
本
一
の
富
士
山
の
展
望

地
と
し
て
有
名
に
し
た
の
は
、 
昭
和
14
年

（
１
９
３
９
）
に
行
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
万
国
博
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
写
し
た
富

士
山
の
大
写
真
が
日
本
の
代
表
的
風
景
と

し
て
展
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
縦
17
尺（
約

５
㍍
）、
横
１
０
８
尺
（
約
33
㍍
）
の
大

写
真
の
全
面
に
孟
宗
竹
を
配
し
、
竹
林
越

し
に
富
士
山
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
展
示
、

大
絶
賛
を
博
し
た
と
伝
わ
る
。
こ
こ
を
起

点
と
し
て
富
士
山
の
好
展
望
地
と
し
て
知

ら
れ
た
金
冠
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

は
子
供
か
ら
中
高
年
ま
で
誰
で
も
歩
け
る

手
頃
な
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　

新
緑
や
紅
葉
の
時
期
も
良
い
が
、
何

よ
り
富
士
山
が
良
く
見
え
る
秋
か
ら
冬
が

い
い
。
ま
た
、
周
辺
は
マ
メ
ザ
ク
ラ
の
名

所
な
の
で
花
の
咲
く
４
月
中
旬
も
お
す
す

め
だ
。
コ
ー
ス
と
し
て
は
金
冠
山
か
ら
き

よ
せ
の
森
を
経
て
だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
戻
る
周
回
コ
ー
ス
が
よ
い
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
戸
田
行
き
の
バ
ス
で
27

分
、
だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
下

車
。
車
利
用
の
場
合
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

駐
車
場
（
無
料
）
を
利
用
す
る
と
よ
い
。

　

県
道
を
少
し
行
く
と
金
冠
山
へ
の
登
山

口
が
あ
る
。 

雑
木
林
を
登
る
と
す
ぐ
に

芝
生
の
広
場
。
３
～
４
月
こ
ろ
は
各
種
の

桜
が
咲
く
所
だ
。
金
冠
山
ま
で
は
広
く
切

ら
れ
た
防
火
帯
の
道
が
緩
や
か
に
上
っ
て

い
る
。
富
士
見
コ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
時
折
、
右
手
の
樹
林
の
上
に
富
士
山
が

望
め
る
。

　

道
が
平
坦
に
な
る
と
正
面
に
丸
い
金
冠

山
が
見
え
て
く
る
。
辺
り
は
ア
セ
ビ
の
群

生
地
で
３
～
４
月
に
は
壷
状
の
真
っ
白
な

花
が
あ
ち
こ
ち
に
こ
ん
も
り
と
咲
い
て
い

る
の
が
見
ら
れ
る
。
マ
メ
ザ
ク
ラ
も
多

く
、
４
月
に
は
辺
り
一
面
薄
い
ピ
ン
ク
色

で
染
ま
る
。
マ
メ
ザ
ク
ラ
は
伊
豆
地
方
で

は
コ
メ
ザ
ク
ラ
と
も
い
い
、
富
士
山
地
方

で
は
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
箱
根
地
方
で
は
オ
ト

メ
ザ
ク
ラ
と
か
ハ
コ
ネ
ザ
ク
ラ
と
も
呼
ば

れ
る
、
直
径
２
㌢
ほ
ど
の
桜
で
あ
る
。

　

防
火
帯
が
終
わ
っ
た
ら
管
理
道（
舗
装
）

を
横
断
し
10
分
足
ら
ず
で
金
冠
山
の
山
頂

に
着
く
。
弧
を
描
く
駿
河
湾
を
全
景
に
し

た
富
士
山
を
は
じ
め
愛
鷹
山
、
箱
根
山
、

遠
く
南
ア
ル
プ
ス
ま
で
望
め
る
。

　

下
り
は
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
脇
を
通

り
北
側
の
裾
を
廻
り
前
の
麓
に
出
た
ら
、

そ
の
ま
ま
舗
装
道
を
戸
田
峠
へ
と
下
る
。

　

峠
か
ら
左
に
県
道
を
少
し
下
る
右
手

に
き
よ
せ
の
森
の
入
口
が
あ
る
。
き
よ

せ
の
森
は
生
活
環
境
保
全
林
で
83
種
、

１
万
８
０
０
０
本
余
り
の
樹
木
が
植
栽
さ

れ
て
い
る
。
保
全
林
に
入
る
と
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
林
で
、
道
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
小
さ

な
沢
が
下
っ
て
い
る
渓
流
コ
ー
ス
。
一
帯

は
マ
メ
ザ
ク
ラ
の
群
生
地
で
花
を
愛
で
な

が
ら
歩
け
る
。

　

森
は
エ
ン
ジ
ュ
の
森
か
ら
ツ
バ
キ
の

森
、
木
の
実
の
森
、
野
鳥
の
森
、
ク
ヌ
ギ

の
森
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
歩
道
同

様
、
は
っ
き
り
し
た
表
示
が
な
い
の
で
、

ど
こ
を
ど
う
歩
く
か
地
図
を
確
認
し
な
が

ら
、
自
分
は
今
、
ど
こ
を
歩
い
て
い
る
か

確
認
し
な
が
ら
歩
い
て
ほ
し
い
。
…
…
は

モ
デ
ル
コ
ー
ス
。

　

だ
る
ま
池
と
野
鳥
の
池
が
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
。
こ
の
二
つ
の
池
に
は
天
然
記
念
物

の
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し
て

い
る
。
森
は
植
物
や
野
鳥
観
察
、
森
林
浴

に
は
絶
好
の
場
所
で
あ
る
。

　

ク
ヌ
ギ
の
森
の
急
な
歩
道
を
上
が
る
と

だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
に
出

る
。

富
士
山
の
絶
景
地
か
ら
野
鳥･

植
物･

森
林
浴
の
森
へ

5
金き
ん

冠か
ん

山ざ
ん

・
き
よ
せ
の
森

だるま山高原レストハウス
620mクヌギの森

ダム
芝生広場

ク
ヌ
ギ
の
森

北
又
川

修善寺へ北又へ

野
鳥
の
池

四角い水槽

木
の
実
の
森

管

　理

　道

野
鳥
の
森

主
要
地
方
道 

修
善
寺
戸
田
線

渓
流
コ
ー
ス

達
磨
池

ツ
バ
キ
の
森

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
森

（
き
よ
せ
の
森
）

きよせの森
案内板

車止め

ダ
ム

いこいの森

エ
ン
ジ
ュ
の
森

西伊豆スカイライン

防
火
帯
の
広
い
道

ア
セ
ビ

　マ
メ
ザ
ク
ラ

な
み
だ
石

ア
セ
ビ

上
り

富
士
見
コ
ー
ス

マ
メ
ザ
ク
ラ

ス
ギ
の
森

車止め

戸田へ

沼津市民の森へ

沼津市民の森へ
真城峠へ

達磨山へ

戸
田
峠

船
原
峠
へ

金冠山
816m

パラボラアンテナ

富士山の絶景地

P

P

N

0 100m 300m

（13頁参照）
金冠山 0.3km
だるま山高原レストハウス 1.5km
戸田峠 0.4km

富士山の絶景地

達磨山 3.9km
戸田峠 1.7km
だるま山高原レストハウス 0.21km
修善寺 虹の郷 8.1km

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　だ
る
ま
山
高
原

　レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

金
　冠
　山

　戸
田
峠

　だ
る
ま
山
高
原

　レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

修
善
寺
駅

40分 バス

35分

1.8km0.7km

10分

15分

45分

45分
27分

バス

27分

富
士
見
コ
ー
ズ

き
よ
せ
の
森

　
　
　
　経
由

◉所要時間：約1時間35分

管理道

起終点
▲ニューヨーク万国博に出品された富士山の大写真（複写）

▲だるま山高原の富士山

▲富士見コース

▲金冠山の富士山

▲マメザクラ
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天
城
峠
か
ら
西
に
向
か
っ
て
延
び
た
分

水
嶺
は
伊
豆
山
稜
線
歩
道
で
あ
る
。 

伊

豆
山
稜
線
歩
道
の
西
の
端
に
あ
る
の
が
達

磨
山
で
あ
る
。
伊
豆
で
は
三
ヶ
所
あ
る
一

等
三
角
点
の
一
つ
が
あ
り
、
そ
の
展
望
の

良
さ
か
ら
十
三
国
峠
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。

　

十
三
国
と
は
安
房
（
現
在
の
千
葉
県
南

部
）･

相
模
（
神
奈
川
県
）･

武
蔵
（
埼

玉
県
）･

甲
斐
（
山
梨
県
）･

信
濃
（
長

野
県
）･

伊
豆（
静
岡
県
東
部
）･

駿
河（
静

岡
県
中
部
）･

遠
江
（
静
岡
県
西
部
）･

三
河
（
愛
知
県
東
部
）･

尾
張
（
愛
知
県

西
部
）･

美
濃（
岐
阜
県
南
部
）･

伊
賀（
三

重
県
西
部
）･

伊
勢
（
三
重
県
）
で
あ
る
。

　

一
等
三
角
点
の
後
の
二
つ
は
万
三
郎
岳

（
１
４
０
５
．
６
㍍
）
と
南
伊
豆
町
と
松

崎
町
の
境
に
あ
る
暗
沢
山
（
５
２
０
．
３

㍍
）
で
あ
る
。

　

達
磨
山
の
名
の
由
来
は
、
静
岡
県
中
部

の
由
比
・
清
水
方
面
か
ら
見
る
と
、
丁
度

ダ
ル
マ
さ
ん
の
姿
に
見
え
る
と
い
う
。
ま

た
、
滑
っ
て
も
転
ん
で
も
、
す
ぐ
に
起
き

上
が
れ
る
山
、
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

こ
の
コ
ー
ス
、
戸
田
峠
か
ら
だ
と
、
終

始
富
士
山
を
背
に
し
て
歩
く
こ
と
に
な
る

の
で
、
逆
の
船
原
峠
か
ら
歩
い
た
ほ
う
が

お
す
す
め
だ
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
松
崎
、
ま
た
は
長
八
美

術
館
行
き
の
バ
ス
で
28
分
、
大
曲
茶
屋
で

下
車
、
国
道
を
そ
の
ま
ま
進
ん
で
、
旧
道

に
入
り
、
お
よ
そ
３
㌖
先
の
船
原
峠
へ
。

西
天
城
高
原
線
の
大
き
な
橋
の
下
か
ら
橋

げ
た
沿
い
に
階
段
を
上
る
。
２
体
の
石
仏

を
見
て
潅
木
林
を
抜
け
、
一
旦
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
に
出
て
、
再
び
潅
木
林
に
入
る
。
各

入
口
に
は
道
標
が
し
っ
か
り
あ
る
の
で
迷

う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
後
、
し
ば
し
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
沿
い
の
歩
道
を
緩
や
か
に
上
が

る
と
広
い
土
肥
駐
車
場
に
着
く
。
西
天
城

方
面
の
山
並
み
と
土
肥
方
面
、
駿
河
湾
が

望
め
る
展
望
地
で
、
北
の
潅
木
の
間
か
ら

富
士
山
も
望
め
る
。

　

駐
車
場
の
端
か
ら
再
び
サ
サ
原
の
歩
道

を
上
る
と
、
左
手
の
サ
サ
原
の
中
に
三
角

点
が
あ
る
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
出
た
所
に

伽
藍
山
の
道
標
。
山
頂
ら
し
か
ら
ぬ
場
所

で
あ
る
。
本
来
は
三
角
点
の
所
が
伽
藍
山

で
あ
ろ
う
。

　

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
沿
い
に
進
む
と
、
小
土

肥
駐
車
場
。な
ぜ
か
こ
こ
に
鉄
棒
が
あ
る
。

こ
の
後
も
サ
サ
原
の
歩
道
に
入
り
、
枯
死

木
に
注
意
し
な
が
ら
歩
い
て
い
く
と
古
稀

山
に
出
る
。
富
士
山
が
素
晴
ら
し
い
姿
を

見
せ
る
所
で
、
近
年
、
古
稀
（
70
才
）
を

迎
え
た
ハ
イ
カ
ー
が
よ
く
訪
れ
る
山
と
し

て
人
気
が
あ
る
。 

　

達
磨
山
は
目
の
前
だ
。
緩
や
か
な
サ
サ

原
を
登
る
と
一
等
三
角
点
の
あ
る
達
磨
山

山
頂
だ
。
達
磨
山
は
達
磨
火
山
外
輪
山
の

最
高
峰
で
天
城
山
、
箱
根
山
、
南
ア
ル
プ

ス
、
丹
沢
山
地
、
駿
河
湾
と
３
６
０
度
の

大
展
望
を
誇
る
頂
き
で
あ
る
。

　

達
磨
山
は
天
城
四
兄
弟
の
長
男
で
、
別

名
万
太
郎
（
番
太
郎
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
後
の
三
人
は
万
二
郎･

万
三
郎･

長

九
郎
で
あ
る
。

　

富
士
山
に
向
か
っ
て
下
る
。
左
手
に
弧

を
描
い
た
入
江
は
戸
田
湾
で
あ
る
。一
旦
、

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
出
て
、
再
び
サ
サ
原
を

登
る
。
ア
セ
ビ
や
イ
ヌ
ツ
ゲ
の
木
が
目
立

つ
。
春
に
は
達
磨
山
の
斜
面
は
ア
セ
ビ
の

白
い
花
と
マ
メ
ザ
ク
ラ
の
ピ
ン
ク
色
で
染

ま
る
。

　

小
達
磨
山
を
越
え
て
下
る
と
戸
田
峠
に

出
る
。
こ
こ
で
修
善
寺
駅
行
き
の
バ
ス
を

待
て
ば
よ
い
。
バ
ス
の
便
が
少
な
い
の
で

事
前
に
調
べ
て
お
く
こ
と
。
時
間
と
足
に

余
裕
が
あ
れ
ば
、
金
冠
山
を
往
復
し
て
も

よ
い
（
所
要
時
間
は
30
～
40
分
）
し
、 

だ

る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ま
で
歩
い
て

も
よ
い
（
約
40
分
）。

富
士
山
の
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら

サ
サ
原
の
稜
線
を
歩
く

6
達だ
る
ま
や
ま

磨
山パラボラ

アンテナ

小達磨山

金冠山

戸田へ

816m

790.5m三角点

890m

850m

981.8m

870m

だるま山高原レストハウスへ
修善寺駅へ

きよせの森

戸
田
峠

P

P

起終点

あせびヶ原

ササ原

一等三角点

鉄棒あり

大平台駐車場

平和寺入口

水槽

伊豆山稜線歩道
（42・43頁参照）仁科峠へ

石仏2体

笹原駐車場

N

達磨山
だるまやま

西
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

小土肥駐車場

スズ原入口

伽藍山
がらんざん

867.5m

土肥駐車場
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

　
　
　
　
　板
歩
道

700m

仁
科
峠
へ

船原峠
P

頼朝の運試し石
修
善
寺
駅
へ大

曲
茶
屋

起終点

0 500m100m 1km

920m

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　だ
る
ま
山
高
原

　レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　戸
田
峠

達
　磨
　山

土
肥
駐
車
場

船
　原
　峠

　大
曲
茶
屋

修
善
寺
駅

40分 バス

30分

45分

40分

45分

60分

50分

60分

40分

50分
27分

バス

28分

725m

戸
田
峠

890m

小
達
磨
山

981.8m

達
磨
山

920m

古
稀
山

867.5m

伽
藍
山

574m

船
原
峠

816m

金
冠
山

だ
る
ま
山
高
原

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

370m

大
曲
茶
屋

05km10km15km

400m

600m

800m

1000m

達磨山高低図

136

P

P

P
P

P

船原峠2.7km

船原峠3.5km
戸田峠3.9km
スズ原入口0.5km

達磨山1.0km
船原峠4.4km

P

戸田峠2.3km
船原峠5.4km

P
山頂まで550m
戸田峠1.5km

（11頁参照）

所要時間：約3時間40分

古稀山
こ  き

船原峠0.8km

三角点

戸田駐車場

725m

▲船原峠の石仏

▲達磨山からの富士山

▲沿線から戸田湾を望む

▲達磨山へ向って
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中
伊
豆
地
区
の
真
ん
中
を
貫
い
て
流
れ

る
大
見
川
の
支
流
・
地
蔵
堂
川
の
さ
ら
に

上
流
に
コ
ビ
サ
ワ
ラ
川
が
あ
り
、
近
く
に

ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
原
生
林
が
あ
る
。

天
城
山
の
主
峰
・
万
三
郎
岳
の
北
３
㌖
余

り
の
標
高
７
０
０
～
７
５
０
㍍
の
山
中
で

あ
る
。
コ
ビ
サ
ワ
ラ
と
い
う
、
そ
の
言
葉

の
意
味
は
ど
こ
に
聞
い
て
も
調
べ
て
も
解

ら
な
い
。

　

ブ
ナ
、
ケ
ヤ
キ
、
モ
ミ
、
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
の
巨
木
に
ア
カ
ガ
シ
、
タ
ブ
ノ

キ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ミ
ズ
キ
な
ど
が
鬱

蒼
と
し
た
森
を
作
っ
て
い
る
。
野
鳥
の
数

も
多
く
自
然
観
察
や
森
林
浴
、
散
策
に
絶

好
の
所
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
原
生
林
の
特
徴
の
一
つ

に
、
日
本
の
三
大
毒
草
が
自
生
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ハ
シ
リ
ド

コ
ロ
、
ナ
ベ
ワ
リ
が
あ
り
、
特
に
ハ
シ
リ

ド
コ
ロ
は
群
生
が
見
ら
れ
る
。
ハ
シ
リ
ド

コ
ロ
は
山
間
部
の
湿
っ
た
沢
筋
に
自
生
す

る
ナ
ス
科
の
植
物
で
、
こ
れ
ほ
ど
群
生
す

る
所
は
外
に
な
い
。
新
緑
の
頃
、
柔
ら
か

く
て
美
味
し
そ
う
な
葉
が
で
る
が
、
こ
れ

を
間
違
っ
て
食
べ
る
と
苦
し
さ
の
あ
ま
り

走
り
回
っ
て
、
死
に
至
こ
と
も
あ
る
い
う

猛
毒
の
植
物
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
毒
と
薬
は
紙
一
重
で
、
使
い

よ
う
に
よ
っ
て
は
鎮
痛
剤
に
な
る
。
目
薬

と
し
て
瞳
孔
を
広
げ
る
作
用
が
あ
る
と
い

う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
素
人
は
手
を
出
さ

な
い
方
が
よ
い
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
筏
場
行
き
の
バ
ス
で
28

分
、
地
蔵
堂
入
口
で
下
車
。
川
沿
い
に
す

す
ん
で
地
蔵
堂
川
に
か
か
る
滝
川
橋
を
渡

り
、
緩
や
か
に
上
が
る
と
萬
城
の
滝
入
口

に
着
く
。

　

左
に
入
る
と
市
営
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

車
利
用
の
場
合
は
、
こ
こ
に
駐
車
し
て
歩

く
こ
と
に
な
る
。（
キ
ャ
ン
プ
場
下
に
も

広
い
駐
車
場
が
あ
る･

無
料
）

　

夏
休
み
に
は
キ
ャ
ン
プ
す
る
若
者
や
家

族
連
れ
で
賑
わ
う
。
無
料
参
加
で
き
る
自

然
観
察
会
も
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

興
味
あ
る
人
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
へ
問
い
合

わ
せ
る
と
い
い
。

　

萬
城
の
滝
は
右
の
石
段
を
下
る
と
あ

る
。
高
さ
20
㍍
、幅
５
㍍
の
美
し
い
滝
で
、

滝
の
裏
側
か
ら
眺
め
ら
れ
る
所
か
ら
裏
見

の
滝
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
崩

壊
の
た
め
通
行
不
可
。
夏
休
み
の
期
間
中

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
神
秘
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
る
。

　

30
㍍
ほ
ど
下
流
に
千
年
木
と
い
う
ケ
ヤ

キ
の
大
木
が
あ
っ
て
、
シ
ダ
類
や
カ
エ

デ
、
ツ
ツ
ジ
、
ス
ギ
、
カ
シ
ワ
、
ツ
タ
ウ

ル
シ
な
ど
十
数
種
類
の
着
生
植
物
が
見
ら

れ
る
。
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
の
が

ツ
タ
ウ
ル
シ
で
、
か
ぶ
れ
易
い
人
は
触
っ

た
り
近
づ
い
た
り
し
な
い
方
が
よ
い
。

　

滝
の
入
口
ま
で
戻
り
林
道
を
行
く
。
す

ぐ
の
広
い
バ
ス
の
転
回
所
か
ら
右
に
ヒ
ノ

キ
林
に
入
り
、
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
上
っ

て
行
く
。
夏
な
ら
涼
し
い
風
が
気
持
よ
い

道
で
あ
る
。

　

大
き
な
堰
堤
を
見
て
し
ば
ら
く
上
が
る

と
水
量
の
多
い
小
滝
に
ぶ
つ
か
る
。
小
さ

い
な
が
ら
迫
力
の
あ
る
滝
で
あ
る
。
ヒ
ノ

キ
林
を
抜
け
る
と
再
び
林
道
に
出
る
。
右

に
道
な
り
に
進
み
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
わ

さ
び
田
を
見
な
が
ら
舗
装
道
路
を
緩
や
か

に
上
っ
て
行
く
。

　

萬
城
の
滝
か
ら
お
よ
そ
１
時
間
で
コ
ビ

サ
ワ
ラ
原
生
林
の
入
口
。
車
利
用
で
原
生

林
だ
け
歩
く
の
で
あ
れ
ば
、
少
し
先
の
路

上
や
周
辺
に
駐
車
が
で
き
る
が
、
切
り
出

し
た
材
木
を
運
搬
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が

時
折
り
通
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
お
す
す

め
は
で
き
な
い
。

　

コ
ビ
サ
ワ
ラ
川
を
渡
り
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
人
工
林
に
入
る
。
木
の
根
元
に
青
い

ネ
ッ
ト
が
巻
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
シ

カ
に
食
わ
れ
な
い
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

緩
や
か
に
ジ
グ
ザ
ク
と
上
る
。
足
元
の

フ
キ
の
よ
う
な
葉
の
植
物
は
イ
ズ
カ
ニ
コ

オ
モ
リ
、
道
に
は
黒
曜
石
（
火
山
の
噴
出

石
）
が
見
ら
れ
る
。

　

マ
ツ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
左
下
に

涸
れ
た
沢
を
見
下
ろ
す
所
に
来
る
。
そ
の

沢
筋
に
群
生
す
る
植
物
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
。
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
で
あ
る
。
４
月
頃

に
は
ナ
ス
の
花
に
似
た
暗
緑
紫
色
の
花
が

咲
き
、
花
が
終
わ
る
と
嘘
の
よ
う
に
何
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

少
し
上
っ
て
涸
沢
を
渡
り
、
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
林
を
抜
け
る
と
原
生
林
の
端
に
出

る
。
ロ
ー
プ
柵
に
従
い
林
内
を
ぐ
る
り
と

一
周
し
て
来
よ
う
。
高
低
差
も
少
な
い
の

で
気
軽
に
森
林
浴
や
自
然
観
察
が
楽
し
め

る
。
ト
リ
カ
ブ
ト
の
ほ
か
に
シ
キ
ミ
や
ツ

ル
シ
キ
ミ
な
ど
の
毒
草
も
あ
る
の
で
要
注

意
。
木
の
実
・
草
の
実
に
は
や
た
ら
と
手

を
出
さ
な
い
よ
う
に
。

　

帰
り
は
も
と
来
た
道
を
戻
る
。

萬
城
の
滝
か
ら
天
城
の
原
生
林
へ

三
大
毒
草
も
見
ら
れ
る
知
ら
れ
ざ
る
森

7
コ
ビ
サ
ワ
ラ
原
生
林

P

山火事注意

わ
さ
び
田

地
蔵
堂
川

小滝

萬城の滝

萬城の滝キャンプ場

千年木

こだる

川沿いの遊歩道

☎0558-83-2654

（ケヤキの大木）

ダム

ダム

管理棟・軽食堂

平野沢

わさび田

滝川橋 筏場新田へ

地
蔵
堂

起終点

八幡・修善寺駅へ

N

0 500m100m 1km

P

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　
地
蔵
堂

萬
城
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場

（
萬
城
の
滝
往
復
10
分
）

コ
ビ
サ
ワ
ラ
原
生
林
入
口

コ
ビ
サ
ワ
ラ
原
生
林
（
１
周
約
30
分
）

20分 バス

15分

60分

50分

30分

25分
23分

◉所要時間
：約3時間50分（往復）

カブトムシ形の

2～3台可
600m

550m

650m

700m

コビサワラ川

古い鳥居
（山の神）

モノレール

草原

500m

徒歩30分

コビサワラ原生林まで1.5km

コビサワラ原生林入口

コビサワラ原生林

P 1～2台可ハシリドコロの群生地

700m
745m

地蔵堂分収育林

450m

地蔵堂国有林

350m

萬城の滝

300m

涸沢

▲ハシリドコロ▲ナベワリ

▲小滝

▲原生林の巨木を計る

▲萬城の滝 ▲萬城の滝キャンプ場
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天
城
山
は
東
西
44
㌖
南
北
24
㌖
で
実
に

伊
豆
半
島
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る
天
城

山
系
の
総
称
で
、
天
城
山
と
い
う
山
は
な

い
。
最
高
峰
は
万
三
郎
岳
（
１
４
０
６
）

次
い
で
万
二
郎
岳
（
１
２
９
９
㍍
）
な

ど
一
連
の
山
々
が
天
城
九
木
（
松･

杉･

桧･

樅･

欅･

樫･

栂･

楠･
榧
）
な
ど

の
ほ
か
に
ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、 
イ
ヌ
シ

デ
、
ア
セ
ビ
、
マ
メ
ザ
ク
ラ
、
カ
エ
デ
類

な
ど
が
見
事
な
自
然
林
を
作
り
だ
し
て
い

る
。

　

天
城
の
名
は
、
山
中
に
甘
木
（
ア
マ
ギ

ア
マ
チ
ャ
）
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら

つ
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
麓
か
ら
見
上
げ

る
と
天
に
聳
え
る
城
の
よ
う
だ
、
と
い
う

説
も
あ
る
。

　

天
城
が
一
番
華
や
か
に
な
る
の
は
５
月

〜
６
月
で
、
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ア
マ
ギ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

が
咲
く
。
６
月
下
旬
に
入
る
と
赤
い
ア
マ

ギ
ツ
ツ
ジ
が
山
々
を
染
め
る
。

　

天
城
山
の
固
有
種
で
あ
る
ア
マ
ギ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
は
主
に
石
楠
立
（
は
な
だ
て
）
付

近
か
ら
万
三
郎
岳
に
か
け
て
多
く
見
ら

れ
、
５
月
中
旬
か
ら
６
月
初
旬
の
見
ご
ろ

に
は
、
た
く
さ
ん
の
花
見
ハ
イ
カ
ー
で
賑

わ
う
。

　

伊
東
駅
か
ら
天
城
高
原
ゴ
ル
フ
場
行
き

の
天
城
東
急
リ
ゾ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

55
分
、
天
城
縦
走
登
山
口
で
下
車
。
マ
イ

カ
ー
利
用
の
場
合
は
、
登
山
口
に
ハ
イ

カ
ー
専
用
無
料
駐
車
場
（
普
通
車
88
台･

大
型
バ
ス
５
台
可
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、

シ
ー
ズ
ン
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
早
く

か
ら
満
車
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　

天
城
縦
走
路
の
案
内
板
を
見
て
杉･

桧

の
林
に
入
る
。
木
橋
を
渡
り
堰
堤
か
ら
階

段
を
上
が
り
平
坦
な
道
を
20
分
足
ら
ず
で

四
辻（
万
二
郎
登
山
口
）の
三
差
路
。
万
二

郎
岳
55
分
の
道
標
が
あ
る
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

コ
ー
ス
は
、
こ
こ
か
ら
万
二
郎
岳
～
万
三

郎
岳
～
涸
沢
分
岐
点
～
四
辻（
万
二
郎
登
山

口
）と
周
遊
コ
ー
ス
な
の
で
、
ど
ち
ら
か
ら

廻
っ
て
も
よ
い
が
、
こ
こ
で
は
四
辻
か
ら

左
に
入
り
万
二
郎
岳
へ
と
向
か
う
。

　

ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
が
目
立
つ
自
然
林

の
中
を
行
く
。
所
々
に
道
標
が
あ
り
、
ま

た
、
縦
走
路
標
識
（
青
と
黄
色
の
プ
レ
ー

ト
）
も
あ
る
の
で
迷
う
こ
と
は
な
い
。 

　

樹
林
帯
を
緩
や
か
に
登
り
、
か
つ
て
の

台
風
で
大
き
く
ガ
レ
た
沢
を
渡
る
。
少
し

急
に
な
っ
た
道
を
ジ
グ
ザ
グ
と
登
る
と
１

時
間
く
ら
い
で
万
二
郎
岳
の
山
頂
に
着

く
。
樹
木
に
覆
わ
れ
た
何
の
変
哲
も
な
い

頂
き
で
あ
る
。
万
三
郎
岳
へ
向
か
っ
て
岩

の
多
い
急
斜
面
を
下
る
と
展
望
の
よ
い
岩

場
に
出
る
。
東
伊
豆
か
ら
南
伊
豆
に
伸
び

た
海
岸
線
や
三
筋
山
、
正
面
に
こ
れ
か
ら

向
か
う
馬
の
背
、
そ
の
肩
に
万
三
郎
岳
が

の
ぞ
い
て
い
る
。
晴
れ
て
い
れ
ば
北
側
に

富
士
山
が
望
め
る
。

　

ぐ
ん
と
下
っ
て
登
り
返
す
と
馬
の
背
。

大
き
な
岩
の
上
、
通
称｢

関
所｣

か
ら
振

り
返
る
と
、
万
二
郎
岳
や
遠
笠
山
、
ゴ
ル

フ
場
が
見
え
る
。

　

長
い
ア
セ
ビ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

荒
れ
た
急
な
下
り
。
十
分
注
意
し
て
下
ろ

う
。
下
り
切
る
と
石
楠
立
。
こ
の
付
近
か

ら
ア
マ
ギ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
落
が
始
ま

る
。
ブ
ナ
の
林
に
混
じ
っ
て
ピ
ン
ク
色
の

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
を
愛
で
な
が
ら
登
り

き
る
と
万
三
郎
岳
の
山
頂
に
出
る
。
樹
木

に
覆
わ
れ
た
山
頂
北
側
の
樹
木
の
切
れ
目

か
ら
富
士
山
が
望
め
る
。

　

帰
り
は
、
か
つ
て
は
山
頂
か
ら
涸
沢
分

岐
点
に
直
に
下
る
道
が
あ
っ
た
が
、
今
は

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
保
護
の
た
め
、
迂
回
路
が

で
き
て
い
る
。
山
頂
か
ら
片
瀬
峠
に
向

か
っ
て
10
分
ほ
ど
行
っ
た
先
に
万
三
郎
岳

下
分
岐
点
が
あ
る
。
こ
の
分
岐
を
右
に

５
０
０
段
余
り
あ
る
長
い
木
段
を
下
る
。

こ
の
付
近
に
も
ア
マ
ギ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
見

ら
れ
る
。
道
が
緩
や
か
に
な
る
と
涸
沢
分

岐
点
に
出
る
。
こ
の
ま
ま
万
三
郎
岳
の
裾

を
巻
く
よ
う
に
下
る
。
こ
の
辺
り
に
も
ア

マ
ギ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
見
ら
れ
る
。

　

裾
を
巻
く
よ
う
に
斜
面
の
緩
や
か
に
上

り
下
り
を
繰
り
返
す
。
左
側
が
急
に
落
ち

た
斜
面
で
、
冬
場
は
凍
結
で
滑
り
易
く
、

過
去
に
滑
落
事
故
が
何
度
も
起
き
て
い
る

要
注
意
の
所
だ
。

　

菅
引
分
岐
を
過
ぎ
る
と
、
前
に
通
っ
た

四
辻
（
万
二
郎
登
山
口
）
に
着
く
。
バ
ス

停
ま
で
は
あ
と
20
分
足
ら
ず
だ
。

　

天
城
縦
走
登
山
口
～
万
二
郎
岳
間
に
は

Ａ

－

１
か
ら
Ａ

－

26
、
万
二
郎
岳
～
万
三

郎
岳
間
に
は
Ｂ

－

１
か
ら
Ｂ

－

18
、
万
三

郎
岳
下
分
岐
点
〜
四
辻
間
に
は
Ｓ
１
か
ら

Ｓ
21
ま
で
の
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

万
一
の
場
合
、
自
分
の
い
る
場
所
を
知
ら

せ
る
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
万
一
の
場
合

は
110
番
若
し
く
は
119
番
へ
。

8
天
城
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
コ
ー
ス

天
城
の
花
の
女
王　

ア
マ
ギ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
訪
ね
る

N

片瀬峠・小岳・八丁池へ

万三郎岳下分岐点

万三郎岳 涸沢分岐点

石楠立

（天城縦走路）
（18・19頁参照）

（日本百名山）
1406m 1160m

はなだて
1260m

1325m

万三郎岳 0.9km 35 分
万二郎岳 1.2km 35 分

シャクナゲの群生地

ア
セ
ビ
の
ト
ン
ネ
ル

大岩と
ヤマグルマの木 万三郎岳 1.6km 55 分

万二郎岳 3.7km 125 分
岩場

富士山が
見える万二郎岳

1299m

幅広くガレている

万三郎岳 2.1km 70 分
天城高原ゴルフ場 2.3km

　水場
（水はない）

長い丸太の段
（540 段ほど）

看板あり

（万二郎登山口）

1110m

すげひき

菅引分岐

四辻
1160m

ア
マ
ギ
ツ
ツ
ジ

天城縦走案内板

天城縦走登山口バス停

ハイカー専用無料駐車場

天城高原ゴルフ場

（普通車88台、大型バス5台）

天城高原ゴルフ場

伊
東
駅
へ

馬
の
背

P

起終点

コースタイム（参考）

伊
　東
　駅

　天
城
縦
走
登
山
口

四
辻（
万
二
郎
登
山
口
）

万
二
郎
岳

石
　楠
　立

万
三
郎
岳

涸
沢
分
岐
点

菅
引
分
岐

四
辻（
万
二
郎
登
山
口
）

　天
城
縦
走
登
山
口

20分 バス

20分

0.7km1.6km

55分

45分

35分

30分

35分

30分

55分

70分

45分

55分

10分

10分

20分

20分
55分

万三郎岳 1.1km 70 分
四辻 2.2km 55 分

0 100m 500m 1km

1050m

ばんじろうだけ

ばんざぶろうだけ

◆運賃：1000 円
冬季ゴルフ場が休業  ( クローズ ) 時は要確認

●バスのお問い合わせは
　新東海バス  ☎0557･37･5121

◆伊東駅発天城高原ゴルフ場行
ー 天城東急リゾートシャトルバス ー

《 通　年 》

《 通　年 》
◆天城高原ゴルフ場発伊東駅行

 7:55 10:10 14:10 15:05 16:35

 8:16 9:00 11:15 15:15 16:10 17:40

所要時間：約4時間35分

H26・7・1改正

1.2km0.9km1.1km1.9km0.3km0.7km

万二郎岳 2.1km 60 分
天城高原ゴルフ場 4.4km 120 分
涸沢分岐点 1.1km 55 分

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生
地

富士山が見える
弥栄の碑

天
城
縦
走

登
山
口

05km

1405.6m

万
三
郎
岳

涸
沢
分
岐
点 1299m

1050m

万
二
郎
岳

馬
の
背

天城シャクナゲコース高低図
1000m

1200m

1400m

1600m

天
城
縦
走

登
山
口

▲アマギシャクナゲ

▲ブナ林（万三郎岳下分岐点）
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天
城
縦
走
コ
ー
ス
の
起
終
点
は
天
城
縦

走
登
山
口
と
天
城
峠
で
あ
る
。
図
で
解
る

よ
う
に
、
ゴ
ル
フ
場
側
か
ら
の
方
が
い
く

ら
か
楽
で
あ
る
。
交
通
の
便
か
ら
も
ゴ
ル

フ
場
か
ら
登
る
人
が
多
い
。

　

伊
東
駅
か
ら
天
城
高
原
ゴ
ル
フ
場
行
き

の
天
城
東
急
リ
ゾ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

55
分
、
天
城
縦
走
登
山
口
で
下
車
。
バ
ス

は
積
雪
時
は
運
行
さ
れ
な
い
の
で
注
意
が

必
要
。（
17
頁
参
照
）

○
バ
ス
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

伊
豆
東
海
バ
ス

　

☎
０
５
５
７
・
３
７･

５
１
２
１

　

天
城
縦
走
路
の
案
内
図
か
ら
人
工
林
の

中
に
入
り
、
万
二
郎
岳
か
ら
万
三
郎
岳
、

万
三
郎
岳
下
分
岐
点
ま
で
の
コ
ー
ス
は
16

頁｢

天
城
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
コ
ー
ス｣

を
参
照
。

　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
コ
ー
ス
と
分
か
れ
、
万
三

郎
岳
下
分
岐
点
の
案
内
図
か
ら
左
に
片
瀬

峠
に
向
か
う
。道
標･

案
内
図
は
こ
の
先
、

各
峠
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
自
分
の

い
る
位
置
が
確
認
で
き
て
安
心
で
き
る
。

ブ
ナ
林
を
下
り
10
分
く
ら
い
で
片
瀬
峠
。

案
内
板
が
あ
る
。
ブ
ナ
林
を
行
く
と
す
ぐ

に
小
岳
。
天
城
山
の
中
で
も
特
に
ブ
ナ
の

美
し
い
林
で
あ
る
。
右
へ
折
れ
て
少
し
下

る
と
ヘ
ビ
ブ
ナ
へ
の
入
口
。
素
直
に
伸
び

た
ブ
ナ
と
違
い
く
ね
く
ね
と
ヘ
ビ
の
様
に

曲
が
っ
て
い
る
特
異
な
ブ
ナ
で
あ
る
。

　

戸
塚
峠
に
向
か
う
と
下
り
が
き
つ
く
な

り
、
ブ
ナ
に
混
じ
っ
て
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
も
目

立
つ
よ
う
に
な
る
。足
元
に
は
石
も
多
く
、

そ
の
上
、
木
の
根
が
張
っ
て
い
て
歩
き
に

く
い
下
り
だ
。
平
坦
な
道
に
な
る
と
戸
塚

峠
。
案
内
図
と
ベ
ン
チ
が
あ
る
の
で
一
休

み
し
て
い
こ
う
。
右
に
下
る
道
は
皮
子
平

へ
下
る
コ
ー
ス
。
体
力
と
時
間
が
許
せ
ば

１
時
間
程
度
で
往
復
で
き
る
。
20
頁｢

皮

子
平｣

参
照
。

  

白
田
峠
ま
で
は
起
伏
が
少
な
く
歩
き
易

い
。 

ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
に
混
じ
っ
て

ア
セ
ビ
が
目
立
つ
。 

白
田
峠
を
過
ぎ
る

と
カ
エ
デ
も
多
く
な
り
、
初
夏
に
は
目
に

染
み
る
よ
う
な
新
緑
、
秋
に
は
燃
え
る
よ

う
な
紅
葉
が
楽
し
め
る
。

　

与
市
坂
へ
の
分
岐
を
右
に
見
て
緩
や
か

に
下
り
、｢

下
り
八
丁
池
歩
道｣

の
入
口

を
見
る
と
す
ぐ
に
八
丁
池
に
飛
び
出
す
。

　

八
丁
池
の
詳
細
は
34
頁｢

八
丁
池｣

、

ま
た
は｢

野
鳥
の
森･

八
丁
池｣

を
参
照
。

  

ト
イ
レ
か
ら
展
望
台
を
往
復
し
た
ら
少

し
下
っ
て
佐
賀
野
入
歩
道･

｢

上
り
御
幸

歩
道｣

に
入
り
天
城
峠
へ
と
向
か
う
。
34

頁｢

八
丁
池｣

の
逆
コ
ー
ス
を
行
く
こ
と

に
な
る
。 

天
城
峠
の
バ
ス
停
ま
で
２
時

間
は
か
か
る
。
万
一
の
場
合
、
大
見
分
岐

点
か
ら
水
生
地
歩
道
を
利
用
す
る
と
時
間

短
縮
が
で
き
る
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
全
長
約
17
㌖
、
所
要
時

間
約
８
時
間
の
健
脚
向
き
コ
ー
ス
。
天
城

峠
か
ら
の
バ
ス
の
終
便
も
早
い
の
で
、
心

し
て
歩
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
咲
く

天
城
連
山
の
尾
根
万
二
郎
岳･

万
三
郎
岳
を
踏
破

伊
　東
　駅

　天
城
縦
走
登
山
口

四
辻（
万
二
郎
登
山
口
）

万
二
郎
岳

石
　楠
　立

万
三
郎
岳

片
　瀬
　峠

小

　
　岳

戸
　塚
　峠

白
　田
　峠

八
　丁
　池

大
見
分
岐
点

向

　
　峠

天
　城
　峠

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル

　天
城
峠

修
善
寺
駅

20分

20分

0.7km1.6km1.2km0.9km0.7km0.3km1.2km1.4km2.6km2.1km2.7km1.3km0.5km0.3km

60分

50分

40分

35分

30分

30分

15分

15分

35分

35分

50分

50分

90分

45分

65分

45分

50分

30分

35分

20分

30分

10分

15分

40分

50分

40分

35分

バス

55分

バス

43分

コースタイム（参考）

水生地下

P

0 500m 1km 2km

伊東駅へ

起終点
1050m

無
料
駐
車
場

（
小
型
88
台・大
型
6
台
）

天
城
高
原
ゴ
ル
フ
場

菅
引
分
岐

四
辻（
万
二
郎
登
山
口
）

天
城
縦
走
路
案
内
板

天
城
縦
走
登
山
口
バ
ス
停

菅引へ天城シャクナゲコース
（17 頁参照）

水場

ア
セ
ビ
の

　ト
ン
ネ
ル

馬
の
背

富
士
山
の
展
望
台

岩
場

万
二
郎
岳

四辻1.6km
万三郎岳2.1km 70分

1299m

ば
ん
じ
ろ
う

石
楠
立

は

　な  

だ
て

万三郎岳0.9km 35分
万二郎岳1.2km 35分

戸塚峠1.2km 35分
八丁池5.3km 110分

八丁池6.2km 140分

地蔵堂へ180分

万三郎岳

小岳

ばんさぶろう
1406m

1360m

万三郎
学術保護林

（17 頁参照）

シャクナゲの群生地

涸沢分岐点

小岳へ10分
万三郎岳へ25分

ヘビブナ

皮
子
平
・

筏
場
新
田
へ

（
20・21
頁
参
照
）

戸
塚
峠

ブ
ナ
の
林

平
坦
地
休
憩
に

良
い
場
所

石
の
多
い

　急
な
下
り

片瀬峠

白
田
峠

八丁池

大見分岐点

八丁池2.6km 45分
戸塚峠1.4km 30分

周囲八丁（870m)
モリアオガエルの産卵地

1173m

水神さん

野鳥の森
　案内板

青スズ台

与市坂方面へ

休憩舎

下り御幸歩道

本谷歩道

水生地歩道

本谷林道

昭
和
天
皇

　行
幸
記
念
碑

佐
賀
野
入
歩
道

佐
賀
野
入
歩
道

八
丁
池
遊
歩
道

八
丁
池
遊
歩
道

見晴台

寒天林道

河津
下田へ

修善寺駅
三島へ

伊豆山稜線歩道
旧天城峠（二本杉峠）へ

（40・41 頁参照）

新天城トンネル

天城縦走案内板

三筋山へ
（38・39 頁参照）

野
鳥
の
森

P

車止め

八
丁
池
口

天城峠へ3.7km
60分

天城峠へ15分
八丁池へ80分

専用バス道路
ゲート

一般車は進入禁止
（タクシーは可）

なまこ岩

氷室

水生地

休憩舎
トイレ

上り御幸歩道

向峠
旧天城トンネル

天城峠

天
城
峠

二
階
滝

寒
天
橋

起
終
点

水
生
地
下

す
い
し
ょ
う
ち
し
た

車
止
め

伊
豆
の
踊
子
文
学
碑

川
端
康
成
の
レ
リ
ー
フ

N

わさび田

※登山口（天城縦走登山口）から万二郎岳の間の標識にＡ-１からＡ
-26まで、万二郎岳から万三郎岳の間にＢ-1からＢ-18、万三郎岳下
分岐点から四辻間にはＳ-1からＳ-21までの番号シールが貼られ
ています。万一の場合、自分の居場所を知らせる手段となります。

万一の場合は、119番若しくは110番へ

※伊東駅から天城高原ゴルフ場行きの天
城東急リゾートシャトルバスは 1 日 5 便
ありますが、積雪時はゴルフ場までバス
は入りません。

バスの時刻・運行日などの問い合わせは
伊豆東海バス☎0557-37-5121へ

万二郎岳55分
涸沢分岐点65分

八丁池4.0km 75分
万三郎岳2.3km 80分

万三郎岳下分岐点

所要時間：約８時間（逆コース：約８時間30分）

天
城
峠

05km10km15km

1400m

1200m

1000m

800m

600m

天
城
縦
走

登
山
口1173m820m650m 1360m1160m1180m

天
城
峠

向

　峠

大
見
分
岐
点

八
丁
池

白
田
峠

戸
塚
峠

小

　岳

1405.6m

万
三
郎
岳

1299m 1050m

万
二
郎
岳

天城縦走高低図

890m

9
天
城
縦
走

▲万二郎岳下の岩場から

▲万三郎岳山頂

▲黄葉のブナ



2021

タ
な
ど
の
小
潅
木
が
生
え
て
い
る
。
初
夏

に
訪
れ
る
と
、
西
皮
子
平
を
囲
む
山
肌
に

は
マ
メ
ザ
ク
ラ
が
咲
く
。

　

シ
カ
の
防
護
柵
を
右
に
見
て
進
む
と
ブ

ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
樹
林

帯
に
入
る
。
相
変
わ
ら
ず
苔
蒸
し
た
岩
が

多
く
、
ロ
ー
プ
柵
に
導
か
れ
て
道
な
り
に

進
む
と
ブ
ナ
に
混
じ
っ
て
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の

若
木
の
見
事
な
林
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
先
に
天
城
が
誇
る
ブ
ナ
の
巨
木
が

あ
り
、
こ
の
辺
り
が
東
皮
子
平
で
あ
る
。

三
差
路
で
右
へ
20
分
ほ
ど
登
る
と
天
城
縦

走
路
の
戸
塚
峠
。左
に
戸
塚
歩
道
を
行
く
。

ロ
ー
プ
柵
は
す
ぐ
に
な
く
な
る
の
で
、
踏

み
跡
を
よ
く
み
て
歩
こ
う
。や
が
て
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
鬱
蒼
と
し
た
林
と
な
る
。

　

ス
ギ
林
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
太
く
て
立

派
な
巨
木
・
精
英
樹
が
あ
る
。
精
英
樹
と

は
、
す
ぐ
れ
た
特
性
を
持
つ
優
良
樹
の
こ

で
、
天
城
山
中
の
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
は
、

こ
の
精
英
樹
か
ら
採
っ
た
タ
ネ
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ア
マ
ギ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
と
炭
焼
窯
跡
が
い
く
つ
か
あ
り
、
ス

ギ
林
を
抜
け
る
と
前
に
見
送
っ
た
林
道
の

戸
塚
歩
道
入
口
に
出
る
。｢

筏
場
新
田
９

㌖　

戸
塚
峠
２
㌖｣

の
道
標
が
あ
る
。

　

帰
り
は
前
に
歩
い
た
筏
場
林
道
を
下

る
か
ま
た
は
軽
石
林
道
を
下
っ
て
も
い

い
。
ほ
ぼ
一
本
道
で
分
岐
さ
え
間
違
え

な
け
れ
ば
筏
場
新
田
に
出
る
。
国
土
地

理
院
の
２
万
５
０
０
０
分
の
一
の
地
図

は
必
携
だ
。

❷
八
丁
池
口
か
ら
の
コ
ー
ス

　

37
頁｢

野
鳥
の
森
～
八
丁
池｣

の
コ
ー

ス
を
利
用
し
て
八
丁
池
へ
。
天
城
縦
走

路
に
入
り
、
左
に｢

下
り
八
丁
池
歩
道｣

の
入
口
を
見
送
る
。
与
市
坂
の
分
岐
を

見
、 

ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
深
い
樹
林
帯

の
平
坦
な
道
を
行
く
。
単
調
な
道
で
は

あ
る
が
、
新
緑
・
紅
葉
の
時
期
は
天
城

ら
し
さ
の
自
然
が
十
分
味
わ
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

八
丁
池
か
ら
45
分
で
白
田
峠
。
起
伏

の
少
な
い
道
は
更
に
30
分
ほ
ど
で
戸
塚

峠
。
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
た
分
岐
で
、
こ

の
ま
ま
進
め
ば
小
岳
を
経
由
し
て
万
三

郎
岳
・
万
二
郎
岳
へ
向
か
う
天
城
縦
走

路
で
あ
る
。
皮
子
平
へ
は
左
の
道
を
下

る
。
皮
子
平
の
火
口
壁
の
斜
面
の
道
で

ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
に
覆
わ
れ
た
自
然

林
で
あ
る
。
自
然
林
の
斜
面
に
は
苔
蒸

し
た
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
っ
て
い
る
。

峠
か
ら
15
分
で
東
皮
子
平
の

分
岐
。
真
っ
す
ぐ
行
く
と

戸
塚
歩
道
で
筏
場
林
道
へ
の

道
。
❶
参
照
。

　

❶
と
は
逆
に
天
城
が
誇
る

ブ
ナ
を
見
て
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

の
若
木
の
林
か
ら
樹
林
帯
を

西
皮
子
平
へ
。
ゆ
う
な
れ
ば

西
と
東
の
皮
子
平
を
探
索
し

て
八
丁
池
へ
戻
る
コ
ー
ス
で

あ
る
。
時
間
に
余
裕
が
あ
れ

ば
戸
塚
歩
道
に
あ
る
ス
ギ
の

精
英
樹
を
見
て
き
た
い
。

　

皮
子
平
へ
の
ル
ー
ト
は
、
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
筏
場
新
田
か
ら
筏
場
林
道

を
経
由
す
る
（
往
復
約
20
㌖
、
約
７
時

間
20
分
）
ル
ー
ト
。
二
つ
は
八
丁
池
口

か
ら
（
往
復
約
５
時
間
15
分
）
の
ル
ー
ト
。

❶
筏
場
新
田
か
ら
の
ル
ー
ト

　

距
離･

時
間
共
に
長
く
、
陽
が
短
い

季
節
に
は
と
て
も
キ
ツ
い
コ
ー
ス
で
あ

る
。
年
間
を
通
じ
て
、
こ
の
コ
ー
ス
を

利
用
す
る
人
は
少
な
い
。
コ
ー
ス
上
に

は
道
標
が
数
ヶ
所
し
か
な
い
の
で
地
図

を
頼
り
に
歩
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
筏
場
新
田
行
き
の
バ

ス
で
28
分
、
終
点
で
下
車
。
県
道
を
上

が
り
小
嵐
橋
か
ら
左
に
筏
場
林
道
に
入

る
。
舗
装
さ
れ
た
道
を
右
・
左
に
わ
さ

び
田
を
見
な
が
ら
上
っ
て
行

く
。
御
礼
杉
の
所
に
車
止
め

の
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。
バ
ス
停

か
ら
約
２
㌖
の
地
点
。
一
般

車
は
通
行
止
め
の
た
め
車
利
用
の
場
合

は
、
こ
こ
駐
車
し
て
歩
く
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
皮
子
平
ま
で
約
８
㌖
あ
る
。

　

簡
易
舗
装
さ
れ
た
道
を
少
し
上
る
と
最

初
の
林
道
分
岐
。
真
っ
す
ぐ
行
く
の
が
筏

場
林
道
。
車
止
め
の
あ
る
右
は
軽
石
林
道
。

筏
場
林
道
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
谷
筋
の

コ
ー
ス
で
軽
石
林
道
は
尾
根
筋
の
コ
ー

ス
。
ど
ち
ら
を
行
っ
て
も
距
離
・
時
間
に

大
差
な
い
。
こ
こ
で
は
筏
場
林
道
を
行
く
。

　

未
舗
装
の
単
調
な
林
道
で
あ
る
が
、
新

緑
の
季
節
や
紅
葉
の
季
節
に
は
、
そ
の
美

し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
所
が
あ
る
。
唐
沢

橋
、
富
士
見
橋
（
ゲ
ー
ト
か
ら
約
４
㌖
地

点
）
な
ど
の
橋
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
の
で
注
意
し
て
歩
こ
う
。

　

軽
石
林
道
と
合
流
す
る
三
差
路
（
ゲ
ー

ト
か
ら
約
５
㌖
）
辺
り
か
ら
晴
れ
て
い
れ

ば
富
士
山
が
望
め
る
。

　

分
岐
を
左
に
折
れ
る
と
、
す
ぐ
に
か
つ

て
の
軽
石
の
採
石
所
跡
の
広
場
。
す
ぐ
上

に
戸
塚
歩
道
の
入
口
が
あ
る
。
帰
り
は
こ

こ
に
帰
っ
て
く
る
。

　

林
道
を
更
に
上
る
。
戸
塚
林
道
を
左
に

見
送
り
、
な
お
も
進
む
と
棚
沢
橋
の
手
前

の
広
場
に
出
る
（
ゲ
ー
ト
か
ら
約
７
㌖
）。

橋
を
渡
っ
た
左
に
道
標
。
皮
子
平
ま
で
30

分
と
あ
る
。

　

間
伐
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
が
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
林
を
通
り
、 

涸
れ
た
棚
沢
を

渡
っ
た
ら
右
へ
と
登
る
。
樹
林
帯
を
道
な

り
に
登
る
と
ス
ギ
林
に
な
り
道
が
緩
や
か

に
な
る
と
左
下
に
水
溜
り
が
見
え
る
。
通

称｢

幻
の
池｣

と
呼
ば
れ
、
イ
ノ
シ
シ
の

ヌ
タ
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

周
辺
の
岩
が
緑
色
に
苔
蒸
し
、
か
つ
て

の
炭
焼
き
窯
跡
も
目
に
つ
く
。

　

ロ
ー
プ
柵
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と

皮
子
平
だ
。
前
が
パ
ッ
と
開
け
、
明
る
い

平
地
に
出
る
。
西
皮
子
平
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
皮
子
平
火
山
の
噴
火
口
の
一

つ
で
、
周
囲
は
樹
木
に
囲
ま
れ
て
丸
く
窪

み
、
ア
セ
ビ
や
カ
マ
ツ
カ
、
ミ
ヤ
マ
イ
ボ

天
城
の
自
然
が
凝
縮
さ
れ
た
、
と
っ
て
お
き
の
秘
境

�
皮か
わ
ご
だ
い
ら

子
平

八丁池口バス停へ
（37頁参照）

天
城
峠
へ

見
晴
台

下
り
御
幸
歩
道

八
丁
池

水生地へ

水神さん

下り八丁池歩道

白田峠

西皮子平

上井屋歩道入口上井屋歩道入口

林道分岐

東皮子平

1197.4m

ヘビブナ

（18 ・19頁参照）

戸
塚
峠

万三郎岳へ

天城が誇るブナの大木

ヒメシャラ

小岳
1360m

天
城
縦
走
路

上
井
屋
歩
道

戸
塚
歩
道

幻の池シカの
防護柵

精
英
樹

モ
ミ
の
巨
樹

戸
塚
林
道広

場

棚
沢

筏場林道
（上）

戸
塚
歩
道
入
口

皮子平 2km 45 分
筏場新田 9km120 分

広
く
な
っ
て
い
る

車止め

富士山皮子沢

車
止
め

富士山

菜畑川

唐沢橋

下水神橋
氷室

富
士
見
橋

道

筏

場
林

道

軽

石

林

皮
子
沢
橋

車止め（ゲート）

水之入橋 下菜畑橋

菜畑橋

わさび田

わさび田 わさび田

（４～５台可）

林道分岐（下）

御礼杉
P

県道

小嵐橋

国士峠・湯ケ島へ 筏
場
新
田

起
終
点

修
善
寺
駅
へ

0 500m 1km

N 皮子平へ 30 分天
城

縦
走

路

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　
筏
場
新
田

御
　

礼
　

杉（
ゲ
ー
ト
）

林
道
分
岐（
下
）

林
道
分
岐（
上
）

戸
塚
歩
道
入
口

上
井
屋
歩
道
入
口

西
皮
子
平

東
皮
子
平

　
八
丁
池
口

八
　

丁
　

池

戸
　

塚
　

峠

45分 バス

35分

15分

10分

10分

10分

40分

30分

30分

25分

15分

15分

15
分

40分
戸塚歩道経由
50分

60分

50分

75分

75分

100分

90分
28分

◉所要時間
　約7時間20分（筏場新田から往復）
　約5時間15分（八丁池口から往復）

１
日
２
〜
３
便

バ
ス
の
お
問
い
合
わ
せ
は

伊
豆
箱
根
バ
ス

☎
０
５
５・９
７
７・３
８
７
４

（35頁参照）

10
分

八丁池 4.0km 75 分
万三郎岳 2.3km 80 分

八丁池 2.6km 45 分
戸塚峠 1.4km 30 分

▲皮子平
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多
く
の
文
人
墨
客
が
訪
れ
た
湯
の
里･

天
城
湯
ヶ
島
温
泉
に
は
、
素
敵
な
出
会
い

が
待
っ
て
い
る｢
湯
道｣

と
い
う
散
歩
道

が
あ
る
。
か
つ
て
里
人
や
文
人
た
ち
が
共

同
湯
へ
通
い
、
想
を
め
ぐ
ら
せ
た
小
道
で

あ
る
。
中
で
も
幼
い
頃
、
こ
の
地
に
暮
ら

し
た
作
家
・
井
上
靖
の
名
作
「
し
ろ
ば
ん

ば
」
の
舞
台
と
な
っ
た
湯
処
で
あ
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
昭
和
の
森
会
館
行
き
、

湯
ヶ
島
温
泉
行
き
、
河
津
駅
行
き
の
バ
ス

で
29
分
、
湯
ヶ
島
温
泉
口
で
下
車
。
車
利

用
の
場
合
は
天
城
会
館
に
停
め
る
と
よ

い
。
木
曽
屋
の
角
か
ら
湯
ヶ
島
温
泉
へ
の

車
道
を
入
る
と
す
ぐ
に｢

湯
道｣

の
入
口
。

自
然
石
の
案
内
標
か
ら
小
道
を
下
る
と
水

路
の
あ
る
分
岐
。

　

水
路
に
沿
っ
て
右
へ
行
き｢

木
漏
れ
日

の
湯｣

か
ら
下
る
と
な
ま
こ
壁
の
美
し
い

旅
館
の
先
に｢

湯
道｣

の
記
念
碑
が
あ
る
。

バ
ス
道
に
出
た
所
が
西
平
橋
。
橋
の
下
に

犬
猫
専
用
の
温
泉
が
あ
る
。
近
く
に
は
文

人
や
里
人
が
通
っ
た
と
い
う｢

西
平
の
湯｣

（
現 

河
鹿
の
湯
）
と
川
端
康
成
ゆ
か
り
の

温
泉
宿｢

湯
本
館｣

が
あ
る
。

　

河
畔
に
立
ち
並
ぶ
温
泉
宿
を
見
な
が
ら

バ
ス
道
を
行
く
と
出
会
い
橋
の
一
つ
猫
越

川
に
か
か
る｢

女
橋｣

が
あ
り
橋
を
渡
っ

た
先
に
は
本
谷
川
に
か
か
る｢

男
橋｣

が

あ
る
。
猫
越
川
と
本
谷
川
が
出
会
い
、
狩

野
川
と
な
っ
て
流
れ
出
す
こ
の
地
は
、
男

と
女
が
巡
り
会
い
、
心
結
ば
れ
て
新
し
い

人
生
を
歩
み
始
め
る
出
会
い
に
も
似
た
所

で
あ
る
。
夫
婦
が
改
め
て
こ
こ
で
出
会
い

な
お
す
と
、
よ
り
深
く
結
ば
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

元
湯
川
屋
の
前
か
ら
石
段
を
上
が
り

「
梶
井
基
次
郎
の
文
学
碑
」
を
見
て
こ
よ

う
。
世
古
橋
を
渡
っ
て
瑞
祥
橋
の
手
前
か

ら
本
谷
川
の
上
流
へ
と
歩
き
、
つ
り
橋
を

渡
っ
て
水
路
沿
い
の
細
い
道
を
再
び
車
道

へ
出
る
。
少
し
先
を
左
に
下
る
と
出
会
い

橋
の
男
橋
の
入
口
。
階
段
を
上
が
れ
ば
起

点
の
湯
ヶ
島
温
泉
口
の
バ
ス
停
。

　

｢

熊
野
山
33
観
音
め
ぐ
り｣

を
併
せ
て

歩
く
な
ら
、
水
路
沿
い
の
歩
道
を
元
旅

館｢

眠
雲
閣
落
合｣

の
下
を
く
ぐ
っ
て
前

に
通
っ
た
分
岐
を
過
ぎ
、 

バ
ス
道
に
出
て

成
就
院
へ
。

　

成
就
院
は
天
城
六
湯
七
福
神
の
布
袋
尊

を
祀
る
古
寺
で
、
裏
山
の
熊
野
山
に
は
西

国
33
観
音
霊
場
を
模
し
た
札
所
め
ぐ
り
が

あ
る
。
１
番
か
ら
観
音
様
を
見
な
が
ら
緩

や
か
に
登
っ
て
い
く
。
18
番
は
別
名
泣
き

観
音
と
呼
ば
れ
、
悲
し
み
を
持
っ
た
人
の

代
わ
り
に
泣
い
て
く
れ
る
観
音
様
で
、
21

番
は
安
産
の
観
音
様
で
あ
る
。 

　

登
り
つ
め
る
と
熊
野
山
墓
地
公
園
。
こ

こ
に
井
上
靖
の
詩
碑
と
墓
が
あ
る
。
奥
に

は
小
説｢

し
ろ
ば
ん
ば｣

に
出
て
く
る
お

ぬ
い
婆
さ
ん
（
本
名
：
井
上
か
の
）
の
墓

も
あ
る
。
車
道
を
下
る
と
若
山
牧
水
の
歌

碑
。
33
番
を
見
て
バ
ス
道
に
下
り
左
に
行

け
ば
起
点
の
湯
ヶ
島
温
泉
口
に
着
く
。

　

｢

し
ろ
ば
ん
ば
の
里｣

を
歩
く
な
ら
ば
、

こ
の
ま
ま
バ
ス
道
を
横
断
し
天
城
神
社
、

｢

さ
く
ら
の
里
公
園｣

へ
向
か
お
う
。

　

天
城
神
社
に
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔
を
し

た
狛
犬
が
い
る
。
そ
の
昔
、
ブ
ラ
リ
と
湯

治
に
訪
れ
た
石
屋
が
彫
っ
て
い
っ
た
も
の

で
、
二
匹
と
も
天
城
の
山
を
に
ら
ん
で
い

る
。
こ
こ
に
置
か
れ
て
以
来
、
恐
ろ
し
い

天
城
の
山
犬
が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
。 

　

｢

さ
く
ら
の
里
公
園｣

は
各
種
の
桜
、

約
３
０
０
本
が
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
２
月

か
ら
４
月
こ
ろ
ま
で
花
見
が
楽
し
め
、
温

泉
街
が
一
望
で
き
る
ほ
か
富
士
山
も
望
め

る
。

　

弘
道
寺
の
裏
に
下
る
。
弘
道
寺
は
安
政

４
年
（
１
８
５
１
）
米
国
領
事
タ
ウ
ン
ゼ

ン
ト
・
ハ
リ
ス
が
下
田
か
ら
江
戸
へ
東
上

す
る
時
に
泊
ま
っ
た
所
で
、
山
門
左
に
ハ

リ
ス
が
書
い
た｢

日
本
滞
在
記｣

の
一
節

が
刻
ま
れ
た｢

ハ
リ
ス
記
念
碑｣

が
あ
る
。

　

旧
湯
ヶ
島
小
学
校
の
正
門
に
は｢

し
ろ

ば
ん
ば｣

の
洪
作
少
年
と
お
ぬ
い
婆
さ
ん

の
像
、
北
門
に
は
井
上
靖
詩
碑
、
校
舎
内

に
は
井
上
靖
展
示
室
が
あ
る
が
、
見
学
は

事
前
に
予
約
が
必
要
。

☎
０
５
５
８･

83･

５
４
７
６

　

｢

上
の
家｣

は
母
七
恵
の
実
家
。 

浅
田

金
物
店
（
廃
業
）
は
洪
作
と
最
も
仲
が
良

か
っ
た
幸
夫
の
家
。

　

井
上
靖
旧
居
跡
は
お
ぬ
い
婆
さ
ん
と
暮

ら
し
た
土
蔵
の
跡
で
ア
ス
ナ
ロ
（
イ
ヌ
マ

キ
）の
木
と｢

し
ろ
ば
ん
ば
の
碑｣

が
あ
る
。

か
つ
て
文
人
や
里
人
が
愛
し
た
共
同
湯
へ
の
道

33
観
音
め
ぐ
り
と
し
ろ
ば
ん
ば
の
里
を
め
ぐ
る

�
湯ゆ
み
ち道
熊
野
山
33
観
音
め
ぐ
り

し
ろ
ば
ん
ば
の
里

N

起終点
湯ヶ島温泉口

天城峠
　下田へ

弘道寺

414

コースタイム（参考）

バス

30分

バス

29分

修
善
寺
駅

　湯
ヶ
島
温
泉
口

湯
道
の
碑

　湯
本
館

出
会
い
橋（
女
橋・男
橋
）

梶
井
基
次
郎
文
学
碑

瑞
祥
橋

　
　天
城
神
社

成
就
院

　湯
ヶ
島
温
泉
口

所要時間：約1時間10分～2時間30分

10分

10分

5分

5分

10分

10分

15分

15分

20分

20分

60分

70分

0 100m 500m

天
城
神
社

天
城
神
社

卍 
天城遊歩道・浄蓮の滝へ

（25頁参照）

天城遊歩道
起点

（25頁参照）

大滝

つり橋
（向山橋）

滝の湯
瑞祥橋

たつたたつた

あせび野

流渓橋

共同浴場
「世古の湯」

共同浴場
「世古の湯」

世古橋

リブマックスリゾート
天城湯ヶ島
リブマックスリゾート
天城湯ヶ島

持越温泉へ

元湯川屋

猫 越 川

水
路本

谷
川

卍 

ほ
ん
た
に

石仏

句碑

ねっ
こ

外野

休憩舎
駐車場P湯ヶ島温泉湯ヶ島温泉

木
太
刀
温
泉

馬
頭
観
音

梶
井
基
次
郎
文
学
碑

湯
谷
権
現
の
碑

新
宿

出
会
い
橋

句碑
石のベンチ

若山牧水
歌碑 玉

利
屋

（
わ
さ
び
）

成就院33観音
説明板

成就院33観音
説明板

ご
神
木（
シ
イ
ノ
キ
の
巨
樹
）

ダム

男
橋

女
橋

湯
道
の
碑

犬
猫
温
泉

踊
子
の
宿

湯
本
館

民
宿

「
し
き
や
」

共
同
浴
場

「
河
鹿
の
湯
」

湯端

西
平
橋 白壁荘

水 路

西平神社
にしびら

西平
にしびら

石仏

供作少年の像
おぬい婆さんと
洪作少年の像

石柱

弘道寺
　入口

富士山が
見える
山頂広場

さ
く
ら
の
里
公
園

旧湯ヶ島小学校

井上靖詩碑上の家

コンビニ

文

幼

湯ヶ島

郵便局

熊野山墓地公園

竹ヤブ

天城会館
夕鶴記念館
天城劇場ホール
伊豆市観光協会
天城支部

井上靖詩碑と墓

熊野山
33観音めぐり

しろばんばの碑
（井上靖旧居跡）

すのこ橋

馬車発着所跡

修善寺駅へ

33番

21番（安産観音）

馬頭観音

18番（泣き観音）

公民館アルカナイズ

成就院
じょうじゅいん

33
観
音
め
ぐ
り

（
井
上
靖
旧
邸
跡
）

　天
城
会
館

し
ろ
ば
ん
ば
の
碑

弘

　道

　寺

さ
く
ら
公
園

5分5分5分10分
5分

5分 5分

P

30番

狩 

野 

川 落合楼村上

世
古
峡

市山へ 1.0km

井上家・おぬい婆さんの墓

石柱

資
料
館 水

元御料局跡元御料局跡

▲熊野山 33 観音

▲さくらの里公園

▲男橋（出会い橋）▲しろばんばの碑

▲世古峡の紅葉

▲天城神社のコマ犬
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天
城
山
に
降
っ
た
雨
は
本
谷
川
を
流

れ
、
猫
越
川
と
湯
ヶ
島
温
泉
で
合
流
し
て

狩
野
川
と
な
る
。
天
城
遊
歩
道
は
そ
の
少

し
上
流
、
本
谷
川
に
か
か
る
瑞
祥
橋
を
起

点
と
し
て
、
上
流
の
伊
豆
一
の
名
瀑
・
浄

蓮
の
滝
ま
で
の
お
よ
そ
３
㌖
の
自
然
遊
歩

道
で
あ
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
昭
和
の
森
会
館
行
き
、
河

津
駅
行
き
、
湯
ヶ
島
温
泉
行
き
の
バ
ス
で
29

分
、
湯
ヶ
島
温
泉
口
で
下
車
。
元
旅
館｢

眠

雲
閣
落
合｣

の
前
を
通
り
国
道
か
ら
右
に
少

し
急
な
坂
を
下
り
瑞
祥
橋
を
渡
っ
た
所
が

こ
の
コ
ー
ス
の
起
点
で
あ
る
。
真
っ
す
ぐ

行
く
と
湯
ヶ
島
温
泉
・
世
古
峡
方
面
。

　

案
内
板
を
見
て
舗
装
道
の
緩
い
坂
を
上

る
。
左
下
に
風
情
あ
る
つ
り
橋（
向
山
橋
）

が
あ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
て
い

こ
う
。 

こ
こ
も｢

湯
道｣

（
22
頁
参
照
）

の
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

真
っ
す
ぐ
緩
や
か
に
上
っ
て
大
滝
梅
園

へ
の
分
岐
を
左
に
行
く
。
元
民
宿
き
の
こ

荘
の
前
を
通
る
と
舗
装
道
の
終
点
。
左
に

細
い
道
を
下
れ
ば
本
谷
川
の
河
原
に
出

る
。
前
方
に
大
き
な
ダ
ム
が
見
え
る
。
ダ

ム
の
鉄
階
段
を
上
っ
て
降
り
、
木
の
小
さ

な
橋
を
渡
る
と
水
恋
鳥
広
場
。
親
水
公
園

と
な
っ
て
い
て
、
夏
に
は
水
遊
び
を
楽
し

む
家
族
連
れ
で
賑
わ
う
所
で
あ
る
。

　

広
場
の
一
角
に
与
謝
野
晶
子
の
歌
碑
が

あ
る
。
昭
和
10
年
船
原
温
泉
に
滞
在
し
多

く
の
歌
を
残
し
た
内
の
一
首
。

″
伊
豆
の
奥 

天
城
の
山
を 

夜
越
え
ぬ 

淋

し
き
事
に
な
れ
は
て
ぬ
れ
ば
〟

　

カ
エ
デ
が
植
栽
さ
れ
た
道
を
行
き
、
車

止
め
を
過
ぎ
る
と
広
く
な
る
。
数
軒
の
民

家
を
抜
け
て
進
む
と
右
手
に
発
電
所
が
見

え
る
。

　

岩
尾
ダ
ム
の
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
左

に
ダ
ム
を
越
え
て
川
沿
い
に
上
る
。
丸
太

木
橋
の
橋
を
渡
り
潅
木
の
繁
る
山
道
を
上

る
と
国
道
に
出
る
。
バ
ス
停｢

天
城
山
荘｣

の
所
で
あ
る
。 

横
断
歩
道
を
渡
り
石
段
を

上
が
る
と
石
仏
の
あ
る
広
場
。
シ
カ
の
角

の
よ
う
な
形
を
し
た
白
い
碑
が
あ
る
。 

映

画｢

伊
豆
の
踊
子｣

の
第
一
回
監
督
で
あ
っ

た
五
所
平
之
助
の
句
碑
で
あ
る
。

″
踊
子
と 

い
へ
ば
朱
の
櫛 

あ
ま
ぎ
秋
〟

の
句
が
刻
ま
れ
て
い
て
、裏
に
は
歴
代「
伊

豆
の
踊
子
」
に
主
演
し
た
女
優
の
名
前
が

連
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
回 

昭
和
８
年  

田
中 

絹
代

　

第
二
回 

昭
和
29
年  

美
空 

ひ
ば
り

　

第
三
回 

昭
和
35
年  

鰐
渕 

晴
子

　

第
四
回 

昭
和
38
年  

吉
永 

小
百
合

　

第
五
回 

昭
和
42
年  

内
藤 

洋
子

　

第
六
回 

昭
和
49
年  

山
口 

百
恵

　

舗
装
道
を
緩
や
か
に
上
り
、
国
道
を
横

断
し
て
、
少
し
先
で
再
び

国
道
に
出
た
ら
右
に
２

～
３
分
歩
け
ば
浄
蓮
の

滝
入
口
。
風
情
あ
る
茶

屋｢

踊
子
茶
屋｣

が
あ
る
。 

　

伊
豆
の
踊
子
像
の
所

か
ら
石
段
を
下
っ
て
伊

豆
一
の
名
瀑
・
浄
蓮
の
滝

へ
行
っ
て
み
よ
う
。
途
中

に
浄
蓮
の
滝
資
料
館
（
有

料
）
が
あ
る
の
で
興
味
あ
る
人
は
寄
っ
て

み
る
と
よ
い
。

　

う
っ
そ
う
と
し
た
樹
林
を
下
る
と
柱
状

節
理
の
岩
に
か
か
る
高
さ
27
㍍
、
幅
７
㍍

の
浄
蓮
の
滝
。
石
川
さ
ゆ
り
が
歌
う
演
歌

｢

天
城
越
え｣

の
歌
碑
も
あ
る
。
滝
の
岩

肌
に
繁
っ
て
い
る
の
は
天
然
記
念
物
の
ハ

イ
コ
モ
チ
シ
ダ
（
ジ
ョ
ウ
レ
ン
シ
ダ
と
も

言
う
）
で
、
分
布
の
最
北
端
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

浄
蓮
の
滝
に
は
女
郎
蜘
蛛
の
民
話
が
あ

る
。
滝
の
近
く
で
野
良
仕
事
を
し
て
い
た

お
じ
い
さ
ん
が
、
一
服
し
て
い
る
と
、
ど

こ
か
ら
か
一
匹
の
ク
モ
が
現
れ
、
足
に
ク

モ
の
糸
を
か
け
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。

何
を
し
て
い
る
の
か
、
特
に
気
に
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
ふ
と
見
る

と
ま
た
ま
た
現
れ
て
は
何
度
も
糸
を
か
け

て
い
た
。
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
に
か
か
る
か
、

と
ク
モ
の
糸
を
近
く
の
大
木
に
ひ
っ
か
け

て
野
良
仕
事
を
続
け
て
い
る
と
、
滝
の
方

か
ら
バ
リ
バ
リ
ド
ド
～
ん
と
い
う
音
が
し

た
。
近
づ
い
て
み
る
と
何
と
さ
っ
き
の
大

木
が
滝
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。
お
じ
い

さ
ん
は
び
っ
く
り
し
、
野
良
仕
事
も
そ
こ

そ
こ
に
家
に
帰
っ
た
と
い
う
。

　

常
設
の
マ
ス
釣
り
場
が
あ
り
、 

下
流
に

は
緑
の
ワ
サ
ビ
田
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

急
な
石
段
を
戻
っ
て
天
城
遊
歩
道
は
終

点
と
な
る
。
こ
こ
は｢

踊
子
歩
道｣

の
起

点
で
あ
る
。（
33
頁
参
照
）

狩
野
川
の
上
流
・
本
谷
川
沿
い
に
延
び
た

自
然
探
索
遊
歩
道

�
天
城
遊
歩
道

N

起終点 湯ヶ島温泉口

水恋鳥広場

天城山荘天城山荘

浄蓮の滝浄蓮の滝

浄蓮の滝

修善寺駅へ

与謝野晶子歌碑

伊豆の踊子碑

「天城越え」歌碑「天城越え」歌碑

踊子茶屋

踊子歩道
天城峠へ（33頁参照）

石仏

つり橋

ダム
水恋鳥広場

石碑

発電所入口

滝尻橋

わさび田

五所平之助の句が刻まれている

発電所

三本松橋

石仏
広場

与市坂

休憩舎

岩尾

穂積忠文学碑

静岡県わさび分場

常設のマスつり場

石段石仏

岩尾ダム

たつた旅館
天城遊歩道案内板

天城神社

弘道寺入口

弘道寺

大滝

414

伊豆の踊子像

浄蓮の滝資料館

浄蓮の滝観光センター

わさび田

コースタイム（参考）

0 100m 500m 1km

卍 

湯
ケ
島
温
泉
へ

瑞祥橋瑞祥橋

湯ケ島温泉へ

大滝梅林へ

営業期間中のみ可
（ 7月上旬～8月下旬 ）水場

（23頁参照）

本

谷

川

みずこいどり

ずいしょうずいしょう

いわび

ほずみきよし

トイレ

トイレ

バス

29分

バス

35分

修
善
寺
駅

　湯
ヶ
島
温
泉
口

瑞
　祥
　橋

水
恋
鳥
広
場

　天
城
山
荘

　浄
蓮
の
滝

修
善
寺
駅

5分

5分

15分

15分

20分

15分

10分

10分

往復15分
浄
蓮
の
滝 所要時間：約1時間5分

岩
尾
川

▲水恋鳥広場近くのダム

▲五所平之助の句碑▲浄蓮の滝

▲伊豆の踊子像
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吉
奈
温
泉
は
奈
良
時
代
に
行
基
上
人
が

発
見
し
た
と
い
う
伊
豆
で
も
古
い
温
泉
地

で
あ
る
。
泉
質
は
よ
く
暖
ま
る
と
い
う
芒

硝
泉
で
子
宝
の
湯
と
し
て
特
に
有
名
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
湯
ヶ
島
温
泉
行
き
、
昭

和
の
森
会
館
行
き
、
河
津
駅
行
き
の
バ
ス

で
21
～
23
分
、
吉
奈
温
泉
口
で
下
車
。
吉

奈
温
泉
ま
で
入
る
バ
ス
の
便
も
あ
る
が
極

め
て
少
な
い
。

　

小
森
モ
ー
タ
ー
ス
の
角
か
ら
吉
奈
川
に

沿
っ
て
車
道
を
１
㌖
弱
で
吉
奈
温
泉
の
バ

ス
停
。
す
ぐ
先
の
吉
奈
郵
便
局
か
ら
右
へ

曲
が
り
神
亀
橋
を
渡
っ
て
道
な
り
に
上
が

る
と
湯
之
宮
神
社
の
前
に
出
る
。
石
段
、

ま
た
は
ジ
グ
ザ
グ
と
女
坂
を
上
が
っ
て
お

参
り
し
て
こ
よ
う
。
神
亀
元
年（
７
２
４
）

に
行
基
上
人
が
創
建
し
た
と
伝
わ
る
古
社

で
多
門
天
・
持
国
天
な
ど
の
宝
仏
が
あ
る

と
い
う
が
、
拝
観
は
で
き
な
い
。

　

隣
り
が
善
名
寺
（
日
蓮
宗
）。
神
亀
元

年
行
基
上
人
が
建
立
し
た
寺
で
、
当
時
は

七
堂
伽
藍
を
連
ね
た
巨
刹
で
あ
っ
た
が
、

後
の
大
水
で
流
失
・
大
火
で
焼
失
し
、
現

在
の
建
物
は
大
正
10
年
に
再
建
。

　

寺
宝
と
し
て
行
基
作
と
伝
わ
る
本
尊
の

木
造
薬
師
如
来
座
像
（
県
指
定
文
化
財
）

ほ
か
木
造
釈
迦
如
来
座
像
（
市
指
定
文
化

財
）・
毘
沙
門
天
な
ど
の
古
仏
像
や
、
県

指
定
の
文
化
財｢

青
銅
仏ぶ
っ
し
ょ
う
ば
ち

餉
鉢｣

な
ど

が
あ
る
。
仏
餉
鉢
は
口
径
20
．
９
㌢
、
高

さ
８
．
２
㌢
の
托
鉢
用
の
鉢
で
青
銅
製
と

し
て
は
日
本
で
二
番
目
に
古
い
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
仏
像
の
拝
観
は
寺
に
頼
め
ば

可
能
（
志
納
）。

　

徳
川
家
康
の
側
室
お
万
の
方
が
吉
奈
温

泉
に
入
浴
し
、
こ
の
寺
に
子
宝
祈
願
に
訪

れ
た
と
こ
ろ
、
無
事
、
紀
伊
大
納
言
頼
宣

と
水
戸
中
納
言
頼
房
を
生
ん
だ
と
い
う
。

頼
房
は
後
の
水
戸
光
圀
（
テ
レ
ビ
で
お
な

じ
み
の
水
戸
黄
門
）
の
父
に
あ
た
る
人
で

あ
る
。

　

今
で
も｢

子
授
け
守
り｣

や｢

安
産
守

り｣

を
求
め
子
授
け
祈
願
に
訪
れ
る
参
拝

者
は
絶
え
な
い
。

　

寺
の
前
か
ら
カ
エ
デ
が
植
栽
さ
れ
た
広

い
道
を
吉
奈
川
沿
い
に
緩
や
か
に
行
く

と
、右
に
遊
歩
道
案
内
板
が
あ
る
。
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
か
ら
上
る
に
従
い
小
さ

な
沢
沿
い
の
潅
木
林
と
な
り
、
こ
の
沢
を

渡
っ
て
大
き
く
右･

左
に
カ
ー
ブ
し
な

が
ら
上
る
。
展
望
の
な
い
樹
林
帯
を
抜

け
る
と
林
道
に
出
る
。
か
つ
て
の
道
し

る
べ
と
し
て
明
治
27
年
７
月
１
日
建
立

の
石
柱｢

右
ハ
吉
奈
道 

左
ハ
月
ヶ
瀬
道｣

が
立
っ
て
い
る
。
吉
奈
温
泉
０
．
８
㌖
、

船
原
温
泉
１
．
３
㌖
の
道
標
も
あ
る
。

　

月
ヶ
瀬
梅
林
ま
で
は
片
道
20
分
く
ら
い

な
の
で
往
復
し
て
こ
よ
う
。
起
伏
の
少
な

い
林
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
前
が
開
け
、

シ
カ
除
け
の
大
き
な
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。
自

由
に
出
入
り
で
き
る
が
、
シ
カ
の
食
害
か

ら
ウ
メ
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
で

開
け
た
ら
必
ず
閉
め
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
。

　

月
ヶ
瀬
梅
林
は
天
城
山
を
一
望
す
る
南

斜
面
広
さ
６
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
高
い

丘
に
１
５
０
０
本
の
ウ
メ
の
木
が
植
栽
さ

れ
て
い
る
。
見
ご
ろ
は
２
月
下
旬
こ
ろ
。  

恒
例
の
月
ヶ
瀬
梅
祭
り
は
２
月
初
旬
か
ら

３
月
初
旬
ま
で
行
わ
れ
、
地
場
産
品
や
特

産
の
梅
シ
ロ
ッ
プ
、
梅
酒
な
ど
の
即
売
が

行
わ
れ
る
。
入
園
に
は
管
理
協
力
費
と
し

て
中
学
生
以
上
大
人
３
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
が
必
要
。

　

６
月
初
旬
に
は
実
っ
た
ウ
メ
を
も
ぎ
取

る｢

観
光
梅
も
ぎ｣

も
行
わ
れ
る
。
も
い

だ
ウ
メ
は
目
方
で
買
い
取
る
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は

　

伊
豆
月
ヶ
瀬
梅
組
合

　

☎
０
５
５
８･

８５･

０
４
８
０

  

中
ほ
ど
に
大
き
な
ヤ
グ
ラ
の
展
望
台
が

あ
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
行
っ
て
こ
よ
う
。

１
月
〜
２
月
に
訪
れ
る
と
展
望
台
の
周
辺

に
植
栽
さ
れ
た
ス
イ
セ
ン
の
花
畑
が
満
開

と
な
る
。

　

林
道
を
石
柱
の
あ
る
所
ま
で
戻
り
、
そ

の
ま
ま
少
し
行
く
と
、ま
た
石
柱
が
あ
る
。

前
の
石
柱
と
同
じ
時
に
立
て
ら
れ
た
も
の

で｢

右
ハ
船
原
道 

左
ハ
山
道｣

と
あ
る
。

　

右
に
潅
木
の
中
に
入
る
と
下
り
。
左
に

枝
道
を
見
て
人
工
林
の
中
を
ぐ
ん
ぐ
ん
と

下
る
。
下
る
程
に
急
に
な
り
、
ジ
グ
ザ
グ

と
丸
太
の
段
が
続
い
て
い
る
。
下
り
切
る

と
広
い
道
に
出
る
。
右
に
少
し
行
く
と
左

手
の
草
原
に
入
口
に
あ
っ
た
も
の
と
同
じ

案
内
板
が
あ
る
。
車
道
を
左
に
道
な
り
に

歩
き
船
原
川
に
か
か
る
湯
端
橋
を
渡
れ
ば

船
原
温
泉
の
バ
ス
停
だ
。

　

汗
を
か
い
た
ら
近
く
に
日
帰
り
温
泉
宿

泊
施
設
が
あ
る
の
で
ひ
と
風
呂
浴
び
て
帰

る
の
も
い
い
。

二
つ
の
温
泉
地
を
結
ぶ
か
つ
て
の
生
活
道

伊
豆
一
の
広
さ
を
誇
る
月
ヶ
瀬
梅
林

船原温泉
船原館

船原遊歩道
下り

ジグザグの
下り道

船原川 起終点

0 100m 500m

修善寺駅へ

土肥へ

136200m

船原分岐

吉奈分岐
石柱（道しるべ）

石柱（道しるべ）

船原温泉 1.3km
吉奈温泉 0.8km

340m

330m

210m

上り

花沢

花
沢
橋

遊歩道入口

吉
奈
川

吉
奈
郵
便
局

馬頭観音

湯之宮神社

東府や Resort＆Spa-Izu

卍 善名寺

〒

吉
奈
温
泉

吉
奈
川 月

ヶ
瀬

梅
ロ

ー
ド

石仏

鹿
・
猪
除
け
の
ゲ
ー
ト

（
開
け
た
ら
必
ず
閉
め
る
こ
と
）

P

P

駐
車
場

駐車場

梅びとの丘

修善寺駅へ

月ヶ瀬温泉

狩野川

月ヶ瀬梅林

展望台

鹿・猪除けのゲート
（開けたら必ず閉めること）

梅
び
と
の
郷

小戸橋製菓

小森モータース

吉奈温泉口
起終点天城峠へ

414

標高 250m

湯
端
橋

吉奈新田へ

145m

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　吉
奈
温
泉
口

吉
奈
温
泉

遊
歩
道
入
口

吉
奈
分
岐

船
原
分
岐

　船
原
温
泉

修
善
寺
駅

15分

15分

15分

15分

45分

35分

5分

5分

35分

45分

バス

23分

バス

21分

月ヶ瀬梅林

N

所要時間：約2時間35分

H

温泉入浴可
40分（往復）

�
吉よ
し
な奈
～
船ふ
な
ば
ら原
遊
歩
道

▲善名寺

▲月ヶ瀬梅林

▲道しるべ

▲ 月ヶ瀬梅林のスイセン畑
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狩
野
城
跡
は
伊
豆
半
島
の
中
心
部
・

伊
豆
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
国
道

１
３
６
号
線
、
清
流
狩
野
川
と
柿
木
川
と

の
合
流
点
に
隣
接
す
る
標
高
１
８
９
㍍
の

小
高
い
丘
に
あ
る
。
狩
野
城
は
平
安
後
期

（
１
１
０
０
年
頃
）
よ
り
室
町
時
代
後
期

の
15
世
紀
末
ま
で
の
約
３
０
０
年
間
に
亙

り
伊
豆
の
豪
族
・
狩
野
氏
の
居
城
で
、
今

な
お
明
瞭
に
遺
溝
を
残
す
中
世
の
山
城
で

あ
る
。
東
側
は
狩
野
川
の
断
崖
に
、
北
側

は
柿
木
川
、
南
側
は
北
沢
川
と
そ
れ
ぞ
れ

侵
食
さ
れ
た
急
斜
面
を
も
ち
、
三
方
を
遮

断
さ
れ
た
天
然
の
要
塞
で
あ
る
。
展
望
も

良
く
、
田
方
平
野
か
ら
箱
根
連
山
、
天
城

連
山
が
望
め
、
下
田
街
道
を
監
視
す
る
こ

と
も
で
き
た
伊
豆
の
南
北
を
結
ぶ
要
衝
で

あ
っ
た
。
城
跡
は
標
高
１
８
９
㍍
の｢

中

郭｣

を
中
心
と
し
て
北
東
方
面
に｢

東
郭｣

と｢

出
丸｣

、
南
方
に｢

南
郭｣

、
西
方
に

｢

本
郭｣

と｢

西
郭｣

を
擁
し
、
そ
れ
ら
は

大
空
堀
や
二
重
堀
、　

堅
堀
な
ど
で
仕
切
ら

れ
、
そ
の
周
辺
に
は
無
数
の
土
塁
や
堀
切

り
な
ど
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

足
利
幕
府
、
織
田
、
豊
臣
、
徳
川
幕
府

と
数
百
年
に
わ
た
り
、
御
用
絵
師
と
し
て

活
躍
し
た
狩
野
派
は
、
こ
の
狩
野
一
族
か

ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

平
成
13
年
か
ら
16
年
に
か
け
て
、
こ
の

周
辺
の
森
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
狩
野
城
跡

生
活
環
境
保
全
林
と
し
て
、 

遊
歩
道
や
花

木
を
植
栽
し
て
整
備
し
て
き
た
。
併
せ
て

災
害
防
止
の
た
め
数
箇
所
に
谷
止
工
が
造

ら
れ
て
い
る
。

　

城
跡
の
遊
歩
道
を
利
用
し
て
歩
け
ば
、

歴
史
の
息
吹
と
四
季
折
々
の
自
然
が
楽
し

め
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
湯
ヶ
島
温
泉
行
き
、
昭

和
の
森
会
館
行
き
、
河
津
駅
行
き
の
バ
ス

で
15
分
、
柿
木
橋
で
下
車
す
る
。
車
利
用

の
場
合
は
柿
木
橋
を
渡
っ
て
右
へ
５
０
０

㍍
行
っ
た
所
の
本
柿
木
農
村
公
園
に
駐
車

で
き
る
。
こ
こ
に
狩
野
城
跡
の
説
明
板
が

あ
る
。「
こ
の
狩
野
城
跡
は
、
平
安
末
期

（
１
１
０
０
年
頃
）、
狩
野
氏
に
よ
っ
て
築

か
れ
た
城
の
跡
で
あ
る
。 

標
高
１
９
０

㍍
の
城
域
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
発
達
し
た

二
重
堀
を
備
え
本
郭
・
西
郭
・
南
郭
・
中

郭･

東
郭･

出
丸
に
区
分
さ
れ
る
。
中
世

山
城
の
遺
溝
が
、
築
城
千
年
近
く
も
保
存

さ
れ
て
い
る
重
要
な
史
跡
で
あ
る
。

　

狩
野
氏
は
祖･

狩
野
維
景（
こ
れ
か
げ
）

が
駿
河
の
守
を
退
任
し
、
初
め
、
市
内
日

向
に
館
を
構
え
た
が
、
そ
の
子
・
狩
野
維

職
（
こ
れ
も
と
）
が
伊
豆
押
領
使
を
務
め

る
な
ど
、
軍
事
上
の
必
要
も
あ
り
要
害
の

地
を
選
ん
で
、
こ
の
地
に
移
っ
た
。
最
初

の
城
主
は
二
代
維
職
か
三
代
維
次
（
こ
れ

つ
ぐ
）
と
思
わ
れ
る
。

　

維
景
か
ら
五
代
の
孫･

茂
光
（
も
ち

み
つ
）
は
、
そ
の
子
・
親
光
（
ち
か
み

つ
）
と
共
に
源
頼
朝
に
従
い
、
治
承
四

年
（
一
一
八
〇
）
石
橋
山
の
合
戦
で
敗
北

自
刃
し
た
が
、
子
孫
は
鎌
倉
・
室
町
両
幕

府
に
伊
豆
を
代
表
す
る
武
将
と
し
て
仕
え

た
。

　

明
応
二
年
（
一
四
九
二
）
か
ら
の
北
条

早
雲
の
伊
豆
侵
攻
の
折
り
、
城
主
狩
野
道

一
（
ど
う
い
つ
）
は
足
利
方
に
付
き
戦
い
、

明
応
七
年
に
敗
れ
て
開
城
し
た
。そ
の
後
、

一
族
は
小
田
原
に
移
り
、
後
北
条
氏
の
重

臣
と
し
て
要
職
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

室
町
時
代
中
頃
か
ら
絵
師
と
し
て
栄
え

た
、
狩
野
派
の
初
代
狩
野
正
信
（
ま
さ
の

ぶ
）
は
、維
景
か
ら
十
六
代
の
孫
で
あ
る
。

伊
豆
市
教
育
委
員
会

　

柿
木
橋
の
た
も
と
に
狩
野
派
発
祥
の
地

を
知
ら
せ
る
大
き
な
看
板
が
あ
る
。
橋
を

渡
っ
た
右
手
に
案
内
図
が
あ
り
、
石
段
か

ら
丸
太
の
段
を
上
る
。
急
な
丸
太
の
段
か

ら
振
り
返
る
と
国
道
１
３
６
号
線
と
狩
野

川
が
一
望
で
き
る
。
上
り
切
っ
て
テ
ー
ダ

松
の
林
を
抜
け
る
と
城
山
下
の
分
岐
。
左

に
ジ
グ
ザ
グ
と
上
る
と
森
林
学
習
空
間
の

森
。
南
側
か
ら
上
が
っ
て
き
た
道
と
合
流

し
て
右
に
上
が
る
と
出
丸
跡
。
こ
の
辺
り

う
っ
そ
う
と
し
た
森
の
中
で
あ
る
。

　

丸
太
の
段
を
下
っ
て
上
り
返
し
右
に
東

郭
を
見
送
る
と
、
す
ぐ
に
左
に
丸
太
の
段

が
あ
る
。
上
れ
ば
武
将
の
霊
を
祀
っ
た
と

い
う
題
目
堂
。

　

前
方
に
見
え
る
中
郭
が
、
こ
の
城
跡
の

最
高
点
で
あ
る
。
周
辺
は
芝
生
広
場
と

な
っ
て
い
る
の
で
お
弁
当
を
広
げ
る
に
は

最
適
な
場
所
で
あ
る
。
戻
っ
て
本
郭
跡
か

ら
樹
林
帯
を
歩
け
ば
ク
ヌ
ギ
林
の
四
つ
角

に
ぶ
つ
か
る
。
右
へ
行
け
ば
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

が
植
栽
さ
れ
た
広
場
で
、
眼
下
に
田
園
風

景
が
広
が
っ
て
い
る
。
雑
木
林
を
下
れ
ば

桜
ヶ
洞
の
堰
堤
を
越
え
て
本
柿
木
農
村
公

園
に
出
る
。
休
憩
舎
で
一
休
み
し
た
ら
裾

を
巻
く
山
道
を
辿
っ
て
城
山
下
の
分
岐
を

過
ぎ
、
そ
の
ま
ま
真
っ
す
ぐ
行
け
ば
、
前

に
通
っ
た
道
を
柿
木
橋
へ
下
る
。
随
所
に

道
標
が
あ
り
、
ぐ
る
り
と
一
周
し
て
も
１

時
間
も
あ
れ
ば
十
分
回
っ
て
来
ら
れ
る
。

　

農
村
公
園
か
ら
市
道
を
６
０
０
㍍
ほ
ど

行
く
と
法
泉
寺
の
天
然
記
念
物
の
し
だ
れ

桜
が
あ
る
。
３
月
下
旬
に
は
桜
ま
つ
り
も

催
さ
れ
、
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
る
。

伊
豆
の
豪
族
狩
野
氏
３
０
０
年
間
勢
力
を
奮
っ
た
山
城

狩
野
一
族
か
ら
御
用
絵
師
と
し
て
狩
野
派
が
誕
生

�
狩か

の野
城
跡

N

P
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0 100m 200m 300m

天城湯ヶ島へ

狩野川

案内図

案内図
丸太の段

狩野城跡
案内板

丸太の段

松
林

（
テ
ー
ダ
ー
マ
ツ
）

森
林
学
習
空
間

飯
山
田

桜
ケ
岳題

目
堂

上り

ほこら

鉄塔

市
道

高圧線

谷止工 城山下分岐

出丸跡

木橋
東郭

二重堀
本郭跡

桜ケ洞

展望良し

ヤマボウシ（植栽）
草原

椎茸栽培

石仏2体

資材置場

本柿木集会所

法泉寺へ約600m

ク
ヌ
ギ
林

飯
塚
氏
碑

市
道

案内図

本柿木農村公園

解説板

中郭

公衆電話

修善寺駅へ

柿木橋柿
木
橋

柿
木
川

起終点

起終点

コースタイム（参考） 所要時間：約1時間

バス

15分

修
善
寺
駅

　柿
木
橋

城
山
下
分
岐

題
目
堂（
中
郭
）

本
柿
木
農
村
公
園

城
山
下
分
岐

　柿
木
橋

15分10分15分

15分

10分10分

法泉寺（しだれ桜）

国道10分
本丸10分
農村公園10分

8台駐車可

（最高点）

▲狩野川畔から見た狩野城跡

▲森の中の遊歩道

▲題目堂

▲中郭の広場
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太
郎
杉
は
天
城
一
の
ス
ギ
で
、 

幹
回
り

９
７
３
㌢
、
高
さ
53
㍍
、
樹
齢
４
５
０
年

の
巨
木
で
あ
る
。
静
岡
県
の
ス
ギ
の
巨
木

ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
１
位
の
河
内
の
大
杉（
沼

津
市
西
浦
市
民
の
森
）
に
次
ぐ
巨
木
で
県

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

　

森
の
巨
人
た
ち
・
巨
木
１
０
０
選
（
巨

樹･

巨
木
を
考
え
る
会･

講
談
社
）
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
昭
和
の
森
会
館
行
き
、

ま
た
は
河
津
駅
行
き
の
バ
ス
で
38
分
、
昭

和
の
森
会
館
で
下
車
。
時
間
が
な
い
時
は

滑
沢
渓
谷
ま
で
バ
ス
（
河
津
駅
行
き
の
バ

ス
で
39
分
）
で
行
っ
て
も
よ
い
。

　

昭
和
の
森
会
館
は
道
の
駅
・
天
城
越
え

と
な
っ
て
い
て
、
会
館
の
ほ
か
に
伊
豆

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク 

天
城
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
天
城
わ
さ
び
の
里

（
直
売
所
）、
竹
の
子
か
あ
さ
ん
の
店
、 

井

上
靖
旧
邸
、・
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
（
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
森
）
な
ど
が
あ
る
。
会
館
の
中

に
は
森
の
情
報
館
（
無
料
）
と
伊
豆
近
代

文
学
博
物
館
（
有
料
）
が
あ
る
の
で
歩
く

前
に
見
学
し
て
い
き
た
い
。
道
の
駅
の

前
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
（
入
園

無
料
）
に
は
、
３
月
に
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン

ザ
ク
ラ
の
大
木
が
薄
ピ
ン
ク
色
の
花
を

つ
け
る
。
ま
た
、
５
月
に
は
５
０
０
種
・

１
万
３
０
０
０
本
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
次
々

と
咲
く
。
こ
の
ほ
か
季
節
の
草
花
が
沢
山

植
栽
さ
れ
て
い
る
の
で
、
花
好
き
に
は
見

逃
せ
な
い
所
で
あ
る
。
園
内
の
遊
歩
道
の

展
望
所
か
ら
は
富
士
山
も
望
め
る
。

　

カ
エ
デ
が
植
栽
さ
れ
た
会
館
の
庭
先
を

突
っ
切
る
。
秋
の
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に
は

紅
葉
狩
り
の
観
光
客
で
賑
わ
う
所
だ
。

　

中
ほ
ど
に
御
礼
杉
の
説
明
板
が
あ
る
。

目
の
前
の
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
内
に
あ
る

御
礼
杉
の
こ
と
で
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。『
天
城
山
を
徳
川
幕
府
が
所
有

し
て
い
た
頃
、 ｢

天
城
七
木
制｣

と
言
わ

れ
る
禁
伐
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
山
付
き

の
部
落
に
雑
木
や
下
草
を
利
用
さ
せ
た

際
、
そ
の
開
け
た
跡
地
に
杉
を
植
え
る
と

い
う
森
林
保
護
を
目
的
と
し
た
政
策
造
林

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
幕
府
の

強
制
的
な
造
林
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
不

満
を
抱
え
る
村
民
の
心
情
を
和
ら
げ
よ
う

と
幕
府
は
、
森
林
に
対
す
る
感
謝
の
意
を

示
す
御
礼
の
杉
で
あ
る
（
御
礼
杉
）
と
伝

え
た
と
当
時
の
村
名
主
が
記
録
を
残
し
て

い
ま
す
。

　

天
城
山
に
は
こ
う
し
た
御
礼
杉
が
お
お

よ
そ
１
５
０
本
あ
り
、
県
道
の
向
側
に
あ

る
数
本
の
杉
大
木
も
そ
の
一
部
で
す
。
古

い
も
の
は
樹
齢
２
０
０
年
以
上
を
数
え
る

の
も
あ
り
ま
す
』

　

山
神
社
を
右
に
見
て
、
樹
林
帯
を
行
く

と
天
城
旧
街
道
の
説
明
板
。

　

小
さ
な
沢
を
渡
っ
て
石
段
を
上
が
る
と

カ
エ
デ
が
沢
山
植
栽
さ
れ
て
い
る
広
場
に

出
る
。
そ
の
端
に
あ
る
踊
子
歩
道
の
案
内

図
を
見
、
右
下
に
本
谷
川
を
樹
間
越
し
に

見
な
が
ら
行
く
と
滑
沢
渓
谷
の
説
明
板

が
あ
る
。
橋
を
渡
る
と
正
面
に
井
上
靖

の｢

猟
銃｣

の
文
学
碑
。 

　

道
は
左
右
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
右
へ

行
く
。
左
の
道
は
行
き
止
ま
り
だ
が
、
少

し
入
っ
た
所
は
紅
葉
の
名
所
な
の
で
、
季

節
に
は
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
て
も
い
い
。

　

わ
さ
び
田
の
す
ぐ
先
に
滑
沢
川
に
か
か

る
滑
沢
橋
。
上
流
を
見
る
と
一
枚
岩
の
上

を
滑
る
よ
う
に
流
れ
る
沢
が
見
て
取
れ

る
。
下
流
を
見
る
と
流
れ
に
よ
っ
て
で
き

た
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
。
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
は
岩
の
窪
み
に
石

が
流
れ
込
む
と
、
水
流
で
窪
み
の
中
で
石

が
回
転
し
、
お
互
い
に
削
れ
て
、
窪
み
が

深
く
な
り
、
石
は
丸
く
な
る
。
こ
れ
で
で

き
た
穴
を
言
う
。
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
内
に

あ
っ
た
玉
石
は
激
し
い
水
流
に
よ
っ
て
飛

び
出
し
て
し
ま
っ
て
な
い
が
、
伊
東
市

城
ヶ
崎
の
か
ん
の
ん
浜
に
は
巨
大
な
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
直
径
70
㌢
の
玉
石
が

残
っ
て
い
る
。

　

滑
沢
川
の
下
流
で
右
手
か
ら
流
れ
込
む

本
谷
川
と
合
流
し
た
所
に
竜
姿
の
滝
が
あ

る
。
竜
姿
の
滝
へ
は
林
道
か
ら
歩
道
が
あ

る
の
で
行
っ
て
み
よ
う
。
透
き
通
っ
た
水

に
手
を
入
れ
る
と
切
れ
る
よ
う
に
冷
た

い
。
上
流
に
わ
さ
び
田
が
あ
り
、
人
の
手

や
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
物
が
入
っ

て
い
る
の
で
、水
は
飲
ま
な
い
方
が
よ
い
。

　

歩
道
は
滑
沢
川
の
両
岸
に
つ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
ど
ち
ら
を
行
っ
て
も
途
中
で

合
わ
さ
る
。
一
旦
林
道
に
出
て
、
し
ば
ら

く
行
っ
て
再
び
川
沿
い
の
道
を
行
き
、
ま

た
林
道
に
出
た
ら
、
そ
の
ま
ま
林
道
を
歩

く
。
大
涸
沢
橋
を
渡
っ
て
な
お
も
進
む
と

太
郎
杉
の
上
り
口
に
着
く
。
説
明
板
の
横

に
か
つ
て
募
集
し
た
俳
句
が
刻
ま
れ
た
石

碑
が
あ
る
。

　

右
奥
を
見
上
げ
る
と
太
郎
杉
の
巨
大
な

ス
ギ
が
目
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。
下
か
ら

見
る
と
さ
し
て
大
き
く
見
え
な
い
が
、
そ

ば
に
近
寄
っ
て
み
る
と
、
そ
の
大
き
さ
に

圧
倒
さ
れ
る
。
保
護
の
た
め
樹
の
根
元
ま

で
行
か
な
い
よ
う
に
柵
が
し
て
あ
る
の
で

入
ら
な
い
よ
う
に
。

　

帰
り
は
元
来
た
林
道
を
辿
っ
て
滑
沢
渓

谷
の
バ
ス
停
、
ま
た
は
昭
和
の
森
会
館
へ

戻
る
。

一
枚
岩
の
美
し
い
渓
谷
を
巡
り

天
城
一
の
ス
ギ
の
巨
木･

太
郎
杉
へ

�
太
郎
杉
歩
道

滑
沢
橋

ト
ラ
ス
橋

本
谷
川

歩
道
案
内
図

太
郎
杉

P

N

句
碑

休憩舎
河原に降りられる

0 100m 500m

滑沢川

滑沢林道

大涸沢橋

涸沢林道

井
上
靖
文
学
碑

踊
子
歩
道

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
へ天城峠

　河津へ

竜姿の滝わさび田

河原に降りられる

滑沢渓谷

わさび田

踊子歩道案内図

もみじ林
広  

場

石段を上る

山神社

もみじ林

御礼杉

昭和の森会館

井上靖旧邸

踊子歩道

天城グリーンガーデン 昭和の森会館
道の駅「天城越え」

伊豆半島ジオパーク
天城ビジターセンター

修
善
寺
駅
へ 浄蓮の滝へ

起終点

わさび田

（
32
頁
参
照
）

（32 頁参照）

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　昭
和
の
森
会
館

滑
　沢
　橋

太
　郎
　杉

　滑
沢
渓
谷

修
善
寺
駅

15分 バス

15分

30分

25分

30分

35分
38分

バス

39分

◉所要時間：約1時間15分

起終点
414

大石を飲み込んだ
ヒメシャラの大木がある

本谷川

▲御礼杉

▲太郎杉

▲滑沢渓谷

▲竜姿の滝　

▲滑沢渓谷の紅葉



3233

　

｢

伊
豆
の
踊
子
文
学
碑｣
を

見
て
白
橋
を
渡
る
と
水
生
地
。

つ
づ
ら
折
り
の
道
を
行
く
と
旧

天
城
ト
ン
ネ
ル
だ
。

　

ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
ヒ
ン
ヤ

リ
と
冷
た
い
。 

踊
子
が
歩
い

た
当
時
は
真
っ
暗
で
あ
っ
た

が
、
今
は
し
ゃ
れ
た
明
か
り
が

あ
る
の
で
歩
き
や
す
い
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
つ
づ

ら
折
り
の
下
り
道
。
寒
天
橋
を

過
ぎ
る
と
二
階
滝
。
新
緑
の
中

に
白
い
滝
が
落
ち
て
い
る
様

は
、心
洗
わ
れ
る
思
い
が
す
る
。

さ
ら
に
旧
街
道
を
し
ば
ら
く
行

く
と
右
へ
降
り
る
細
い
道
の
分

岐
。
こ
れ
を
下
り
国
道
を
横
断

し
て
杉
・
桧
の
林
に
入
る
。
河

津
川
に
か
か
る
ト
ラ
ス
橋
手
前

か
ら
左
に
行
く
と
平
滑
の
滝
が

あ
る
の
で
見
て
こ
よ
う
。

　

ト
ラ
ス
橋
を
渡
っ
て
し
ば
ら
く
下
る

と
林
道
に
出
る
。
左
に
林
道
を
下
れ
ば

宗
太
郎
園
地
。
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
美

し
い
杉
並
木
が
続
く
。

　

猿
田
淵
か
ら
降
り
る
ル
ー
ト
へ
の
入

口
を
見
送
る
と
河
津
七
滝
の
釜
滝
へ
下

る
道
が
あ
る
。
２
６
０
段
の
急
な
階
段
を

下
る
と
釜
滝
。
歩
道
に
従
っ
て
エ
ビ
滝
・

蛇
滝
を
見
て
初
景
滝
へ
。
こ
こ
に
は
「
踊

子
と
私
」
の
像
が
あ
り
、
絶
好
の
記
念

写
真
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

舗
装
さ
れ
た
道
を
カ
ニ
滝
・
出
合
滝

と
見
学
し
、
戻
っ
て
ル
ー
プ
橋
の
下
を

く
ぐ
り
旅
館｢

青
木
の
坂｣

か
ら
右
へ
下
っ

て
行
く
。 

国
道
に
出
る
手
前
か
ら
右
に

曲
が
り
つ
り
橋
を
渡
る
。 

み
か
ん
畑
を

通
り
広
い
道
に
出
た
ら
左
に
下
る
。 

大

鍋
橋
の
手
前
を
右
に
曲
が
り
、 

河
津
川
を

左
に
見
て
進
む
と
小
鍋
神
社
が
あ
る
。

　

橋
を
渡
っ
て
Ｔ
字
路
を
左
に
行
き
、
さ

ら
に
左
手
に
行
き
河
津
川
河
畔
の
道
を
行

く
と
対
岸
に
踊
子
の
宿
・
福
田
家
が
見
え

る
。
福
田
家
は
伊
豆
の
踊
子
の
私
が
泊

ま
っ
た
宿
で
、
入
口
に
伊
豆
の
踊
子
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
が
あ
る
。

　

近
く
の
川
沿
い
に
は
伊
豆
の
踊
子
文
学

碑
。″
湯
ヶ
野
ま
で
は
河
津
川
の
渓
谷
に

沿
う
て
三
里
余
り
の
下
り
だ
っ
た
。
峠
を

こ
え
て
か
ら
は
、
山
や
空
の
色
ま
で
が
南

国
ら
し
く
感
じ
ら
れ
た････

〟
川
端
康

成
直
筆
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

踊
子
が
裸
で
飛
び
出
し
た
と
い
う
共
同

湯
は
、
建
て
直
さ
れ
て
福
田
家
の
対
岸
に

あ
る
。
共
同
湯
の
前
を
通
り
石
段
を
上
が

れ
ば
終
点
の
湯
ヶ
野
バ
ス
停
に
出
る
。

★

　

踊
子
歩
道
は
平
成
27
年
に
新
日
本
歩
く

道
紀
行
『
文
化
の
道
100
選
』
に
も
選
ば
れ

て
い
る
。

　

踊
子
歩
道
は
随
所
に
道
標
も
あ
り
コ
ー

ス
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
安
心
し
て

歩
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
が

コ
ー
ス
が
お
よ
そ
18
．
５
㌖
と
長
い
の
で

湯
ヶ
島
温
泉
か
七
滝
温
泉
、
湯
ヶ
野
温
泉

に
一
、二
泊
し
て
森
林
浴
と
温
泉
浴
を
楽

し
ん
で
歩
い
て
ほ
し
い
。

　

川
端
康
成
の
名
作｢

伊
豆
の
踊
子｣

の

書
き
出
し
は
天
城
峠
で
あ
る
が｢

踊
子
歩

道｣

の
起
点
は
浄
蓮
の
滝
で
あ
る
。
で
き

れ
ば
二
つ
手
前
の
バ
ス
停｢

天
城
山
荘｣

で
下
車
し
て
、
第
一
回｢
伊
豆
の
踊
子｣

の
映
画
監
督
で
あ
る
五
所
平
之
助
の
句
碑

を
見
て
い
き
た
い
。 

詳
細
は
24
頁｢

天

城
遊
歩
道｣

の
項
を
参
照
。 

　

浄
蓮
の
滝
ま
で
の
交
通
は
修
善
寺
駅
か

ら
昭
和
の
森
会
館
・
河
津
駅
行
き
の
バ
ス

で
35
分
。
浄
蓮
の
滝
で
下
車
し
た
ら
日
本

の
名
瀑
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
浄
蓮
の
滝

を
見
て
こ
よ
う
。
入
口
に｢

伊
豆
の
踊
子

像｣

が
あ
る
。

　

踊
子
茶
屋
の
前
か
ら
旧
天
城
街
道
（
下

田
街
道
）に
入
る
。
穂
積
忠き
よ
しの
歌
碑
見
て
、

さ
ら
に
進
む
と
島
崎
藤
村
の
文
学
碑
。
国

道
に
出
る
手
前
の
ス

ギ
林
を
左
に
行
く
と

横
光
利
一
の
文
学
碑

が
あ
る
。

　

ス
ギ
林
を
抜
け
た

所
に
今
上
天
皇
が
皇

太
子
時
代
に
、
天
城

を
訪
れ
た
時
の
お

手
植
え
の
杉
が
あ
る
。
潅
木
の
中
の
水

路
沿
い
に
行
き
丸
太
の
段
を
国
道
に
降

り
る
。
国
道
を
横
断
し
て
ス
ギ
林
を
抜

け
る
と
道
の
駅｢

天
城
越
え｣

･

昭
和
の

森
会
館
に
出
る
。 

森
林
博
物
館
（
無
料
）

と
伊
豆
近
代
文
学
博
物
館
（
有
料
）
を

見
学
し
て
い
こ
う
。 

国
道
の
反
対
側
に

は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
森
が
あ
る
グ
リ
ー
ン

ガ
ー
デ
ン
が
あ
る
。

　

駐
車
場
の
端
か
ら
カ
エ
デ
や
林
・
杉
・

桧
の
林
を
抜
け
る
と
広
場
に
出
る
。
滑

沢
渓
谷
へ
の
林
道
に
入
り
、
川
沿
い
に

進
め
ば
わ
さ
び
田
が
あ
る
。
橋
の
向
こ

う
に
井
上
靖
の
文
学

碑
が
見
え
る
。

　

コ
ー
ス
は
橋
の
手

前
か
ら
丸
太
の
段
を

上
が
る
。
本
谷
第
３
砂

防
ダ
ム
を
見
て
し
ば

ら
く
川
沿
い
の
山
道
を
行
く
と
国
道
に

ぶ
つ
か
る
。
林
道
を
右
に
少
し
歩
け
ば

｢

天
城
遊
々
の
森｣

で
あ
る
。

　

 ｢

天
城
遊
々
の
森｣

か
ら
左
に
杉･

桧

の
林
を
抜
け
川
沿
い
に
し
ば
ら
く
行
き

ト
ラ
ス
橋
を
渡
る
と
水
生
地
下
の
駐
車

場
下
に
出
る
。
天
城
大
橋
を
く
ぐ
っ
て

旧
天
城
街
道
に
上
が
り
、
こ
こ
か
ら
し

ば
ら
く
は
未
舗
装
の
旧
街
道
を
歩
く
こ

と
に
な
る
。

コースタイム（参考）

修
善
寺
駅

　
浄
蓮
の
滝

　
昭
和
の
森
会
館

天
城
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森

　
水
生
地
下

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル

二
階
滝
園
地

50分

50分

55分

55分

35分

45分

45分

50分

5分
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35分
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25分
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35分

30分

35分

40分

バス

35分

宗
太
郎
園
地

釜
　
　
滝

　
河
津
七
滝

福
　

田
　

家

　
湯
ヶ
野

河
　

津
　

駅

七
滝
め
ぐ
り
約
１
時
間

七
滝
め
ぐ
り
約
１
時
間

バス

14分
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滑沢渓谷

滑沢渓谷
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入口 太郎杉へ

（31頁参照）
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本
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氷室 伊豆の踊子文学碑①
八丁池へ水

生
地

八丁池口へ

ゲート

ゲ
ー
ト

二階滝

二階滝

二階滝園地

新天城トンネル

旧天城トンネル

寒
天
橋

鍋失

トラス橋

ダム

鍋失トンネル

杉並木

平滑の滝
ひらなめ

宗太郎園地

登
尾

大
時
茶
屋

猿
田
淵

エ
ビ
滝

蛇
滝

カ
ニ
滝

出
合
滝

※

大
滝 初

景
滝

伊
豆
の
踊
子
像 釜

滝

水
垂

み
ず
だ
れ

河
津
七
滝

天
城
荘
H

河
津
七
滝

観
光
セ
ン
タ
ー

河
津
七
滝
ル
ー
プ
橋

青
木
の
坂
H

関
戸
吉
信
の
墓

水
草
の
墓

河
津
七
滝

ル
ー
プ
橋

本
梨
本

観音山へ

つり橋

梨
本

川合野

発
電
所
跡

大
鍋
へ

大鍋橋

小
鍋
神
社

伊
豆
の
踊
子

文
学
碑
②

河津駅へ
湯
ヶ
野

福田家

起終点

湯ヶ野詳細

共同湯
※一般入浴不可

河津川

無料駐車場
踊子像

伊豆の踊子
文学碑②

湯ヶ野
天城峠へ

河
津
駅
へ

福
田
家 

Ｈ
伊豆の踊子像 河

津
七
滝
へ

P

N

P

所要時間：約6時間25分

休憩舎

P

河津川

野畦
伊豆半島ジオパーク
天城ビジターセンター

※大滝は遊歩道からの
　見学はできません。

（現在通行止め）

�
踊
子
歩
道

▲伊豆の踊子像

▲旧天城トンネル

踊
子
の
面
影
を
追
っ
て

名
作
の
詩
情
あ
ふ
れ
る
旧
天
城
街
道
ヘ
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「
天
城
の
瞳
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
八

丁
池
は
標
高
１
１
７
３
㍍
に
あ
る
天
城
火

山
の
火
口
湖
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近

の
調
査
で
断
層
の
ズ
レ
に
よ
っ
て
で
き
た

池
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
周
囲
が
ス

ズ
タ
ケ
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
別
名

｢

青
ス
ズ
の
池｣

と
も
呼
ば
れ
、
天
然
記

念
物
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
地
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

八
丁
池
の
名
は
周
囲
が
八
丁
（
約

８
７
０
㍍
）
あ
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
と
言

わ
れ
る
が
、
実
際
は
５
８
０
㍍
ほ
ど
で
あ

る
。

　

八
丁
池
へ
の
ル
ー
ト
は
、
沢
山
あ
る

が
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
一
般
的

な
コ
ー
ス｢

上
り
御
幸
歩
道｣

を
紹
介
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
河
津
駅
行
き
の
バ
ス
で

43
分
、
天
城
峠
で
下
車
。
新
天
城
ト
ン
ネ

ル
に
向
か
っ
て
左
側
の
山
道
を
上
る
。
ダ

ム
を
越
え
て
急
な
階
段
を
15
分
足
ら
ず
で

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
に
出
る
。
今
度
は
ト
ン

ネ
ル
の
右
側
か
ら
急
な
山
道
を
ジ
グ
ザ
ク

と
上
る
と
こ
と
25
分
で
大
き
な
ブ
ナ
の
木

が
あ
る
天
城
峠
の
分
岐
。
右
に
行
け
ば
二

本
杉
峠
（
旧
の
天
城
峠
）
を
経
て
猫
越
岳
・

仁
科
峠
方
面
の
伊
豆
山
稜
線
歩
道
。
八
丁

池
へ
は
左
に
行
く
。
杉
や
桧
の
人
工
林
、

ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
自
然
林
が
お
り
混

じ
っ
た
樹
林
帯
は
、
新
緑
の
頃
、
紅
葉
の

頃
に
訪
れ
る
と
、
天
城
の
自
然
を
満
喫
で

き
る
。

　

峠
か
ら
し
ば
ら
く
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
く

て
長
い
木
の
階
段
を
上
っ
て
下
る
と
30
分

ほ
ど
で
向
峠
。
こ
の
後
は
ほ
ぼ
平
坦
な
道

を
快
調
に
歩
け
る
。
よ
く
見
れ
ば
樹
の
間

か
ら
富
士
山
も
望
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

大
見
分
岐
点
か
ら
は
、
道
が
狭
く
な
っ

て
石
が
多
く
歩
き
に
く
い
所
が
あ
る
。
相

変
わ
ら
ず
の
樹
林
帯
を
上
る
と
野
鳥
の
森

コ
マ
ド
リ
歩
道
の
分
岐
。
真
直
ぐ
ブ
ナ
や

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
樹
林
帯
を
さ
ら
に
上
り
、

ア
セ
ビ
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と

寒
天
林
道
（
八
丁
池
遊
歩
道
）
に
出
る
。 

左
に
少
し
で
ト
イ
レ
の
あ
る
分
岐
。
ト
イ

レ
の
分
岐
を
左
に
１
分
で
見
晴
台
が
あ
る
。

見
晴
台
に
上
が
る
と
ブ
ナ
の
林
に
囲
ま
れ

た
八
丁
池
が
望
め
る
。
晴
れ
て
い
れ
ば
ブ

ナ
の
林
の
上
に
富
士
山
の
頭
が
望
め
る
。

　

ト
イ
レ
ま
で
戻
り
八
丁
池
へ
は
も
う

10
分
ほ
ど
だ
。
左
に｢

下
り
御
幸
歩
道｣

の
道
（
帰
り
に
こ
の
道
に
入
る
）
を
見

送
る
と
八
丁
池
だ
。 

池
畔
に
昭
和
５
年

（
１
９
３
０
）
６
月
に
、
こ
の
地
を
訪
れ

た
昭
和
天
皇
の
行
幸
記
念
碑
が
あ
る
。

　

八
丁
池
は
天
城
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
中

で
、
最
も
人
気
の
コ
ー
ス
で
、
い
つ
訪
れ

て
も
ハ
イ
カ
ー
の
姿
が
あ
る
。

　

池
を
一
周
す
る
遊
歩
道
が
あ
っ
た
が
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
保
護
の
た
め
半
分
ほ

ど
で
通
行
止
め
。
池
を
左
に
回
り
込
ん
だ

所
に
龍
が
ま
と
わ
り
つ
い
た
水
神
さ
ん
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
反
対
側
に
は
弁
財
天
も

あ
る
。

　

帰
り
は｢

下
り
御
幸
歩
道｣

を
経
て
水

生
地
へ
降
り
る
。 

ア
セ
ビ
の
ト
ン
ネ
ル

か
ら
ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
森
を
抜
け
る

と
本
谷
歩
道
と
の
分
岐
。
そ
の
ま
ま
下
れ

ば
す
ぐ
に
白
砂
林
道
に
出
る
。

　

平
成
23
年
春
に
新
コ
ー
ス
と
し
て
八
丁

池
か
ら
「
下
り
八
丁
池
歩
道
」
が
で
き
た

の
で
、
こ
の
コ
ー
ス
を
経
て
も
よ
い
。
八

丁
池
か
ら
天
城
縦
走
路
に
入
っ
て
す
ぐ

に
「
下
り
八
丁
池
歩
道
」
の
入
口
が
あ

る
。
斜
面
を
少
し
上
れ
ば
、
後
は
樹
林
帯

の
下
り
一
方
と
な
る
。
ブ
ナ
の
巨
木
も
見

ら
れ
る
森
で
、
秋
に
は
紅
葉
も
楽
し
め
る

コ
ー
ス
で
あ
る
。
間
違
い
や
す
い
所
も
あ

る
の
で
誘
導
ロ
ー
プ
等
を
は
ず
さ
ず
歩
き

た
い
。
そ
し
て
こ
の
道
は｢

下
り
八
丁
池

歩
道
分
岐｣

の
本
谷
歩
道
・
下
り
御
幸
歩

道
側
で
合
流
す
る
。

　

白
砂
林
道
を
横
断
し
、
杉
・
桧
の
林
を

下
り
、
本
谷
林
道
に
出
た
ら
、
そ
の
ま
ま

林
道
を
下
れ
ば
旧
下
田
街
道
の
水
生
地
に

出
る
。
白
橋
を
渡
り
伊
豆
の
奥
入
瀬
と
呼

ば
れ
る
本
谷
川
の
清
流
を
見
な
が
ら
旧
下

田
街
道
を
15
分
も
下
る
と
水
生
地
下
の
バ

ス
停
に
出
る
。 

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
か
ら
樹
林
帯
を
散
策

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
天
城
の
瞳
を
尋
ね
る

�
八は
っ
ち
ょ
う
い
け

丁
池

N

起
終
点

水
生
地
下

天
城
峠

水生地

旧天城トンネル
向 峠

本谷林道

白砂林道

八丁池

大
見
分
岐
点

天城峠
寒天林道

天城湯ケ島・
修善寺へ

専用バス
タクシー道路

二階滝

踊子歩道二階滝口
（観瀑台あり）

ゲート

寒天橋

新天城トンネル

白橋
天城大橋天城大橋

二本杉峠へ
（旧天城峠）
伊豆山稜線歩道

（40･41頁参照）

駐車場
トイレP

二階滝園地

河津へ河津・下田へ

二階滝

旧
ト
ン
ネ
ル
入
口
に

休
憩
舎
・
ト
イ
レ

P

414

橋
の
下
を

く
ぐ
る

伊豆の踊子文学碑

踊子橋

車止め

氷室
なまこ岩 藤ヶ沢

わさび田

行止り

水生地へ

上り御幸歩道

野鳥の森 案内板

水場水場

休憩舎
トイレ

八丁池口

三筋山へ
（38･39頁参照）

野鳥の森

青スズ台

コルリ歩道
（37頁参照）

オ
オ
ル
リ
歩
道

見
晴
台

佐
賀
野
入
歩
道

ブ
ナ
林

ウ
グ
イ
ス
歩
道

コ
マ
ド
リ
歩
道

天
城
峠
か
ら
3.7
㎞

ブナ
ヒメシャラ

水生地歩道 2.2km

本
谷
歩
道

杉・檜
林

2.3km

下り御幸歩道
ブナ

大ブナ

大ブナ

大ブナ

大ブナ

沢 昭和天皇
行幸記念碑

ヒメシャラ

岩尾林道分岐
下り八丁池歩道

本
谷
歩
道

休憩舎

マ
メ
ザ
ク
ラ

野鳥の森
案内板

弁才天

水神さん

（天城縦走18･19頁参照）

トイレ

休憩舎

万三郎岳へ

0 100m 500m 1km

コースタイム（参考）

バス

43分

バス

42分

修
善
寺
駅

　
天
城
峠

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル

天
　

城
　

峠

向
　
　
峠

大
見
分
岐
点

八
　

丁
　

池

白
砂
林
道

本
谷
林
道

水
　

生
　

地

　
水
生
地
下

修
善
寺
駅

所要時間／約4時間30分

15分

10分

25分

15分

30分

25分

60分

40分

45分

35分

40分

50分

65分

75分

25分

30分

15分

20分

15分

15分

下り八丁池歩道経由

0.3km0.5km1.3km2.7km2.1km2.2km1.4km1.0km1.0km

下り八丁池歩道
分岐点

▲新緑の八丁池（展望台より）

▲昭和天皇行幸記念碑

▲八丁池畔▲大ブナ（下り八丁池歩道）

▲天城の紅葉



3637

　

天
城
山
自
然
休
養
林｢

昭
和
の
森｣

は

昭
和
天
皇
在
位
50
周
年
を
記
念
し
て
、
昭

和
53
年
（
１
９
７
８
）
に
林
野
庁
が
国
内

数
箇
所
に
指
定
し
た
、
広
く
国
民
が
豊
か

な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
自
然
に
親
し

め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
で
あ
る
。

　

広
い
休
養
林
の
一
角
に
あ
る｢
野
鳥
の

森｣

は
ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
ア
セ
ビ
、

カ
エ
デ
な
ど
が
繁
る
自
然
林
。
年
間
を

通
じ
て
64
種
の
野
鳥
が
飛
び
交
い
、 

さ
え

ず
っ
て
い
る
。
コ
ル
リ
、
オ
オ
ル
リ
、
ウ

グ
イ
ス
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
ア
オ
ゲ
ラ
、
マ
ミ

ジ
ロ
、コ
マ
ド
リ
、エ
ナ
ガ
、ホ
ト
ト
ギ
ス
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
な
ど
な
ど
。

　

野
鳥
の
森
へ
の
起
点
は
八
丁
池
口
の
バ

ス
停
。
専
用
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
以
外

は
通
行
で
き
な
い
の
で
、
車
利
用
の
場
合

は
水
生
地
下
か
二
階
滝
の
無
料
駐
車
場
に

置
い
て
専
用
バ
ス
で
入
る
こ
と
に
な
る
。

　

八
丁
池
口
行
き
の
バ
ス
は
第
１
便
は
修

善
寺
駅
か
ら
出
る
が
２
～
５
便
は
昭
和
の

森
会
館
か
ら
出
て
い
る
。
た
だ
し
、
季
節

運
行
の
た
め
運
行
日
を
確
認
の
こ
と
。

　

修
善
寺
駅
（
昭
和
の
森
会
館
）
か
ら
八

丁
池
口
行
き
の
バ
ス
で
１
時
間
13
分
（
32

分
）、
終
点
で
下
車
。
山
小
屋
風
の
待
合

所
と
ト
イ
レ
が
あ
る
。
帰
り
の
バ
ス
の
時

間
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

舗
装
さ
れ
た
寒
天
林
道
（
八
丁
池
遊
歩

道
）
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
林
の
中
を
緩
や

か
に
上
っ
て
い
く
。
三
筋
山
へ
の
分
岐
を

右
に
見
送
る
と
15
分
ほ
ど
で
コ
ル
リ
歩
道

の
入
口
。
今
ま
で
の
人
工
林･

潅
木
林
か

ら
が
ら
り
と
変
わ
り
、
ブ
ナ
と
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
の
森
と
な
る
。こ
こ
か
ら
が
野
鳥
の
森
。

野
鳥
散
策
路
全
長
２
．
５
㌖
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
林
道
か

ら
コ
ル
リ
歩
道
を
５
分
も
登
れ
ば
、
再
び

林
道
に
出
る
。
す
ぐ
右
に
オ
オ
ル
リ
歩
道

入
口
。
休
憩
舎
が
あ
り
、
中
に
木
の
葉
の

説
明
板
が
あ
る
。美
し
い
ブ
ナ
林
を
登
る
。

ち
ょ
っ
と
き
つ
い
登
り
な
の
で
、
足
腰
に

自
信
の
な
い
人
は
寒
天
林
道
を
行
っ
て
も

よ
い
。

　

15
分
ほ
ど
で
青
ス
ズ
台
の
展
望
所
。 

河
津
や
下
田
方
面
、伊
豆
七
島
が
望
め
る
。

　

青
ス
ズ
台
歩
道
を
下
れ
ば
ま
た
林
道
の

広
場
に
出
る
。
広
場
に
は
野
鳥
図
板
が
あ

る
。

　

潅
木
林
に
入
る
と
す
ぐ
左
に
佐
賀
野
入

歩
道
。
天
城
ト
ン
ネ
ル
か
ら｢

上
り
御
幸

歩
道｣

経
由
で
八
丁
池
を
目
指
す
と
こ
こ

に
来
る
。（
34
頁
参
照
）。
八
丁
池
口
ま
で

戻
る
コ
ー
ス
も
こ
の
道
で
あ
る
。
帰
り
は

こ
こ
を
下
る
。 

　

林
道
の
終
点
に
ト
イ
レ
が
あ
る
。
ほ
か

に
ト
イ
レ
は
な
い
の
で
そ
の
つ
も
り
で
。

　

ト
イ
レ
の
前
か
ら
１
分
足
ら
ず
で
見
晴

台
。
展
望
台
に
上
が
る
と
３
６
０
度
の
展

望
が
得
ら
れ
る
。
目
の
前
に
広
が
る
ブ
ナ

の
林
、
そ
の
中
に
青
く
澄
ん
だ
八
丁
池
、

ブ
ナ
林
の
上
に
雪
を
被
っ
た
富
士
山
が
望

め
る
。

　

八
丁
池
は
そ
の
周
囲
が
八
丁
（
約

８
７
０
㍍
）
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ

る
。 

湖
畔
に
は
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

６
月
に
昭
和
天
皇
が
訪
れ
た
の
を
記
念
し

て
建
て
ら
れ
た
行
幸
記
念
碑
が
あ
る
。
池

の
北
側
に
は
龍
が
ま
つ
わ
り
つ
い
た
水
神

さ
ん
（
弁
財
天
）
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
対

岸
に
は
弁
財
天
（
線
刻
石
仏
）
も
あ
る
。

　

八
丁
池
は
天
然
記
念
物
の
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
の
産
卵
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
５
～

６
月
頃
訪
れ
る
と
、
池
に
張
り
出
し
た
木

枝
に
白
い
花
が
咲
い
た
よ
う
な
卵
塊
が
見

ら
れ
る
。

　

帰
り
は
前
の
佐
賀
野
入
歩
道
を
下
る
。

ア
セ
ビ
や
ブ
ナ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
樹
林
帯

を
下
り
、
途
中
か
ら
コ
マ
ド
リ
歩
道
に
入

り
、
ブ
ナ
林
を
歩
い
て
一
旦
林
道
に
出
た

ら
、
す
ぐ
に
ヒ
ノ
キ
林
の
ウ
グ
イ
ス
歩
道

に
入
る
。
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
下
り
道
な
の

で
注
意
し
て
下
ろ
う
。
下
り
切
る
と
八
丁

池
口
の
バ
ス
停
に
出
る
。

　

バ
ス
の
時
間
ま
で
に
戻
れ
な
い
場
合

は
、
佐
賀
野
入
歩
道
か
ら
コ
マ
ド
リ
歩
道

に
入
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
上
り
御
幸
歩
道
を

天
城
峠
（
バ
ス
停
）
に
向
か
う
。
ま
た
は

八
丁
池
か
ら
下
り
御
幸
歩
道
で
水
生
地
下

（
バ
ス
停
）
へ
下
っ
て
も
よ
い
。（
35
頁
参

照
）。

　

ま
た
、
八
丁
池
口
ま
で
来
て
バ
ス
に
間

に
合
わ
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
バ
ス
道

を
二
階
滝
（
バ
ス
停
）
ま
で
歩
け
ば
よ
い
。

　

八
丁
池
に
は
休
憩
舎
が
あ
る
の
み
で
売

店
は
な
い
の
で
弁
当
・
水
筒
は
必
ず
持
っ

て
い
く
こ
と
。

野
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
ブ
ナ
の
森
を

散
策
し
て
天
城
の
瞳
・
八
丁
池
へ

�
野
鳥
の
森
か
ら
八
丁
池

N

0 100m 500m

P
起終点

八丁池口
寒天橋・二階滝へ

二階滝バス停まで4.3km

案内板
野鳥の森

八丁池へ2.7km

八
丁
池
遊
歩
道

（
寒
天
林
道
）

三筋山へ

八丁池へ2.3km

0.6km

ウ
グ
イ
ス
歩
道

八丁池へ2.1km

ベンチ

休憩舎
野鳥の森
　案内板

0.8km

八丁池へ1.6km

0.5km

ベンチ 野鳥の森

コルリ歩道コルリ歩道

コ
マ
ド

リ歩
道

野鳥の森

上り御幸歩道
向
峠
・
天
城
峠
へ

（
寒
天
林
道
）

八

青
ス
ズ
台
歩
道

佐
賀
野
入
歩
道

丁
池
遊
歩
道
大石 青

ス
ズ
台

　
休
憩
所

0.8km

0.4km 八丁池へ
1.0km

八丁池へ15分
向峠へ60分

ベンチ

見
晴
台
へ
２
分

弁
才
天

（
線
刻
石
仏
）

見
晴
台

水神さん
休憩舎

昭和天皇
　行幸記念碑

万二郎・万三郎岳へ

水生地へ 下り御幸
歩道

水生地下へ1時間30分

下
り
御
幸
歩
道
を
経
て

　
　
　
　
　
　
水
生
地
へ

コースタイム（参考）

75分75分 バス

40分

バス

32分

バス

32分

バス

38分

修
善
寺
駅

　
昭
和
の
森
会
館

　
八
丁
池
口

八
　
丁
　
池

　
八
丁
池
口

　
昭
和
の
森
会
館

修
善
寺
駅

コ
ル
リ
歩
道

オ
オ
ル
リ
歩
道

青
ス
ズ
台
経
由

佐
賀
野
入
歩
道

コ
マ
ド
リ
歩
道

ウ
グ
イ
ス
歩
道
経
由

歩程約２時間30分（往復）

駐車場へ1.4km

道

オ
オ
ル
リ

歩

八
丁
池

（18・19頁参照）

（35頁参照）

下り八丁池歩道へ
（35頁参照）

（
35
頁
参
照
）

（39頁参照）

◎：4～10 月の土休日と GW と 11/1～30 運行
●：6～10 月の土休日と 11/1～30 運行
☆：4～5 月の土休日と GW 運行
★：4～5 月の土休日と GW と 11/1～30 運行
◇：11/1～30 運行

時刻表は変更となる場合がございますので、お問い合わせください。
河津駅発は特定日運行のため下記までお問い合せください。

寒天橋から八丁池口の間は専用バス道路のため一般車の通行は
できない。
タクシーは可なので早朝やバス運休日の場合、河津駅から八丁池
口までタクシー利用が便利。

●お問い合わせ先／新東海バス　☎0558・72・1841

修善寺駅発 8：40
昭和の森会館発 9：21 10：41 13：35 14：50 15：40
天城峠発 9：26 10：46 13：40 14：55 15：45
踊子歩道二階滝口発 9：09 10：49 13：43 14：58 15：48
八丁池口着 9：53 11：13 14：07 15：22 16：12

八丁池口発 9：56 11：16 14：10 15：25 16：20
踊子歩道二階滝口発 10：00 11：40 14：34 15：49 16：44
天城峠発 10：23 11：43 14：37 15：52 16：47
昭和の森会館着 10：28 11：48 14：42 16：00 16：55
修善寺駅着    16：38 17：33

◎ ◎ ◎ ◇ ☆

◎ ◎ ★ ● ☆

八丁池口行バス時刻表

平成28年4月1日現在

▲野鳥の森を歩く

▲八丁池の水神さん

▲見晴台からの八丁池　富士山も望める

▲ブナ林を歩く（佐賀野入歩道）
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修
善
寺
駅
か
ら
八
丁
池
口
行
き
の
バ
ス

で
１
時
間
13
分
、
終
点
で
下
車
。
八
丁
池

口
行
き
の
バ
ス
は
季
節
運
行
の
た
め
注
意

の
こ
と
（
37
頁
参
照
）。

　

八
丁
池
口
で
バ
ス
を
降
り
た
ら
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
林
の
舗
装
さ
れ
た
寒
天
林
道
を

上
っ
て
行
く
。
左
に
大
き
く
カ
ー
ブ
し
た

所
を
右
に
折
れ
て
、
道
な
り
に
進
む
と
分

岐
。
案
内
図
と
道
標
が
あ
る
。
こ
こ
を
戻

る
よ
う
に
上
っ
て
行
く
。
開
け
た
所
か
ら

潅
木
林
に
入
り
、
ア
セ
ビ
の
林
を
抜
け
る

と
右
側
が
開
け
た
明
る
い

道
と
な
り
、
三
筋
山
方
面

が
望
め
る
。
ブ
ナ
や
ヒ
メ

シ
ャ
ラ
の
樹
林
帯
を
上
り

切
る
と
ブ
ナ
の
巨
木
が
あ

る
ピ
ー
ク
だ
。

　

こ
こ
か
ら
は
ブ
ナ
や
カ

エ
デ
が
繁
る
樹
林
帯
の
下

り
。
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
林
を

見
て
、
ヒ
ノ
キ
の
林
を
下

る
と
上
佐
ケ
野
林
道
に
出

る
。

　

林
道
の
広
場
に
出
る
と

風
力
発
電
機
の
巨
大
な
風

車
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。
こ
こ
か
ら
は
風
力
発
電
所
エ
リ
ア
建

設
に
伴
い
造
ら
れ
た
舗
装
道
路
（
一
般
車

通
行
不
可
）
を
し
ば
ら
く
歩
き
、
以
前
か

ら
の
遊
歩
道
に
戻
る
。
こ
れ
を
三
筋
山
ま

で
三
度
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

　

途
中
の
展
望
所
で
は
三
筋
山
へ
と
広
が

る
起
伏
の
あ
る
草
原
と
稜
線
に
連
な
る
風

車
、
東
伊
豆
の
海
や
伊
豆
大
島
が
望
め
る
。

　

小
さ
な
ピ
ー
ク
を
越
え
、
舗
装
道
に
入

り
草
原
の
遊
歩
道
を
辿
る

と
草
原
は
ま
す
ま
す
広
が

り
、
伊
豆
一
を
誇
る
草
原

･

三
筋
山
の
山
頂
に
着
く
。

山
頂
は
３
６
０
度
の
大
展

望
地
。
細
野
高
原
や
稲
取

の
ゴ
ル
フ
場
、伊
豆
七
島
、

爪
木
崎
、
南
伊
豆
方
面
の

山
並
み
、
振
り
返
る
と
稜

線
に
連
な
る
風
車
と
天
城
連
山
が
手
に
取

る
よ
う
に
望
め
る
。

　

下
山
コ
ー
ス
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
細

野
高
原
か
ら
二
つ
の
湿
原
を
見
て
伊
豆
稲

取
駅
に
下
る
お
よ
そ
２
時
間
30
分
の
コ
ー

ス
と
、
も
う
一
つ
は
大
池
高
原
か
ら
見
高

入
谷
を
経
て
見
高
弁
天
町
へ
下
り
今
井
浜

海
岸
駅
へ
出
る
お
よ
そ
３
時
間
の
コ
ー

ス
。

　

こ
こ
で
は
伊
豆
稲
取
駅
へ
下
る
コ
ー
ス

を
紹
介
。

　

海
へ
向
か
っ
て
草
原
を
し
ば
ら
く
下

り
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
発
進
台
を
見
て

な
お
も
下
る
と
駐
車
場
の
あ
る
広
場
。
こ

こ
ま
で
車
で
上
っ
て
来
れ
る
。
海
へ
向

か
っ
て
少
し
狭
い
舗
装
道
を
下
る
。
休
憩

舎
の
先
の
分
岐
を
左
に
下
り
、
左
か
ら
の

道
と
合
流
し
て
、
そ
の
ま
ま
右
に
下
る
。

　

中
山
二
号
湿
原
、
一
号
湿
原
で
は
珍
し

い
湿
原
植
物
が
見
ら
れ
る
の
で
寄
っ
て
い

こ
う
。

　

わ
ら
び
狩
り
の
受
付
所
と
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
基
地
・
伊
豆
フ
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が

あ
る
分
岐
か
ら
左
に
曲
が
り
、
舗
装
さ
れ

た
林
道
を
下
る
。
山
神
社
の
先
、
庚
申
塔

が
あ
る
分
岐
か
ら
左
に
駅
へ
の
近
道
を
下

れ
ば
駅
は
近
い
。

　

こ
の
コ
ー
ス
、
駅
ま
で
の
距
離
が
長
い

の
で
、
陽
の
短
い
冬
場
は
避
け
た
方
が
よ

い
。
途
中
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
こ
と
も

可
能
だ
が
、
ど
こ
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ

る
か
は
相
談
。

天
城
の
ブ
ナ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
森
林
か
ら
風
車
と

３
６
０
度
の
大
展
望
地
・
草
原
の
三
筋
山
へ

N

修
善
寺
駅

　
八
丁
池
口

分
　
　
岐

ピ
　

ー
　

ク（
１
１
２
７
ｍ
）

上
佐
ヶ
野
林
道

展
　

望
　

所

三
　

筋
　

山

大
池
高
原

見
高
入
谷

　
見
高
弁
天
町

今
井
浜
海
岸
駅

30分

25分

25分

20分

35分

40分

45分

40分

30分

60分

70分

50分

60分

10分

10分

70分

80分

30分

35分

バス

73分

コースタイム（参考）

細
野
高
原中

山
湿
原

伊
豆
稲
取
駅

120分

所要時間／約５時間55分

起点

分岐

八丁池口

ピーク1127.3m

三筋山　6.1km
八丁池　3.6km

1000m
1020m

888.5m

803.5m

822m

案内板

案内板

案内板

桃野湿原

大昭和製紙看板

案内板案内板

山頂に展望台あり

県営林

今井浜高原
フライングスクール

大池キャンプ場

舗装道

田尻川

芝原湿原

中山二号湿原
中山一号湿原

杉・檜林

稲取ゴルフ場へ

わらび狩り受付所

伊豆フライトハウス

案内板案内板

八丁池へ

八丁池へ

上佐ヶ野林道

上佐ヶ野へ

二階滝・寒天橋を経て
　　河津・修善寺駅へ

休憩舎
トイレP

車
止
め

ヒ
メ
シ
ャ
ラ

休
憩
舎

ブ
ナ
林

三筋山　4.8km
八丁池　4.8km

展望所
（ベンチ）

小さなピーク

八丁池　7.5km
細野高原1.5km
大池高原3.6km

駐車場
トイレP

三筋山三筋山

大池高原1.5km

急
な
下
り

630m

三筋山　2.0km
大　池　1.6km

案内板

大池高原

大
池
高
原
入
口

赤
い
ゲ
ー
ト

（
一
般
車
通
行
止
）

稲取ゴルフ場
赤
松
神
社

石
仏
・
庚
申
塔

石
仏

石仏

石仏

山
神
社

東
海
バ
ス

庚
申
塔

終
点

伊東へ

伊東・熱海へ

伊豆稲取駅
（伊豆急行）

伊豆稲取駅
（伊豆急行）

稲
取
温
泉
へ

入谷口
文

高
圧
線見

高
入
谷
口

（
バ
ス
の
便
少
な
い
）

見
高
入
谷

135

七
廻

卍 

隠
了
寺

やとの大杉

前
の
川
橋

亀
ト
の
句
碑

峠

浜
田
屋

見
高
港 Ｇ

ク
ル
ー
ズ

伊
豆
急
行

石
仏

田中へ

今井浜30分

踏切

今井浜海岸駅

伊豆急下田へ河津
下田へ

見
高
弁
天
町

0 500m 1km 2km

舗
装
路

細
野
高
原

（
休
憩
舎・ベ
ン
チ・ト
イ
レ
）

細
野
高
原

（
休
憩
舎・ベ
ン
チ・ト
イ
レ
）

（37頁参照）

（35頁参照）

終点

P

一般車通行不可

�
三み
す
じ
や
ま

筋
山
遊
歩
道

▲ヒメシャラの林

▲細野高原から天城山を望む

▲桃野湿原から三筋山を望む



4041

ほ
ど
で
二
本
杉
峠
。
幕
末
開
港
を
め
ぐ
っ

て
数
多
く
の
歴
史
上
の
人
物
が
往
来
し
た

旧
天
城
峠
で
あ
る
。
こ
の
分
岐
を
右
に
下

る
と
天
城
遊
々
の
森
、
左
に
下
る
と
河
津

七
滝
・
湯
ヶ
野
へ
と
行
く
（
現
在
通
行
止

め
）。
い
わ
ゆ
る
こ
の
道
は
古
い
天
城
街

道
で｢

日
本
の
歴
史
の
道
百
選｣

に
選
ば

れ
て
い
る
。

　

二
本
杉
峠
か
ら
は
多
少
の
上
り
下
り
は

あ
る
が
比
較
的
平
坦
な
道
が
続
く
。
滑
沢

峠
か
ら
、
尾
根
の
北
面
の
平
坦
な
道
を
し

ば
ら
く
行
く
。
三
蓋
山
へ
は
ブ
ナ
林
の
急

登
。
越
え
れ
ば
、
つ
げ
峠
だ
。
ア
セ
ビ
な

ど
が
目
立
つ
樹
林
帯
で
、
た
ま
に
樹
間
に

西
伊
豆
方
面
の
山
が
望
め
る
程
度
で
展
望

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

猫
越
峠
の
変
則
十
字
路
を
右
に
行
く
。

ゆ
る
や
か
な
上
り
下
り
を
繰
り
返
す
と
二

等
三
角
点
の
あ
る
猫
越
岳
。
少
し
下
る
と

猫
越
岳
山
頂
の
池
が
あ
る
。
池
に
は
水
生

植
物
の
ヒ
ル
ム
シ
ロ
が
生
え
、
初
夏
に

は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵

も
見
ら
れ
る
。
こ
の
先
に
展

望
所
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
向

か
う
仁
科
峠
か
ら
西
伊
豆
方

面
、
富
士
山
、
南
ア
ル
プ
ス

ま
で
望
め
る
。

　

ア
セ
ビ
な
ど

の
潅
木
が
茂
る

急
な
木
の
段
を

下
る
と
後
藤

峠
。
上
り
返
し
て
後
藤
山
。
再
び
下
り
に

な
る
と
天
城
放
牧
場
か
ら
魂
の
山
、
富
士

山
が
望
め
る
。

　

牧
場
の
道
を
横
断
し
て
上
る
と
ナ
ベ
石

と
呼
ば
れ
る
巨
石
が
あ
る
展
望
所
。
富
士

山
を
は
じ
め
、
３
６
０
度
の
展
望
が
素
晴

ら
し
い
所
だ
。
サ
サ
原
の
中
を
下
る
と
県

道
伊
東
西
伊
豆
線
の
仁
科
峠
。
道
路
反
対

側
の
斜
面
を
上
り
、
サ
サ
原
の
中
を
下
る

と
風
早
峠
に
出
る
。

　

伊
豆
半
島
の
中
央
部
に
Ｕ
字
形
を
し
て

ぐ
る
り
と
連
な
る
天
城
分
水
嶺
は
６
市
町

に
ま
た
が
り
、
総
延
長
約
60
㌖
あ
る
。
北

東
部
の
天
城
山
（
万
三
郎
岳
）
は
日
本
百

名
山
に
選
定
さ
れ
、 
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が

訪
れ
る
が
、
北
西
部
か
ら
北
に
伸
び
た
伊

豆
山
稜
線
は
交
通
の
不
便
さ
も
あ
っ
て
訪

れ
る
ハ
イ
カ
ー
は
少
な
い
。

　

伊
豆
山
稜
線
歩
道
は
天
城
峠
か
ら
猫
越

岳
、
仁
科
峠
、
魂
の
山
、

棚
場
山
、
達
磨
山
、
金

冠
山
を
越
え
て
修
善
寺

自
然
公
園
ま
で
42
㌖
あ

り
、
一
気
に
縦
走
す
る

の
は
難
し
い
の
で
、
途

中
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
麓

に
下
っ
て
宿
泊
す
る
必
要
が
あ
る
。
麓
ま

で
の
往
復
は
、
距
離
が
長
い
の
で
宿
か
ら

は
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
頼
む
こ
と
に
な
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
河
津
駅
行
き
の
バ
ス
で

43
分
、
天
城
峠
で
下
車
。
新
天
城
ト
ン
ネ

ル
か
ら
急
坂
を
登
り
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
に

出
た
ら
、
更
に
ト
ン
ネ
ル
脇
か
ら
天
城

峠
に
登
る
。
登
り
切
る

と
Ｔ
字
路
。
左
に
行
く

と
八
丁
池
・
天
城
縦
走

コ
ー
ス
。
山
稜
線
歩
道

は
右
に
行
く
。
稜
線
の

北
面
を
行
く
平
坦
な
道

で
古
峠
を
通
り
天
城
峠
か
ら
１
時
間
20
分

天城峠周辺詳細

修
善
寺
駅
へ

水生地下
八
丁
池
へ

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル

新
天
城
ト
ン
ネ
ル

天城峠
天城峠

天城大橋

休憩舎
トイレ

（旧天城トンネル）

P

旧
下

田
街

道

八丁池 5.7km
仁科峠 14.5km

天城峠　 2.1km
二本杉峠 1.8km

仁科峠 8.9km
つげ峠 2.7km
新天城トンネル 6.3km
旧天城峠 1.6km

滑沢峠 1.3km
つげ峠 1.2km

つげ峠 2.7km
新天城トンネル 11.7km
仁科峠 3.5km

仁科峠 2.1km
猫越峠 1.4km

風早峠 1.3km
船原峠 9.3km
天城峠バス停 15.3km

猫越峠 2.7km
仁科峠 6.2km
滑沢峠 2.7km
新天城トンネル 9.0km

850m

起終点

0 500m 1km

伊豆山稜線歩道船原峠へ
 　　　　（43 頁参照）

持越温泉・湯ヶ島温泉・
修善寺駅へ

N

風
早
峠 天城放牧場

940m
895m

後
藤
山 後

藤
峠 展

望
所

猫
越
岳

山
頂
の
池

猫
越
峠

手
引
頭

つ
げ
峠

湯ヶ島温泉
修善寺駅へ

滑
沢
峠

二
本
杉
峠（
旧
天
城
峠
）

滑
沢
渓
谷

八丁池へ
（35 頁参照）

昭
和
の
森
会
館

本

谷

川

芭蕉の滝芭蕉の滝

滑沢峠 2.0km

古峠

河津へ

天城遊々の森

車止め

水生地下

天城峠

太郎杉
太郎杉園地

猫越

桐山

修善寺駅へ

1012.3m

仁科峠展望台
ナベ石（巨石）
富士山の展望良し

仁科峠
石柱「仁科峠」
案内板

1034.7m

994m
猫
越
岳

（
二
等
三
角
点
）

ね
っ
こ

P
天城峠

三蓋山
みかさやま

960m

水呑頭

仁科峠 1.0km
猫越峠 3.5km

西伊豆へ

県

線

道 伊東 西
伊

豆

宇
久
須
峠

830m

600m

840m

天城ゆうゆうの森入口

820m

970m

770m

ダム

道の駅「天城越え」
昭和の森会館
伊豆半島ジオパーク
天城ビジターセンター

昭和の森会館
伊豆半島ジオパーク
天城ビジターセンター

新
天
城
ト
ン
ネ
ル

修
善
寺
駅

　天
城
峠

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル

天

　城

　峠

古

　
　
　峠

二
　本
　杉
　峠

滑

　沢

　峠

三

　蓋

　山

つ

　げ

　峠

猫

　越

　峠

猫

　越

　岳

猫
越
岳
山
頂
の
池

後

　藤

　山

仁

　科

　峠

風

　早

　峠

　持
越
温
泉

修
善
寺
駅

バス

43分

バス

46分

15分

10分

0.3km

25分

15分

0.5km

40分

40分

1.9km

40分

40分

60分

2.0km

2.2km

25分

25分

1.6km

40分

30分

1.3km

30分

40分

1.2km

80分

80分

3.0km

25分

20分

0.7km

15分

20分

0.7km

30分

30分

1.7km

15分

20分

1.0km

30分

30分

1.3km

170分

10.8km

天城ゆうゆうの森入口

修善寺駅
バス 41分

所要時間：約6時間50分（　天城峠～風早峠 ）

1034m994m895m770m
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800m
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1200m
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830m840m
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850m 650m1012m960m

猫
越
岳
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仁
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猫
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峠

風
早
峠

天
城
峠

天
城
峠

三
蓋
山

つ
げ
峠

二
本
杉
峠

古

　峠

滑
沢
峠

伊豆山稜線歩道①高低図

コースタイム（参考）

970m

最
も
天
城
ら
し
い
ブ
ナ･

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
樹
林
帯
か
ら
、

サ
サ
原
の
広
が
る
西
天
城
高
原
へ

�
伊
豆
山さ
ん
り
ょ
う
せ
ん

稜
線
歩
道
⑴ 

天
城
峠
〜
風
早
峠

▲猫越岳山頂の池

▲二本杉峠

▲仁科峠
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前
項
の
伊
豆
山
稜
線
歩
道
⑴
の
終
点
を

風
早
峠
と
し
た
が
、
こ
こ
に
宿
泊
施
設
は

な
い
の
で
、
持
越
温
泉
ま
で
下
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
距
離
に
し
て
10
．
８
㌖
も

あ
る
の
で
続
い
て
歩
く
の
は
ち
ょ
っ
と
き

つ
い
。
宿
の
車
か
タ
ク
シ
ー
を
頼
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
風
早
峠
か
ら
船
原
峠
を

歩
く
場
合
も
逆
に
持
越
温
泉
、
ま
た
は
宿

泊
先
か
ら
宿
の
車
か
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

伊
豆
山
稜
線
歩
道
は
西
天
城
高
原
線
の

道
路
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
る
の
で
、
自
然

保
護
や
動
物
に
や
さ
し
い
処
置
が
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
カ
ル
バ
ー
ト
で
あ

る
。
カ
ル
バ
ー
ト
と
は
、
こ
の
辺
り
に
生

息
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ニ
ホ
ン
イ
ノ

シ
シ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
生
活

圏
を
道
路
が
分
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
け
も
の
道
の
あ
っ
た
所
に
動

物
移
動
用
の
ト
ン
ネ
ル
を
道
路
下
に
設
置

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
動
物

の
生
活
圏
の
確
保
と
交
通
事
故
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
カ
ル
バ
ー
ト
は
縦
横
４
㍍

の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
（
３
ヶ
所
）
と

直
径
２
㍍
の
パ
イ
プ
カ
ル
バ
ー
ト
（
６
ヶ

所
）
の
２
種
類
が
あ
る
。

　

船
原
峠
ま
で
８
㌖
。
随
所
に
道
標
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
歩
け
る

が
、
階
段
の
上
り
下
り
が
多
く
、
足
腰
の

弱
い
人
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
。
特
に
膝

や
腰
に
故
障
の
あ
る
人
に
は
お
す
す
め
で

き
な
い
。

　

ま
た
、
海
岸
に
近
い
稜
線
な
の
で
季
節

風
が
強
く
、
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
は

防
寒
衣
類
と
風
除
け
の
衣
類
も
必
要
。
２

～
３
月
に
は
雪
の
降
る
こ
と
が
あ
る
。

　

お
す
す
め
は
マ
メ
ザ
ク
ラ
や
ア
セ
ビ
の

咲
く
４
月
、新
緑
の
５
～
６
月
、紅
葉
シ
ー

ズ
ン
の
11
月
。

　

風
早
峠
か
ら
道
路
に
平
行
し
た
尾
根
道

を
行
く
。
途
中
か
ら
林
道
と
な
り
宇
久
須

峠
へ
。
休
憩
舎
と
案
内
板
、石
仏
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
サ
サ
原
の
草
原
に
続

く
木
の
段
の
上
り
。
振
り
返
る
と
、
猫
越

岳
や
後
藤
山
の
山
並
み
、 

天
城
放
牧
場
の

建
物
が
見
え
る
。

　

し
ば
ら
く
上
っ
て
三
差
路
か
ら
右
に

下
る
と
、
サ
サ
原
の
草
原
と
別
れ
小
さ

な
十
字
路
を
過
ぎ
る
と
樹
林
帯
に
入
る
。

２
０
０
段
近
い
木
の
段
を
上
り
、
ア
セ
ビ

の
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
魂
の
山
。
案
内
板

の
標
高
９
９
３
㍍
は
９
３
３
㍍
の
誤
り
。

　

魂
の
山
か
ら
は
下
り
。
木
の
段
の
途
中

か
ら
富
士
山
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
向
か

う
達
磨
山
方
面
が
望
め
る
。

　

右
下
に
道
路
が
近
づ
い
て
く
る
と
土
肥

峠
の
分
岐
。
右
上
に
木
の
段
を
上
が
る
と

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
が
あ
る
。
カ
ル

バ
ー
ト
の
先
は
林
道
達
原
線
で
持
越
鉱
山

か
ら
持
越
温
泉
へ
の
道
で
あ
る
。
案
内
で

は
持
越
温
泉
ま
で
３
．
８
㌖
と
あ
る
が
、

実
際
は
４
．
５
㌖
あ
る
。

　

稜
線
の
各
峠
は
、
か
つ
て
湯
ヶ
島
と
西

伊
豆
と
を
結
ぶ
生
活
道
路
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
名
残
の
道
や
道
標
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

土
肥
峠
か
ら
は
し
ば
ら
く
道
路
に
平
行

し
た
歩
道
が
続
く
。木
の
段
が
多
く
、上
っ

た
り
下
っ
た
り
の
繰
り
返
し
が
多
い
。

　

南
無
妙
峠
に
は
休
憩
舎
と
ベ
ン
チ
、

｢

南
無
妙
法
蓮
華
経｣

と
彫
ら
れ
た
石
碑

が
あ
る
。
か
つ
て
こ
こ
で
行
き
倒
れ
た
夫

婦
の
供
養
の
た
め
に
村
人
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
も
の
と
い
う

　

吉
奈
峠
に
は
古
い
石
柱
の
道
標
が
あ

る
。
約
２
３
０
段
の
き
つ
い
木
の
段
を
上

る
と
船
原
峠
ま
で
１
．
５
㌖
の
棚
場
山
の

山
頂
。
木
の
段
を
下
る
と
船
原
峠
ま
で
は

緩
い
下
り
坂
。
旧
国
道
１
３
６
号
線
に
出

る
と
休
憩
舎
と
案
内
板
が
あ
る
。
反
対
側

に
山
稜
線
歩
道
の
達
磨
山
方
面
の
上
り
口

が
あ
る
。
こ
こ
に
は
バ
ス
停
が
な
い
の
で

大
曲
茶
屋
ま
で
お
よ
そ
３
㌖
歩
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

広
々
と
し
た
解
放
感
あ
ふ
れ
る
サ
サ
原
と
ア
セ
ビ
の
ト
ン
ネ
ル

春
に
は
マ
メ
ザ
ク
ラ
に
包
ま
れ
る
稜
線
を
歩
く

�
伊
豆
山さ
ん
り
ょ
う
せ
ん

稜
線
歩
道
⑵ 

風
早
峠
〜
船
原
峠

N

136

0 500m 1km

P

コースタイム（参考）

バス

46分

バス

28分

220分

10.8km

25分

20分

1.0km

35分

25分

1.5km

30分

35分

1.5km

20分

20分

1.0km

20分

20分

1.1km

15分

10分

0.4km

30分

35分

1.5km

50分

55分

3.1km

70分4.5km

持越温泉

所要時間：約3時間45分（ 風早峠～大曲茶屋 ）

船原峠詳細

修
　善
　寺
　駅

　持
越
温
泉

風

　早

　峠

宇
　久
　須
　峠

魂

　の

　山

土

　肥

　峠

南
　無
　妙
　峠

吉

　奈

　峠

棚

　場

　山

船

　原

　峠

大
　曲
　茶
　屋

修
　善
　寺
　駅

西伊豆スカイライン戸田峠へ

土肥へ

西伊豆スカイライン
戸田峠

大曲茶屋
バス停

達磨山コース
（13頁参照）

土肥へ

ベンチ・案内板

大曲茶屋

旧国道
大曲茶屋船原峠

棚場山 753.1m

吉奈峠

南無妙峠

ベンチ

土肥峠

魂の山

船原峠 7.0km
魂ノ山 1.5km
風早峠 1.0km
仁科峠 2.3km

分岐

こん

西伊豆へ
天城放牧場

県

約 200 段の急な丸太の段約 200 段の急な丸太の段

石仏

770m

仁科峠へ（41頁参照）

ベンチ・案内板

ベンチ・案内板

853m

933m

「南無妙法蓮華経」の石碑

船原峠 2.85km
宇久須峠 4.15km

石柱（道標）

カルバート

棚
場
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ン
ネ
ル
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へ
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へ
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へ
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道
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原 

峠
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伊豆山稜線歩道②高低図
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西
伊
豆
歩
道
は
伊
豆
西
海
岸
の
大
瀬
崎

（
沼
津
市
）
か
ら
西
伊
豆
町
堂
ヶ
島
ま
で

の
海
岸
線
に
作
ら
れ
た
八
つ
の
長
い
コ
ー

ス
で
あ
る
。 

伊
豆
市
内
を
通
る
コ
ー
ス

の
一
つ
目
は
通
り
崎
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　

起
点
は
土
肥
港
で
あ
る
が
、
土
肥
か
ら

港
ま
で
を
追
加
し
て
通
り
崎
コ
ー
ス
と
し

て
紹
介
し
た
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
松
崎
行
き
、
長
八
美
術

館
行
き
の
バ
ス
で
51
分
、
土
肥
温
泉
で
下

車
。

　

車
利
用
の
場
合
は
、 

松
原
公
園
の
市
営

駐
車
場
に
停
め
て
、
終
点
の
八
木
沢
か
ら

バ
ス
で
戻
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ス
の
便
は

あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
、
事
前
に
調
べ
て

お
い
た
方
が
良
い
。

●（
問
）新
東
海
バ
ス
修
善
寺
事
業
所

　

☎
０
５
５
８･

７２･

１
８
４
１

　

バ
ス
を
降
り
た
所
に
世
界
一
の
花
時
計

と
温
泉
ヤ
グ
ラ
、
足
湯
・
手
湯
の
施
設
が

あ
る
。

　

花
時
計
は
キ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
っ
た
時

計
で
直
径
31
㍍
、
分
針
の
長
さ
は
12
．
５

㍍
、
秒
針
は
10
．
８
㍍
で
、
周
囲
は
四
季

の
花
で
彩
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
時
計
の

外
側
に
は
健
康
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、こ
の
歩
道
の
上
を
歩
く
こ
と
に
よ
り
、

足
裏
の
ツ
ボ
を
刺
激
し
、
血
行
促
進
的
効

果
、
運
動
生
理
効
果
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な

ど
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　

す
ぐ
隣
が
松
原
公
園
で
マ
ツ
林
に
入
る

と
、
地
元
作
家
に
よ
る
沢
山
の
彫
像
と
若

山
牧
水
の
歌
碑
、
島
木
赤
彦
の
歌
碑
、
大

場
美
夜
子
の
句
碑
、
井
沢
満
の
青
春
の
碑

な
ど
が
あ
り
、
近
く
の
松
原
大
橋
の
歩
道

橋
に
は
若
山
牧
水
の
像
も
あ
る
。
大
正
７

年
に
初
め
て
土
肥
温
泉
を
訪
れ
た
彼
は
、

土
肥
温
泉
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
何
度
も
訪

れ
て
、
沢
山
の
歌
を
残
し
て
い
る
。

　

温
泉
ヤ
グ
ラ
の
所
に
は
花
登
筐
の
歌
碑

も
あ
る
。

　

マ
ツ
林
を
抜
け
海
岸
遊
歩
道
を
土
肥
港

へ
。
火
振
川
の
バ
ス
停
の
先
に
西
伊
豆
歩

道
通
り
崎
コ
ー
ス
の
案
内
板
が
あ
る
。
左

の
山
道
へ
入
る
と
、
簡
易
舗
装
さ
れ
た
急

な
坂
を
右
に
大
き
く
カ
ー
ブ
し
な
が
ら

上
っ
て
い
る
。
右
下
に
国
道
、
左
に
み
か

ん
畑
を
見
な
が
ら
潅
木
の
中
を
行
く
と
、

や
が
て
平
坦
で
歩
き
や
す
い
道
に
な
る
。

枝
道
も
あ
る
が
真
っ
す
ぐ
進
む
。
右
手
、

海
側
の
木
立
の
間
か
ら
富
士
山
が
望
め

る
。

　

元
臨
海
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
か
ら
左
に
曲

が
り
、
急
な
丸
太
の
段
を
上
り
切
る
と
小

さ
な
切
通
し
の
峠
。
こ
こ
に
道
し
る
べ
の

石
碑
が
あ
る
。

　

峠
か
ら
は
丸
太
の
段
の
下
り
、
女
竹
や

潅
木
か
ら
竹
薮
に
な
り
、
港
か
ら
30
分
で

富
士
見
園
地
。休
憩
舎
と
文
政
の
道
標（
道

し
る
べ
）
と
そ
の
説
明
板
が
あ
る
。 　

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
道
は
、
現
在
の
海

岸
線
を
走
る
国
道
が
出
来
る
前
は
、
こ
の

山
道
が
唯
一
の
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。

古
く
江
戸
時
代
に
は
、旅
人
が
道
に
迷
い
、

し
ば
し
ば
追
い
は
ぎ
に
遭
い
困
っ
て
い
る

の
を
知
っ
た
地
元
八
木
沢
集
落
の
長
者

が
、
私
財
を
投
じ
て
、
こ
の
石
道
標
を
建

て
た
と
言
う
。
そ
れ
以
来
、
道
に
迷
う
旅

人
も
な
く
な
り
、
追
い
は
ぎ
も
出
没
し
な

く
な
り
、
安
心
し
て
通
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
う
。
石
碑
に
は｢

南
無
妙
法
蓮
華

経｣

と
大
き
く
彫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
建

立
し
た
長
者
の
名
前
も
あ
る
。

　

簡
易
舗
装
さ
れ
た
急
な
坂
を
下
り
。
右

側
が
明
る
く
開
け
八
木
沢
の
海
岸
や
丸
山

が
見
え
る
。
も
う
一
つ
の
文
政
の
道
標
を

見
て
、
右
に
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て
下
り
切

る
と
国
道
に
出
る
。
こ
こ
に
西
伊
豆
歩
道

の
案
内
板
が
あ
る
。
案
内
板
で
は
こ
こ
が

通
り
崎
コ
ー
ス
の
終
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
全
長
１
．
65
㌖
、
約
40
分
）。
こ
こ
で
終

わ
っ
て
も
交
通
の
便
が
な
い
の
で
旧
道
を

４
０
０
㍍
ほ
ど
歩
い
た
八
木
沢
の
バ
ス
停

を
終
点
と
し
た
。

　

バ
ス
停
の
手
前
に
天
神
神
社
が
あ
る
の

で
詣
で
て
い
こ
う
。
小
さ
な
神
社
で
は
あ

る
が
見
応
え
の
あ
る
彫
刻
が
あ
る
。
本
殿

の
中
に
は
佐
藤
伝
兵
衛
作
の｢

天
女｣

、

正
面
に
は｢

翁
媼
酒
を
楽
し
む
図｣

と
俳

句
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

佐
藤

伝
兵
衛
は
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
こ
の

地
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
宮
大
工
と
な
り
伊

豆
・
駿
河
の
各
地
で
社
寺
の
造
営
に
大
き

く
か
か
わ
っ
た
人
物
で
、
同
時
に
優
れ
た

彫
刻
師
・
絵
師
で
も
あ
っ
た
。
号
を
環（
た

ま
き
）
ま
た
は
多
満
喜
と
称
し
た
。

文
政
の
古
道
を
道
し
る
べ
に
導
か
れ
て
鄙
び
た
八
木
沢
へ

�
西
伊
豆
歩
道（
通
り
崎
コ
ー
ス
）

N

0 100m 500m
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世界一の花時計

土肥特産市
『ありがとう』

土肥観光案内所

足湯
温泉ヤグラ

土肥大橋松原大橋

西伊豆歩道小土肥コース 戸田へ

土肥温泉土肥温泉

島木赤彦歌碑
若山牧水歌碑

大場美夜子歌碑

屋形共同浴場

土肥金山

コンビニ
土肥金山

土肥マリンホテル
大江戸温泉物語

起終点

松原公園

土
肥
海
水
浴
場

清
水
港
へ

　
　
65
分

Ｈ 

Ｈ 

Ｈ 

Ｈ 

海産物店
湯の川湯の花亭

明治館

火振川

古川

龕付天正金鉱
かんつき

起終点
海
花
亭
い
ず
み

コンビニコンビニ

土肥港

西
伊
豆
歩
道

通
り
崎
コ
ー
ス
案
内
板

土肥港

フィッシング
パーク TOI

元臨海学校

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー

案内板

古い道しるべ
（石碑）

梅
の
木
地
蔵

文政の道しるべ
（石碑）

西伊豆歩道
通り崎コース案内板

通り崎

Ｈ 

伊東園ホテル 土肥

通り崎 展望所

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ

富士見園地

休憩舎

八木沢トンネル

天神神社

堂ヶ島へ

西
伊
豆
歩
道
丸
山
コ
ー
ス

（
47
頁
参
照
）

水道小屋

“横断注意”

136

起終点
八木沢

コースタイム（参考）

20分

20分

30分

30分

15分

20分

バス

51分

バス

55分

修
善
寺
駅

　
土
肥
温
泉

　
土
肥
港

富
士
見
園
地

　
八
木
沢

修
善
寺
駅

◉所要時間：約1時間50分

修
善
寺
駅
へ

フェリー乗り場

▲世界一の花時計

▲松原公園（若山牧水像）

▲文政の道しるべ

▲ 翁
おきなおうな

媼 酒を楽しむ図（天神神社）
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西
伊
豆
歩
道
丸
山
コ
ー
ス
は
、
通
り

崎
コ
ー
ス
と
合
わ
せ
て
も
４
㌖
程
度
な

の
で
１
日
コ
ー
ス
と
し
て
歩
く
こ
と
は

で
き
る
。

　

起
点
の
八
木
沢
ま
で
は
修
善
寺
駅
か
ら

松
崎
行
き
、
長
八
美
術
館
行
き
の
バ
ス
で

55
分
。
車
利
用
の
場
合
は
、
丸
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
、
帰
り
は

バ
ス
利
用
で
戻
る
こ
と
に
な
る
。

　

通
り
崎
コ
ー
ス
の
終
点
・
八
木
沢
か
ら

海
岸
方
面
に
行
く
と
八
木
沢
漁
港
。
西
伊

豆
の
明
る
い
海
と
船
だ
ま
り
の
あ
る
小
さ

な
漁
村
風
景
が
見
ら
れ
る
。
浜
橋
、
君
沢

橋
の
小
さ
な
橋
を
渡
る
。

　

防
波
堤
に
つ
け
ら
れ
た
舗
装
道
が
海
岸

線
に
沿
っ
て
延
び
て
い
る
。
途
中
、
左
手

に
丸
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
あ
る
。
こ
こ
は

土
肥
桜
と
ハ
マ
ボ
ウ
の
群
生
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
花
名
所
で
あ
る
。
１
月
に
は

白
と
薄
ピ
ン
ク
色
の
土
肥
桜
が
、
７
月
に

は
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
に
似
た
黄
色
い
ハ
マ
ボ

ウ
が
咲
く
。

　

海
岸
に
沿
っ
て
15
分
ほ
ど
進
む
と
左
手

に
急
な
石
段
が
あ
る
。
約
１
３
０
段
ほ
ど

の
長
い
階
段
を
上
り
切
り
、
小
さ
な
分
岐

を
左
に
入
る
と
丸
山
園
地
。
山
隋
大
権
現

の
鳥
居
と
小
さ
な
社
が
あ
り
、
丸
山
城
跡

の
解
説
板
が
あ
る
。

　

｢

こ
の
城
は
北
条
氏
に
属
し
た
土
肥･

高
谷
城
主
富
永
氏
の
出
城
と
さ
れ
、 

西
に

対
す
る
沿
岸
防
備
の
一
翼
を
担
う
水
軍
基

地
で
あ
っ
た
が
、天
正
18
年
（
１
５
９
０
）

に
豊
臣
水
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
落
城
し
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
あ
る

の
は
出
城
跡（
旧
城
）で
、本
城
跡（
新
城
）

は
国
道
の
南
側
の
丘
陵
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
今
で
も
、
こ
の
周
辺
に
は
０
．
６
㍍

～
１
．
２
㍍
、
幅
１
㍍
の
土
塁
を
め
ぐ
ら

し
た
曲
輪
が
見
ら
れ
ま
す････｣

　

分
岐
ま
で
戻
り
左
に
下
っ
て
上
る
と
国

道
に
出
る
。 

車
に
注
意
し
て
横
断
し
道

標
の
所
か
ら
山
道
へ
と
入
る
。
石
畳
の
敷

か
れ
た
坂
道
を
上
っ
て
、
道
が
平
坦
に
な

る
と
富
士
見
園
地
。
振
り
返
る
と
、
そ
の

名
の
通
り
富
士
山
が
見
え
る
。そ
ば
に「
お

こ
り
石
」
と
そ
の
解
説
板
が
あ
る
。
休
憩

舎
の
所
に
道
標
。
里
山
園
地
０
．
８
㌖ 

丸
山
園
地
０
．
４
㌖
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
水
槽
か
ら
右
に
曲
が
り
、
畑
の
中
を
下

れ
ば
国
道
に
出
る
。
国
道
を
左
に
行
く
と

す
ぐ
に
大
久
保
の
バ
ス
停
が
あ
り
、
左
手

に
眼
病
・
イ
ボ
取
り
に
ご
利
益
の
あ
る

｢

地
持
地
蔵
菩
薩｣

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

参
拝
す
る
時
に
、
奇
麗
な
水
を
持
参
し
、

お
供
え
し
た
後
に
祈
願
し
た
水
を
持
ち

帰
り
、
目
や
イ
ボ
に
つ
け
る
と
よ
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

大
守
院
に
は
弘
法
大
師
が
数
珠
を
か
け

た
と
言
わ
れ
る｢

数
珠
か
け
石｣

と
見
ざ

る
・
言
わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
の
三
猿
が
彫

ら
れ
た
青
面
金
剛
の
石
碑
（
庚
申
塔
）、

富
士
見
観
音
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
庚

申
塔
は
、
こ
の
石
碑
を
左
縄
に
綯
っ
た
荒

縄
で
縛
る
と
、
不
思
議
と
失
せ
物
が
出
て

く
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

大
守
院
の
裏
手
の
坂
道
を
上
っ
て
行

く
。石
の
敷
か
れ
た
道
を
真
っ
す
ぐ
上
り
、

車
道
を
突
っ
切
っ
て
更
に
上
る
と
、
ま
た

車
道
に
出
る
。
す
ぐ
先
で
右
に
熊
野
神
社

へ
と
曲
が
り
、
み
か
ん
畑
の
中
を
上
る
と

ト
イ
レ
の
あ
る
里
山
園
地
の
入
口
に
出

る
。
左
に
土
肥
桜
が
植
栽
さ
れ
た
車
道
を

上
る
と
広
い
三
叉
路
。
す
ぐ
左
手
に
里
山

園
地
の
遊
歩
道
入
口
が
見
え
る
。
里
山
園

地
の
遊
歩
道
沿
い
に
は
薄
墨
桜
二
世
や
瀧

桜
二
世
な
ど
が
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
３
月

中
旬
こ
ろ
訪
れ
る
と
満
開
の
桜
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
。
ぐ
る
り
と
遊
歩
道
を
一

周
し
て
こ
よ
う
。
休
憩
舎
の
あ
る
山
頂
か

ら
は
富
士
山
が
望
め
る
。

　

足
元
に
転
が
る
大
石
は
力
石
と
言
っ

て
、
若
者
が
祭
り
な
ど
で
力
試
し
に
使
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

戻
っ
て
車
道
を
下
れ
ば
終
点
の
駿
豆
学

園
の
バ
ス
停
に
出
る
。

　

西
伊
豆
歩
道
の
廻
り
崎
コ
ー
ス
の
起

点
・
小
下
田
ま
で
は
、
国
道
を
１
．
３
㌖
、

バ
ス
な
ら
２
～
３
分
の
所
な
の
で
歩
い
て

も
20
分
く
ら
い
で
あ
る
。

駿
河
湾
越
し
に
富
士
山
が
望
め
る

海
辺
近
く
の
自
然
遊
歩
道

�
西
伊
豆
歩
道（
丸
山
コ
ー
ス
）

N

0 100m 500m
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「澤」（食事処）

石段の上り
丸山城跡

富士見駐車場
展望所

西伊豆歩道 通り崎コースへ
（45 頁参照）

富士見園地

起終点

Ｈ 
起終点

八
木
沢
ト
ン
ネ
ル

136

136

八木沢

浜橋

水門

君
沢
橋や

ぎ
さ
わ
荘

ハ
マ
ボ
ウ
群
生
地

丸山
スポーツ公園

PP

土肥丸山公園

丸山園地

八
木
沢
漁
港

おこり石解説板

水槽

丸山城の説明板

天王神社天王神社

舗装道

わさび畑

石碑

土肥桜

大久保

西伊豆歩道

卍 

地持地蔵菩薩
庚申塔

大守院大守院

熊野神社
丸山コース案内板

駿豆学園

里
山
園
地
入
口

堂ヶ島・松崎へ

「
山
火
事
用
心
」

薄墨桜二世
瀧桜二世

水槽

力石

友好碑

里山 休憩舎

八木沢・富士山の展望良し

「手作り公園・ふるさとの森里山」

里山園地

コースタイム（参考）

40分

35分

25分

25分

30 分（往復）

5分

5分

バス

55分

バス

61分

修
善
寺
駅

　
八
木
沢

丸
山
園
地

里
山
園
地
入
口

　
駿
豆
学
園

修
善
寺
駅

里山園地

トイレ

トイレ

所要時間：約1時間40分

馬
頭
観
音

Skill up Studio
THE101

Skill up Studio
THE101

▲丸山園地

▲丸山園地からの富士山

▲富士見園地

▲瀧桜二世

▲里山園地からの展望　
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廻
り
崎
コ
ー
ス
は
富
士
見
遊
歩
道
と
接

続
し
て
い
る
。
突
端
の
廻
り
崎
は
通
称

｢

恋
人
岬｣
と
呼
ば
れ
、
富
士
山
と
夕
日

の
美
し
い
岬
で
あ
る
。
こ
こ
で
好
き
な

人
の
名
前
を
呼
ん
で
ラ
ブ
コ
ー
ル
ベ
ル

を
鳴
ら
す
と
愛
が
実
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
後
、
恋
人
岬
事
務
所
で｢

恋

人
宣
言
書｣

に
サ
イ
ン
す
れ
ば｢
恋
人

宣
言
証
明
書｣

と
記
念
品
が
、
お
二
人

が
結
婚
す
れ
ば
祝
電
と
記
念
品
が
も
ら

え
る
ほ
か
、
数
々
の
特
典
が
あ
る
。 

　

毎
年
、
２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
と
３
月
14
日
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に

は
、
恋
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
。

　

修
善
寺
駅
か
ら
松
崎
行
き
、
長
八
美
術

館
行
き
の
バ
ス
で
１
時
間
３
分
、
小
下
田

で
下
車
。
コ
ー
ス
の
入
口
は
国
道
を
少
し

行
っ
た
右
手
に
案
内
板
が
あ
る
所
で
あ
る

が
、そ
の
前
に
最
福
寺
へ
寄
っ
て
い
こ
う
。  

最
福
寺
に
は
先
代
住
職
が
私
財
を
投
じ
て

作
っ
た
資
料
館
・
夢
の
実
現
堂
（
入
館
無

料
）
が
あ
り
、
三
舟
（
勝 

海
舟･

山
岡 

鉄
舟･

高
橋 

泥
舟
）
や
三
名
僧
（
一
休

･

白
隠･

良
寛
）
の
墨
跡
、
当
地
出
身
の

第
14
世
本
因
坊
秀
和
が
使
っ
た
囲
碁
セ
ッ

ト
、
土
肥
出
身
で
日
本
の
カ
ラ
ー
写
真
の

開
発
者
・
長
口
宮
吉
の
文
献
な
ど
、
そ
の

他
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

寺
の
入
口
に
は
囲
碁
殿
堂
入
り
を
果
た
し

た
秀
和
の
顕
彰
碑
も
あ
る
。

　

境
内
で
４
月
初
め
に
は
平
成
13
年
に
登

録
さ
れ
た
新
品
種
の
桜
・
イ
ズ
サ
イ
フ
ク

ジ
シ
ダ
レ
（
伊
豆
最
福
寺
枝
下
れ
）
が
咲

き
、
毎
年
花
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ス
の
案
内
板
か
ら
緩
や
か
に
簡
易

舗
装
さ
れ
た
道
を
下
る
。
段
々
に
な
っ
た

お
墓
と
金
比
羅
神
社
の
前
を
抜
け
る
と
、

正
面
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
海
と
廻
り
崎
が

望
め
る
。
時
折
、
鐘
の
音
が
風
に
乗
っ
て

聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
岬
の
先
端
で
恋
人

た
ち
が
鳴
ら
す
ラ
ブ
コ
ー
ル
ベ
ル
で
あ

る
。
小
さ
な
橋
を
渡
る
と
端
正
な
顔
を
し

た
石
仏
（
馬
頭
観
音
）
が
１
体
。
左
手
に

｢

お
か
る
滝｣

と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
滝
が

落
ち
て
い
る
。

　

道
な
り
に
下
り
、 

大
き
く
カ
ー
ブ
し
た

先
の
分
岐
を
左
に
下
る
。 

こ
の
辺
り
ア

ロ
エ
の
栽
培
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
、 

冬
場

に
は
あ
た
り
一
面
ア
ロ
エ
の
花
だ
ら
け
に

な
る
。

　

二
つ
目
の
小
さ
な
橋
で
ま
た
分
岐
。
そ

の
先
に
祠
と
不
動
の
滝
が
あ
る
。
分
岐
を

右
に
下
れ
ば
米
崎
の
港
だ
。
小
さ
な
漁
村

で
港
に
は
数
隻
の
漁
船
が
係
留
さ
れ
て
い

る
。
伊
勢
エ
ビ
漁
が
盛
ん
で
、
秋
の
漁
期

に
は
伊
勢
エ
ビ
の
水
揚
げ
風
景
が
見
ら
れ

る
。

　

急
な
坂
を
上
り
、
集
落
の
外
れ
か
ら
山

道
へ
と
入
る
。
米
崎
の
集
落
を
後
に
し
て

急
な
舗
装
道
を
上
が
る
と
分
岐
。
左
に
上

る
道
は
恋
人
岬
の
バ
ス
停
へ
通
じ
て
い

る
。
コ
ー
ス
は
右
の
山
道
を
行
く
。
マ
ツ

林
や
竹
林
を
過
ぎ
海
岸
性
特
有
の
樹
林
の

中
を
歩
く
。
道
が
急
に
な
る
と
富
士
見
遊

歩
道･

恋
人
岬
へ
の
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
に

ぶ
つ
か
る
。 

階
段
を
上
が
っ
て
恋
人
岬

へ
。

　

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
恋
人
岬
は
富
士
見
展

望
台
。 

北
に
土
肥
方
面
の
山
並
み
、
そ

し
て
洋
上
に
浮
か
ぶ
富
士
山
、
遠
く
南
ア

ル
プ
ス
。
西
に
三
保
方
面
、
駿
河
湾
に
行

き
交
う
漁
船
の
姿
も
オ
モ
チ
ャ
の
よ
う

だ
。

　

デ
ッ
キ
に
は
ラ
ブ
コ
ー
ル
ベ
ル
と
ブ
ロ

ン
ズ
の｢

ア
モ
ー
レ｣

像
が
あ
り
、
ひ
き

り
な
し
に
訪
れ
た
恋
人
た
ち
が
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
く
。

　

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
を
戻
り
、 
急
な
階
段

を
上
が
る
と
、
途
中
に
も
う
一
つ
の
ラ
ブ

コ
ー
ル
ベ
ル
と
め
が
ね
記
念
碑
が
あ
る
。

め
が
ね
を
覗
い
て
富
士
山
を
見
る
の
も
面

白
い
。

　

舗
装
さ
れ
た
坂
を
上
り
若
山
牧
水
の
歌

碑
を
見
送
る
と
、
右
に
コ
ー
ス
の
案
内
板

が
あ
る
。
真
っ
す
ぐ
行
け
ば
恋
人
岬
の
バ

ス
停
へ
行
く
。
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
丸
太
の

段
を
上
る
と
三
等
三
角
点
の
あ
る
大
旱

山
。
丸
太
の
段
か
ら
敷
石
、山
道
と
な
り
、

マ
ツ
や
メ
ダ
ケ
が
繁
る
尾
根
道
が
続
く
。

　

左
に
分
岐
を
二
つ
見
送
っ
て
ウ
バ
メ
ガ

シ
の
林
を
丸
太
の
段
の
上
り
下
り
を
繰
り

返
す
と
舗
装
道
（
市
道
）
の
終
点
に
出
る
。

休
憩
舎
が
あ
る
所
か
ら
畑
の
中
の
道
を
上

り
、
再
び
舗
装
道
に
出
た
ら
右
に
上
れ
ば

こ
の
コ
ー
ス
の
終
点
・
小
峰
の
バ
ス
停
。

近
く
の
民
家
に
土
肥
桜
の
木
が
あ
る
。

　

左
に
舗
装
道
（
市
道
）
を
行
く
と
土
肥

桜
の
咲
く
花
木
園
を
経
て
恋
人
岬
の
バ
ス

停
に
上
が
れ
る
。

富
士
山
を
望
む
岬
の
先
端
で
愛
の
鐘
を
鳴
ら
し

愛
を
確
か
め
合
う
恋
人
た
ち
の
メ
ッ
カ

�
西
伊
豆
歩
道（
廻
り
崎
コ
ー
ス
）

N

本因坊秀和顕彰碑

0 100m 500m

土肥・修善寺へ

最福寺
起終点

小下田 最福寺資料館「夢の実現堂」
卍 

〒土肥恋人岬
簡易郵便局

西伊豆歩道案内板

富士見園

菅沼

おかる滝

金
比
羅
神
社 坂の上

舗装道

馬頭観音

不動の滝
ほこら

立
木
釈
尊

米崎港

米崎まで 1.1km

136

富士見台

達磨寺

富士見遊歩道

卍 

富士見遊歩道
案内板

恋人岬事務局

ス
テ
ラ
ハ
ウ
ス

（
み
や
げ・軽
食
）

恋人岬

幸
福
地
蔵

案内板

西伊豆歩道案内板

案内板

めがね記念碑

富士山の展望
若山牧水の歌碑

廻り崎

金の鐘

ボードウォーク（120m)

P

P

・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　「
ア
モ
ー
レ
」（
ブ
ロ
ン
ズ
像
）

・
ラ
ブ
コ
ー
ル
ベ
ル

好
き
な
人
の
名
を
呼
ん
で

鐘
を
３
回
鳴
ら
す
と
愛
が

実
る
と
い
う
。

展望台

大旱山
恋人岬

だいかんやま 149.8m

（三等三角点）

土肥桜

バクチノキ

ウバメガシの林

休憩舎

展望所

市道（舗装道）

西伊豆歩道案内板

案内板

土肥桜

小峰

西
伊
豆
・
松
崎
へ

起終点案内板

コースタイム（参考）

15分

20分

15分

15分

15分

25分40分

10分

40分

40分

バス

63分

バス

67分

修
善
寺
駅

　
小
下
田

米
　

崎
　

港

富
士
見
展
望
台（
恋
人
岬
）

大
旱
山
　 

恋
人
岬

　
小
　
峰

修
善
寺
駅
　 ス

テ
ラ
ハ
ウ
ス

所要時間：約1時間25分

墓
地

急な下り坂

花木園
土肥桜・
　白枇杷

▲イズサイフクジシダレ

▲ウバメガシの林

▲恋人岬

▲恋人岬ボードウォーク
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春（3～5月） 夏（6～8月） 秋（9～11月） 冬（12～2月）季　節

花

ハイキングコース

ア
セ
ビ

菜
の
花

ツ
バ
キ

ア
ロ
エ

ウ
メ

ス
イ
セ
ン

紅

　葉

ツ
ワ
ブ
キ

イ
ソ
ギ
ク

ト
リ
カ
ブ
ト

タ
マ
ア
ジ
サ
イ

ア
マ
ギ
ツ
ツ
ジ

ヒ
メ
シ
ャ
ラ

マ
メ
ザ
ク
ラ

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
☆

サ
ク
ラ※

ワ
サ
ビ

伊
豆
市
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

花
ご
よ
み

伊
豆
市
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

花
ご
よ
み

1 修善寺温泉史跡･文学散歩  ◎  ○    ○    ◎ ○ ◎  ○ ○
2 いろは道～奥の院･桂大師  ◎  ○ ○   ○    ◎ ○ ◎  ○ ○
3 桂谷 88 ヶ所巡り  ◎  ○ ○   ○    ◎ ○ ◎  ○ ○
4 修善寺歩道  ◎   ◎   ○    ◎  ○  ○ ○ ◎
5 金冠山 きよせの森  ◎  ○ ◎ ○  ○ ◎   ○    ◎  ◎
6 達磨山  ○  ○ ◎   ○ ○   ○      ◎
7 コビサワラ原生林 ◎ ○    ◎  ○ ◎   ○    ○ ○ ○
8 天城シャクナゲコース  ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎   ◎      ◎
9 天城縦走  ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎   ◎      ◎
� 皮子平 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○  ○   ◎      ◎
� 湯道･熊野山 33 観音めぐり  ○      ○    ◎  ○  ○ ○
� 天城遊歩道 ○ ○      ◎    ◎  ○  ○ ○
� 吉奈～船原遊歩道  ○      ○    ○ ◎ ◎  ○ ○
� 狩野城跡  ○      ○    ○    ○ ○
� 太郎杉歩道 ◎ ◎      ○ ○   ◎  ○  ○
� 踊子歩道 ◎ ○      ○ ○   ◎  ○  ○ ○ ○ 
� 八丁池 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○   ◎      ○
� 野鳥の森 八丁池  ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○   ◎      ○
� 三筋山遊歩道  ○ ○ ○  ○   ○   ○    ○  ○
� 伊豆山稜線歩道 (1)  ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○   ◎      ◎
� 伊豆山稜線歩道 (2)  ○  ○ ◎ ○  ○ ○   ◎      ◎
� 西伊豆歩道･通り崎コース  ○      ○  ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 
� 西伊豆歩道･丸山コース ◎ ◎      ○  ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
� 西伊豆歩道･廻り崎コース ○ ◎      ○  ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

○
見
ら
れ
る

◎
多
く
見
ら
れ
る

　ジオパークという言葉は、ギリシャ語で『地球』や『大地』を意味するジオと「公園」を
意味するパークを組み合わせたものです。
　地球活動によってできた自然や文化といった大地（ジオ）の遺産を主な見所とす
る自然の中の公園です。大地の遺産を保護・保全し、教育・普及に活用し、持続
的な地域の発展に取り組んでいる地域がジオパークを名乗ることができます。

伊豆半島ジオパークの紹介
◉ ジオパークとは？

　伊豆半島は、約２千万年前に本州からはるか南数百㎞先の太平洋の海底に沈
む火山群でした。その後、フィリピン海プレートの北上の動きに合わせて、日本の本州
に接近し衝突、伊豆半島が誕生しました。
　この本州への衝突は、約 60万年前に起こりました。衝突後は、20万年前まで
は、半島のいたるところで噴火が続き、本書に記載のある天城山や達磨山といった
伊豆の大型火山が誕生し、現在の伊豆半島の骨格を形成しました。
　伊豆半島には、地球形成の痕跡が多数あり、その痕跡を間近でみることができる
世界的にも特異な地域です。
　ハイキングを行いながら、伊豆半島が太平洋の海底に位置し本州から数百㎞離
れていたことを想像し痕跡を探してみてはいかがでしょうか。

◉ 伊豆半島ジオパーク

　伊豆半島ジオパークに関する活動を
行っている伊豆半島ジオパーク推進協議
会では、ホームページで情報発信等を行っ
ています。下記 QRコードから、ホームペー
ジへアクセスできます。また、伊豆半島ジ
オパークミュージアム『ジオリア』（伊豆
市修善寺 838-1）も、ぜひご覧ください。

【問合せ先】

伊豆半島ジオパーク推進協議会
〒410-2416
伊豆市修善寺 838-1
TEL.0558-72-0520
FAX.0558-72-1355


